







所 長 挨 拶
10:10
1.セ ールロンダーネの地質学 ・鉱物学(6)







































挨 拶 国立極地研究所長 星合孝男(10:00-10:10)
1.セ ー ル ロン ダー ネの地質 学 ・鉱物 学(10:10-12:
座 長 小山 内康 人(福 岡教育大 地 学)
00)
1.　 Antarctic　 Geoscience　 Transect　 QML-1　 (ポ ス ター)(10分)
O神 沼 克伊(極 地研)
2.セ ール ロ ンダー ネ山地 東部 地域 の泥質 片麻 岩類(20分)
O浅 見 正雄(岡 山大 教 養)
牧本 博(地 質調 査所)
E.　S.　Grew　 (メ ー ン大)
3.セ ール ロン ダーネ山地 東部、 バ ル ヒ ェン地 域 の超 苦 鉄質岩 の鉱 物学(20分)
○ 牧本 博(地 質 調査 所)
浅見 正雄(岡 山大 教養)
E.　S.　Grew　 (メ ー ン大)
4.セ ー ル ロンダー ネ山地Lunckeryggen地 域の 閃長岩 類 とAタ イ プ花商岩 の(20分)
結 晶作 用
O先 山 徹(広 島 大 理)
高橋 裕 平(地 質 調査所)
小 山 内康 人(福 岡教 育大 地学)
5.セ ール ロンダー ネ山地 深成 岩類 の問題 点(20分)
○高橋 裕平(地 質調 査所)
先山 徹(広 島大 理)
荒川 洋二(筑 波大 地 球科学)
6.　 Experimental　 study　 of　the　syenitic　 rocks　 from　 the　Yamato　 and　 (20分)
　　　Sj〆r　Rondane　 Mountains,　 East　Antarctica.
　　　　　　　　　　　　　　　　　OT.　 Oba　 (Joetsu　 Univ.　 Education)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K.　Shiraishi　 (NIPR)
昼 食(12:00-13:00)
ll.　昭和 基地 付近 の地球 科学(13:00-15:20)
座 長 神沼 克伊(極 地 研)
7.リ ュツオ ・ホルム湾地域の地震波の減衰と震源特性(20分)













ll.　 昭 和 基地付 近 の潮汐 ・潮流
O小 田 巻実
岡 克二 郎
12.や ま と山脈 付 近の基盤 地形 に ついて
O吉 田 栄夫
西尾 文彦















14.1980-1988年 エ レバ ス山 の地震 活動
O神 沼克 伊(極 地研)
R.　R.　Dibble　 (ビ ク トリア大)
15,マ ク マー ド火 山岩中 のマ ン トルゼ ノ リスにみ られ る粒 間 ガ ラス
O新 井 田清信(北 大 理)
(20分)
(20分)







座長 加賀美英雄(高 知大 理)
(1640-1740)
17.ア ルテ ィメータデータおよび重力デー タから求めた日本の南極基地周辺
におけるジオイ ドおよび重 力異常







































会 場:研 究棟2階 講義室
(1800-1930)
11月1日(水 曜 日)[9:50-17:00]
V.セ ー ル ロン ダー ネ山脈 の地形 と地球物理
座 長 岩 田修 二(三 重 大 人文)
赤 松純 平(京 大 防災研)
(9:50-12:00)
20.セ ー ル ロンダー ネ山地西部 の氷河地形
○森脇 喜 一(極 地研)
平川 一 臣(都 立大 理)
21.セ ー ル ロンダー ネ山地 中央 部 の氷床変 動 に関 する新 知見
O平 川 一 臣(都 立大 理)
森脇 喜 一(極 地研)
22.セ ー ル ロンダー ネ山地 の トア地形 一 規 模 と成 因 につ いて 一
〇平川 一 臣(都 立大 理)
森脇 喜 一(極 地研)
23.セ ー ル ロンダー ネ山地 のア イス コアマ ウ ン ド
O平 川 一 臣(都 立大 理)
森脇 喜 一(極 地研)
































































座長 福田洋一(東 大 海洋研)
白石和行(極 地研)
(14:00-17:00)
31.　 S〆r　Rondane西 部 地域 の古地 磁気
－Pingvinaneのgranite及 びLunckeryggenのsyeniteに ついて 一
〇船木 實(極 地研)
時枝 克安(島 根大 理)
32.ブ リ ッツ湾 お よび ケル ゲレ ン海 台 にお けるODP119次 航海 の成 果
O酒 井 英男(富 山大 理)
B.　Keatin8　 (ハ ワイ大)
ODP119次 航 海乗 組員
33.　 Kerguelen海 台 の古地 磁気　(ODP　 Leg　120の 成 果)
O井 口博 夫(神 戸 大 理)





34.ア フ リカ東 一南部 の地質 調査
一先 カンプ リア代 ゴ ン ドワナ の復元 を 目指 して 一
〇吉田 勝(大 阪市大 理)
35.ス リラン カ産 泥質 グ ラニ ュ ライ トに見 られ るメル トか らの結 晶 化組織
O廣 井 美邦
36.ス リラン カ島南 部地域 の古 地磁気
O船 木 實
吉田 勝








(ニ ューサ ウ ス ウェー ル ズ大)
(ニ ューサ ウ ス ウェー ル ズ大)
















国 立 極 地 研 究 所
1.は じめ に
Global　 Geoscience　 Transects　 (GGT)は 、 日本で は
国際 リソスフ ェア探査計 画(DELP)の 一 環 と して実 施
されて い る。 決 め られ た フ ォー マ ッ トに従 い一枚 の
紙の上 に必 要な情 報 を示 す ぺ く、 それ ぞれ の作業 が
進め られ、 その成 果の一 部 は1989年7月 の第28回 万
国地質 学会(IGC)で 発表 され た。 南極 のTransectに 関
して はAntarctic　 Geoscience　 Transects(AGT)と 総称
され、 南極 科学委 員会(SCAR)の も とに 専門家 会議 が
設 けられ、 南極観 測 を実 施 して いる各 国の関係 者 が
会合 を重 ねなが らの作成 が進 め られて い る。 専門家
グルー プは7人 で構成 され、 神 沼 もその メ ンバ ーの一
人に な ってい る。
2.　 AGT
AGTは20本 近 いTransectsが 検討 され てい る。 わ が
国は これ まで調査、 観 測を実 施 して きた、 東 南極 大
陸の ク イー ン モー ドラ ン ドに2本 のTransects　 QMLIA,
IBを 提 案 した。 現 在作成 が すす められ てい るAGTのlll
では、 本Transectsの み が人工 地震 のデー クを有 して
お り、 モ ホirtiまでの深 さが求 め られて い るこ とに特
徴が あ る。
Q肌IAII1央 部の昭 和基地 とみず ほ基地 の間 で、1979
-1981{1三にか けて人 工地震 観測 も実 施 され、 重 力測定、
航空磁 気測fil　tsど が繰 り返 し実施 され てい る。 この
測線」二は 南極大 陸の地 下構 造研究 の一 つの モ デル測
線で あ る。
QNLIAのTransectは ほ とん どが氷 に覆 われ露 岩が 少
な いので、 よ り多 くの地質 情報 を示す ため にQ肌IBも
提案 した。 この測線上 に は点々 と山脈 や ヌナ ター ク
な どの露 岩が ある。 露 岩 の間 には氷河 が発 達 し、 ク
レバ スが 多 く地 表面(雪 表面)を 走行 しての調 査に
は危 険 も多 く、 地球物 理学 的 な情報 は多 くな いが、
南極 大陸 のTransectsと しては地質 情報 が多 い。
海 洋域 は毎年、 観 測船 し らせ の船上 観測 として水
深、 電力、 地磁 気 な どが実 施 されて い る。 リュツ ォ
ホル ム湾内 の海氷 上 では、 地 殻熱 流呈 の測定 が な さ
れた こ とが あ る。
3.　 QMLIA、 　QMLIB
Transectsは 極 地 研 究 所 をtjl心 に 、 次 の よ う な メ
ン バ ー が 中 心 と な っ て作 成 して い る。
??
括:神 沼克 伊
力:福 川洋 一(東 大 ・海洋研)
長尾年 恭(金 沢 人 ・理学 部)
伊藤 潔(京 大 ・∫』!学部)
地 磁 気:渋 谷和 雄(極 地 研)
伊藤 潔(京 大 ・理学 畠1り
野木義 史(気 象 研)
構 造:伊 神 燭(名 大 ・理学 部)
伊藤 潔(京 大 ・理学 部)
地 質:白 石和 行(極 地 研)
廣井 美邦(千 葉 大 ・理 学 部)
古地 磁気:船 木 實(極 地 研)
そ の他の情 報:渋 谷 和雄、 長尾 年恭
このTransectsで 最 も充 実 して いるの が、重 力 の
デー タで あ る。 主に ラコステ重 力計 で測定 され た陸
上の デー タに加 え、 極地研、 海 洋研 の共 同開 発に よ
るNIPR--ORI型 海 上重 力計 に よる海洋 域の デー タ も豊
富で あ る。 人工 衛星 アル テ ィメ一 夕か ら推 定 した値
も ある。 地 磁気 も航 空磁気 測量 に よ り陸上 及 び沿岸
域の デー タが ある。 また1989年 に は三成分 の地 磁気
測量 が"し らせ"の 船 上で実 施 されて い る。 地磁 気 も
航空磁 気測 」迂によ り陸上及 び沿岸 域 のデ ー タが あ る。
他のTransectsと 異 な る南極 大陸Transectsの 特徴
は、 その上 に存在 す る氷床 で ある。 氷 床表 面の標 高、
厚 さ、 その 下の富 盛岩 の地形 を 考 えなけれ ば、本 当
のGeotransectsに は ならな い。 また、 地震 がほ とん
ど起 こ らない し、 地殻 熱流量 の デー タが ほ とん ど得
られて いな い。 残 念 なが らAGTは 他 のTransectsに 比
較 して、 い ろい ろな デー タの質、　lllが一桁 程度低 い。
QMLIA、　1Bは 相 対 的に はAGTの 中 では豊 富 なデ ー タが
そろ って いる。
本Transectsで は重力 分布 を中心 に南 北ソ∫1`ijへのび
る傾向 が見 られ る。 この南 北方 向の 異常 の傾向 が ど
の くらい の深 さまで 影響 して いるか は ゴン ドワナ大
陸の分 裂 や南極 大陸形 成の うえか ら興 味深 い。
4.　 AGTの 特徴
AGTは どのTransectsも 十 分 なデー タが無 い。例 え
ば、 露 岩が 限 られ て い るの で100万 分の1の ス ケー ル
で表示 しても、 多 くのTransectで 地質 図 はほ とん ど
白 っぽ くな って しまう。 現 在提 唱 されて い る20本 の
Transectsの なか で、 陸 上域 で人工 地震 観測 が実施 さ
れて い るのはQMLだ け であ る。 したが って 各Transects
とも地 質 のデー タが 少な く、 人 工地 震の デー タも無
いの で、 垂直断 面の 情報 はほ とん ど得 られて いな い。
地震活 動 も、 地 殻熱 流血 も得 られて い ない。 従 って、
これ までTransectsの ガイ ドラインで決 め られ たフ ォ
ー マ ッ トでの出 力を して も意味 が無 い。
AGTに つ いて は他のTransectsと 同 じ扱 いは で きない
とい う認識 が よ うや く、 関 係者 の間 に も芽 生 えて き
た。 現 在、 最終 的なAGTの ガイ ドライ ンは検 討中 であ
るが、 少 な くとも南極 大陸 上 に存 在 す る平 均のJ!]rさ
2450mの 氷 床 が明瞭 に分 か る表現 が必要 との 認識 では
一致 して いる。
5.そ の他
こ こに示 すTransectsはGGTの ガイ ドラインで表 し
たもの で ある。　AGTの 場合、 得 られ るす べて の デー タ
を集め て もこの程 度 のもの に しかな らな い。　QMLIA、
lBに は 日本 の南極 観測 の地球 科学 関係 の20年 、3011三
の成 果 のか な りの部分 が含 まれ るが、 それ で も他 の
大 陸 と同 じ視 点で 見 よう とす れば この 程度 であ る。
一1一
2七 一 ル ロ ン ダ ー ネ 山 地 東 部 地 域 の 泥 質 片 麻 岩 類
浅 見 正 雄(岡 山 大)・ 牧 本 博(地 質 調 査 所)　 ・GREW,ε.S.(メ ー ン 大 学)
七 一 ル ロ ン ダ ー ネ 東 部 地 域(71°40'-72e
15'S,26°30'-28°E)の基 盤 岩 は 、 主 と し て
片 麻 岩 類 か ら な る 。 片 麻 岩 類 の 主 体 は 、 黒 雲
母 一 角 閃 石 片 麻 岩 の よ う な 中 性 岩 で 、 地 域 全
体 を 通 じ て 塩 基 性 岩(角 閃 岩 ・角 閃 石 片 麻 岩)
、 石 灰 質 岩(晶 質 石 灰 岩 ・石 灰 珪 酸 塩 片 麻 岩)
、 珪 質 ～ 砂 質 岩,泥 質 岩(ざ く ろ 石 一 黒 雲 母
片 麻 岩 ・黒 雲 母 片 麻 岩)、 超 苦 鉄 質 岩 を 伴 う。
南 部 に は チ ャ ー ノ ッ カ イ ト 質 片 麻 岩 も 広 く 産
す る 。 南 部 を 除 け ば 、 片 麻 岩 類 は 随 所 で ミ グ
マ タ イ1・ 化 さ れ て お り 、 ミ グ マ タ イ ト と し て
一 つ の 地 質 単 元 を な す 規 模 に 発 達 す る こ と も
あ る 。 こ れ ら の 変 成 岩 類 の 産 状 お よ び 鏡 下 で
の 組 織 ・鉱 物 組 合 せ の 検 討 か ら 、 上 部 角 閃 岩
相 ～ グ ラ ニ ュ ラ イ ト 相 の 広 域 変 成 作 用 と そ れ
よ り 後 の ミ グ マ タ イ ト形 成 を 伴 う 角 閃 岩 相 変
成 作 用 を 区 別 で き る(ASAMIeta1.,1989;
GREWeta1..1989)。
泥 質 片 麻 岩 類 は 、 通 常 、 黒 雲 母 一 角 閃 石 片
麻 岩 中 に0.5～3m幅 の 調 和 的 な 層 と し て 挟 ま
れ る ほ か 、 ま れ に 超 苦 鉄 質 岩 の 周 囲 に 黒 雲 母
質 岩 と し て 発 達 す る こ と も あ る 。 前 者 は 明 ら
か に 堆 積 岩 源 の も の で あ り 、 後 者 は 一 種 の 反
応 帯 で あ る 。 泥 質 片 麻 岩 類 に は 、 石 英 を 含 む
も の と 欠 く も の と が あ り 、 そ れ ぞ れ の タ イ プ


























():包 有 物[]:二 次 鉱 物
本 地 域 北 部　 (Austh　 jelmen・ 　tlet　'tene)の3か
所 、 お よ び 中 央 部(northern　 Balchenfjella)
の1か 所 か ら 残 品 状 藍 晶 石 が 見 い 出 さ れ た 。
北 部 に 見 い 出 さ れ た も の は 、P10の 鉱 物 組 合
せ を も つ 泥 質 片 麻 岩 の 斜 長 石 お よ び ざ く ろ 石
中 に 包 有 さ れ 、 ま た 中 央 部 の 藍 晶 石 は 、 超 苦
鉄 質 岩 に 伴 う 、P19の 組 合 せ を も つ 黒 雲 母 質
岩 の ざ く ろ 石 中 に 包 有 さ れ て い る 。 こ の よ う
な 藍 晶 石 の 産 出 は 、 こ の 地 域 の 上 部 角 閃 岩 相
～ 角 閃 石 グ ラ ニ ュ ラ イ ト 相 変 成 用 のprograde
P-丁 変 化 が 藍 晶 石 安 定 領 域 か ら 珪 線 石 安 定 領
域 に 移 行 し た こ と を 示 唆 し て い る 。 こ の 中 圧
型 の 特 徴 は 、 山 地 中 部 ～ 西 部 地 域 の グ ラ ニ ュ
ラ イ1・ 相 変 成 作 用 と 調 和 的 で あ る　 (ASAM1　 &
SlllRAISHI,1987;　 SHIRAISHI　 et　 al,　 in
press)　 。
ざ く ろ 石 を 含 む 泥 質 片 麻 岩 類 に お い て は 、
多 く の 場 合 、 ざ く ろ 石 は 部 分 的 あ る い は ほ と
ん ど 全 体 的 に 黒 雲 母 と 斜 長 石 の 集 合 体 に よ っ
て 置 き 換 え ら れ て い る 。 こ の 変 化 は 、 ミ グ マ
タ イ ト化 と 関 係 し た 角 閃 岩 相 変 成 作 用 に よ る
も の と 考 え ら れ る 。
一2一
3セ ー ノレ ロ ン ダ ー ネ 山 地 東 部.バ ル ヒ ェ ン 地 域 の
超 苦 鉄 質 岩 の 鉱 物 学
牧 本 博(地 質 調 査 所)・ 浅 見 正 雄(岡 山 大 学)　 ・　Edward　 S.　GREW　 (Maine　 Univ.)
セ ー ル ロ ン ダ ー ネ 山 地 東 部(バ ー ド 氷 河 以
東)に は,黒 雲 母 角 閃 石 片 麻 岩 を 主 と し 角 閃
石 片 麻 岩 ・ 角 閃 岩 ・泥 質 片 麻 岩 な ど を 伴 う 高
度 変 成 岩 類 が 広 く 分 布 す る.そ し て,さ き に
上 部 角 閃 岩 相 一 角 閃 石 グ ラ ニ ュ ラ イ ト 相(～
7Kbar,700-750℃)の,の ち に ミ グ マ タ イ ト化
作 用 を 伴 っ た 角 閃 岩 相(500-600℃)の2回 の 主
要 な 変 成 作 川 が あ っ た こ と が 指 摘 さ れ て い る
(ASAMI　 et　 al.,1989　 ;GREW　 et　 at.,1989).
こ こ で 報 告 す る 超 苦 鉄 質 岩 は,セ ー ル ロ ン
ダ ー ネ 山 地 東 部 の 主 要 露 岩 地 帯 で あ る バ ル ヒ
ェ ン 地 域 の2地 点 で,い ず れ も 厚 さ1-2ロ 長 さ
数mの レ ン ズ と し て 高 度 変 成 岩 類 中 に 見 い だ
さ れ た(下 図 参 照).
〈 北 側 の 産 出 地 点 〉 ほ ぼ 同 層 準 を 示 す3
つ の 超 苦 鉱 質 岩 レ ン ズ が,そ れ ぞ れ 数m離 れ
て 産 す る.周 囲 の 岩 石 は 斜 方 輝 石 ・ 単 斜 輝 石
・ ざ く ろ 石 を 含 む 黒 雲 母 角 閃 石 片 麻 岩 で あ り,
こ の 地 点 で は ミ グ マ タ イ ト化 は 殆 ど 観 察 さ れ
な い.超 苦 敦 賀 冶 は,か ん ら ん 石 ・ 斜 方 輝 石
を 主 と し 単 斜 輝 石 ・ ス ピ ネ ル を 伴 う.こ の 他,
雄蕊 糠蕊喩
芸㌶ 聯 鱈1己 列しまたスピネルに 賠 卿
harzburgiteの か ん ら ん 石 は ～Fo90で,ま た
斜 方 輝 石 ・ll!斜 輝 石 は と も にAl203が2.5-3.3
wtXと や やAlに 富 ん で い る.ス ピ ネ ル は 黄 褐 色
一 淡 褐 色 で ,Mg/(Mg+Fe)=0.74,Cr/(Cr+A1)=豊
・.12と^1… にfis　c.　 そ し て,斜 方 輝 石 と 単 斜 壁
輝 石 を 川 い た 温 度 計 で 約760℃,ま た か ん ら ん ㌔
つ
石 と ス ピ ネ ル のMg-Fe分 配 で 約700℃ の 値 が 得
ら れ る.こ れ ら の 温 度 は,超 苦 鉱 質 岩 が 周 囲　　 　　 　　　 Balchenf
の 片 麻 岩 類 と と も に グ ラ ニ ュ ラ イ ト相 の 変 成
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作 用 を 受 け て 再 結 晶 し て い る こ と を 示 し て い
る.
一 方 ,こ れ ら の 超 苦 鉱 質 岩 レ ン ズ は,そ の
周 囲 の 岩 石 と の 境 界 部 で 反 応 縁 が 認 め ら れ,
ざ く ろ 石 ・パ ー ガ ス 閃 石 ・ 黒 雲 母 な ど を 生 じ
て い る.ざ く ろ 石 は,　 Mgに 富 む 均 質 な コ ア と
Mg,　 Caが 減 少 しFeが 増 加 す る リ ム か ら な る.
ざ く ろ 石 の リ ム(Mg/(Mg+Fe)ニ0.35)と黒 雲 母(
Mg/(Mg+Fe)=0.71)のMg-Fe分配 か ら は620-670
℃ の 温 度 が 得 ら れ る.こ の 温 度 は,ざ く ろ 石
と 黒 雲 母 の 元 素 分 配 が グ ラ ニ ュ ラ イ ト相 に 達
し た 後 の 温 度 降 下 の ス テ ー ジ ま で 継 続 し た こ
と を 示 し て い る.
〈 南 側 の 産 出 地 点 〉 周 囲 の 片 麻 岩 は ミ グ
マ タ イ ト 化 が か な り 進 行 し て お り,ま た 超 苦
鉱 質 岩 レ ン ズ の 再 結 晶 も 著 し い.そ の た め,
超 苦 鉱 質 岩 は 少 量 の 斜 方 輝 石 と 単 斜 輝 石 が 再
結 晶 で 生 じ た 角 閃 石・と 黒 雲 母 か ら な る マ ト リ
ッ ク ス 中 に 散 在 す る 組 織 を 示 し て い る.か ん
ら ん 石 ・ ス ピ ネ ル は 確 盟 で き ず,原 岩 で あ る
超 苦 鉄 質 岩 の 鉱 物 構 成 は 不 明 で あ る.
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　 　 　 　 　 Crystallization　of　 Syenitic　 Rocks　 and　 A　 type　 Granite
from　 Lunckeryggen,　S〆r　 Rondanc　 岡ountains,　 East　 Al)tarctica
先 山 徹(広 島 大 ・ 理)・ 高 橋 裕 平(地 調)・ 小 山 内 康 人(福 教 大 ・ 教 育)
セ ー ルmン ダ ー ネlll地 　 Lunckeryggen　 地 域
に は 閃 長 岩 体 と そ れ に や や 後 れ て 貫 入 し た 花
歯 岩 体 が 分 布 し て い る 。 今 回,演 者 ら は 主 と
し て 有 色 鉱 物 の 化 学 組 成 か ら,こ れ ら 深 成 岩
類 の 結 晶 作 川 の 過 程 を 検 討 す る 。
1.閃 長 岩 体
ル ン ケ リ ッ ゲ ン の 閃 長 岩 体 は 古 い 順 に,層
状 を な す 粗 粒 な 閃 長 岩,層 状 構 造 を 切 る 岩 脈
状 の 優 黒 質 閃 長 岩,及 び そ の 両 者 を 切 り 網 目
状 に 分 布 す る 石 英 閃 長 岩 か ら な り,最 後 に 優
白 質 で 青 色 ～ 緑 青 色 の カ リ 長 石(ア マ ゾ ナ イ
ト)を 特 徴 と す る,ザ ク ロ 石 車 斜 輝 石 花 嵐 岩
が 岩 脈 状 に 貫 入 し て い る 。
{1)単 斜 輝 石
普 通 輝 石 ～ エ ジ ル 普 通 輝 石 で,優 黒 質 閃 長
岩 岩 脈 中 の も の が 最 も 版 に 富 み,以 下,層 状
閃 長 岩,石 英 閃 長 岩,ザ ク ロ 石 輝 石 化 岡 石 の
顧 でngに 乏 し くFeZに 富 む も の に 変 化 し て い
く 。 優 黒 質 閃 長 岩 岩 脈 と 層 状 閃 長 岩 の 単 斜 輝
石 は コ ア か ら リ ム に 向 か っ てngの 減 少 に と も
な っ てNaとFe:`が 増 加 す る 一一つ の 連 続 し た ト
レ ン ド を 示 し,1;e:の 増 加 は 少 な い 。 一 方 石
英 閃 長 岩,ザ ク ロ 石 輝 石 花 嵐 岩 の 単 斜 輝 石 の
組 成 と は 不 連 続 で あ る 。 石 英 閃 長 岩 で は コ ア
か ら リ ム に む か っ てMg,　 Fc3　 ,Naが 増 加 し,
1;eZが 減 少 す る 傾 向 が あ る 。 ま た 輝 石 化 岡 石
中 の も の はMgに 乏 し くFe2　 に 富 む と 同 時 に,
岡nに 富 む 傾 向 が あ る 。
(2)jtlI"イ 了
す で に 大 場 ・白 石(1988)に よ っ て 報 告 さ れ
た よ う に 、 層 状 閃 長 岩 と 優 黒 質 閃 長 岩 岩 脈 中
の も の はSi富 み.リ ヒ テ ル 閃 石 ～ ア ク チ ノ 閃
石 質 で あ る が,石 英 閃 長 岩 中 の も の は エ デ ン
閃 石 質 で あ る 。
〔3}黒 雲1ミ}
い ず れ もSiに 富 み,優 黒 質 閃 長 岩 岩 脈 中 の
黒 雲 母 は,他 の 岩 相 巾 の も の と 比 べ てngに 富
む が,そ れ 以 外 の 各 岩 相 の 黒 雲 母 で は,そ の
組 成 に ほ と ん ど 差 が な い 。 黒 雲 母 の 組 成 を 共
存 す る 他 の 有 色 鉱 物 と 比 較 す る と,石 英 閃 長
岩 で は,黒 雲 母 の ば う が,単 斜 輝 石 ・角 閃 石
よ り 高 いng/Fc比 を 示 す 。
(4)ザ クIJt石
輝 石 化 岡 石 中 に は ザ ク ロ 石 が 見 ら れ る 。 ザ
クU石 の コ ア は,ス ペ サ ル テ ィ ン ー ア ル マ ン
デ ィ ン 系 列 の も の で あ る が,リ ム 部 はCaOに
富 み,グ ロ ッ シ ュ ラ ー 成 分 に 富 む も の と な っ
て い る 。 い ず れ もYを 相 当 量 含 ん で い る 。
一'般 に,ア ル カ リ 輝 石 の 組 成 は,酸 素 分 圧
が 高 い 場 合,結 晶 作 用 に 伴 うFe2　 の 増 加 は 少
な く,　 Fe'S及 びNaの 増 加 が 著 し い と さ れ て い
る 。 こ の こ と か ら み て,閃 長 岩 か ら 石 英 閃 長
岩,輝 石 花 嵐 岩 へ の 分 化 は 比 較 的 酸 素 分 圧 の
低 い 条 件 で 起 こ っ た が,各 岩 相 の 貫 入 時 に は
酸 素 分 圧 が 高 く な っ て い た と 考 え ら れ る 。 こ
の こ と は,優 黒 質 閃 長 岩 に 磁 鉄 鉱 が 乏 し い こ
と や,輝 石 の コ ア 部 に 磁 鉄 鉱 が 包 有 さ れ な い
こ と な ど と 調 和 的 で あ る 。 石 英 閃 長 岩 中 の 単
斜 輝 石 が 逆 累 帯 構 造 を 示 す こ と や,黒 雲 母 の
Mg/Fe比 が 高 い こ と は な ど は,マ グ マ の 固 結
に 伴 っ て 酸 素 分 圧 が 上 昇 し た こ と を 示 し て い
る か も し れ な い 。
2.花 濁 岩 体
花 歯 岩 体 は 粗 粒 な 角 閃 石 黒 雲 母 花 歯 岩 ～ 黒
雲 母 花 嵐 岩 と,そ れ を 岩 脈 状 に 貫 く 細 粒 黒 雲
母 花 嵐 岩 か ら な る 。
ω 角 閃 石
花 歯 岩 体 中 の 角 閃 石 は 石 英 閃 長 岩tllの も の
と 似 た 組 成 を 示 す が,や やNaに 乏 し い 傾 向 が
あ る 。
② 黒 雲 母
粗 粒 角 閃 石 黒 雲 母 化 岡 石 中 の も の,細 粒 黒
雲 母 花 歯 岩 中 の も の,い ず れ も 閃 長 岩 類 の 黒
雲 母 と 似 た 組 成 を 示 す 。 ま た 角 閃 石 と 共 存 す
る 岩 石 で は,角 閃 石 よ り 高 いMe/Fe比 を 有 す
る 。
角 閃 石 ・黒 雲 母 の 組 成 か ら,こ の 化 岡 有 体
も.石 英 閃 長 岩 と 同 様 の 条 件 で 固 結 し た と 考
え ら れ る 。
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一ヒr ル ロ ン ダ ー ネ 山 地 深 成 岩 類 の 問 題 点
高橋 裕 平(地 質 調 査所)先 山 徹(広 島大 学)荒 川 洋二(筑 波 大 学)
1.ま え が き
七 一 ル ロ ン ダ ー ネ 山 地 は,高 度 変 成 岩 類 お よ び 各 種 の 深 成 岩 類 か ら 構 成 さ れ て い る.
こ の う ち,深 成 岩 類 に つ い て,ベ ル ギ ー 隊 の 成 果　 (Van　 Autenboer　 and　 Loy,　 1972)　 や 日 本
隊 の 成 果　(Saklyama　 et　 ul.,　 1988)　 か ら 多 様 な 岩 相 と い く つ か の 地 質 年 代 が 知 ら れ て い る.
こ こ で,七 一 ル ロ ン ダ ー ネ 山 地 の 深 成 岩 類 研 究 の 問 題 点 を 明 ら か に し,今 後 の 方 向 性
を 探 る た め に,公 表 論 文 に 最 近 の 我 々 の 未 公 表 デ ー タ を 加 え 整 理 し た.
2.深 成 岩 類 の 地 質 区 分
本 山 地 の 深 成 岩 類 を 地1璽 学 的 条 件 か ら 大 き く 区 分 す る と,広 域 的 な マ イ ロ ナ イ ト 化 の
時 期 を 境 に 古 期 と 新 期 の 岩 石 に な る(Sakiyama　 et　 al.,　 1988),　 こ の 区 分 に よ る と,古 期
岩 は 変 成 岩 類 に 調 和ll'」,新 期 岩 は 非 調 和 白くJな貴 人 形 態 を 呈 す る.さ ら に,古 川 岩 は 顕 著 な
片 麻 状 構 造 を 有 す る が 新 川 岩 は 片 麻 状 ↑掲造 が な い か あ っ て も 弱 い.
3.地 質 年 代
セ ー ル 「二1ン ダ ー ネ 山 地 の 深 成k'S類 の 地 質 年 代 を,　 Plcclot,to　 et　 al.(1963)やPasteels
andMicl)ot,(1968,1970)が主 に ジ ル コ ン のU-Pb年 代 に よ っ て 検 討 し て い る.こ の ほ か 我 々
は 古 川 岩 と 新 期 岩 の 代 表 的 な 岩 体 に つ い てRb-Sr全 宕 年 代 を 求 め た.こ れ ら を ま と め た の が
第1図 で あ る.
古 期 岩 の う ち,　 Nils　 Larscl1層 群 の ト ー ナ ル¥iは ジ ル コ ン のU-Pb年 代 で 約950Ma,Rb-Sr
全 宕 年 代 で 約850岡aで 先 カ ン プ リ ア 時 代 後 期 の 活 動 と な る.片 麻 岩 と 調 和 的 な そ の ほ か の 花
溺 岩 質 の 古 期 岩 頚 のff代 は,従 来 の 研 究 で は450-600Maの 年 代 が 知 ら れ て い る.こ れ は,新
期 岩 と 差 が 無 く,今 後 検 討 す る 必 要 が あ る,例 え ば,メ フ ェ ル や ア ウ ス ト カ ン バ ネ な ど の
ま と ま っ て 露 出 す る 岩 体 に つ い て,　 Rb-Sr全 岩 年 代 な ど を 求 め る 必 要 が あ る.
新 開 岩 の 年 代 は,450Ma-600Maであ る.こ の う ち,我 々 は,ル ン ケ リ ッ ゲ ン の 花 嵐 岩 の
Rb-Sr余 者 年 代 と し て520Maを 得 て い る.　 K-Ar金 嵩 年 代 は ほ ほ1400Maで あ る.520Maが 貴 人 の
年 代 で400Maが そ の 後 の 熱 史(例 え ば 隆 起 侵 食 な ど)を 示 す の だ ろ う.
Van八u　 t・　(・　i'i　ho　()　r　and　 Loy(1972)は,花薗 岩 頚 の う ち 南 側(ル ン ケ リ ッ ゲ ン ー デ ノLテ)
が600Ma,北 側(ロ ム ナ エ ス)が520Maで,年代 の 異 な る2つ の 花 南 岩 列 を 指 摘 し た.こ の
年 代 の 根 拠 は ジ ル コ ン のU-Pb年 代 で あ る が,　 K-Ar年 代 に も 差 が あ る.ロ ム ナ エ ス の 精 査 を
い つ か 行 う べ き だ ろ う.
4.岩 石 学 的 性 ゼ'正
深 成 岩 類 の 岩 石 学 的f・t　rt{は,上 記 の 地 質 学 胸 座 状 に 基 づ く 古 期 と 新 期 の 岩 石 で 異 な る.
SakiyaTna　 et　 al.(1D88)に よ る と 占 期 岩 は カ ル ク ア ル カ リ,新 期 岩 は ア ル カ リ 質 で あ る.さ
ら に,Rb-1;r全k';tt'代 と と も に 求 め ら れ たSr初 生 仙 は,古 期 岩 の ト ー ナ ル 岩 で0.7029,新 期
岩0)tu岡 石(ル ン ケ リ ・ソゲ ン)で0.7050と 新 期 の 方 が 高 く な る.古 期 岩(ト ー ナ ル 岩)は,
島 弧 的 な 未 成 熟 な 地 殻 に 貫 入 し た の に 対 し て,新 期 岩 は 大 陸 性 地 殻 に 貫 入 し た と 解 釈 で き
る.
新 期 と 占 期 の 他 聞 石 類 の 貫 入 の 場 を 推 定 す る た め に,ル ン ケ リ ッ ゲ ン と メ フ ェ ル の 花
摘 岩 頚 の 造 岩 鉱 物 の 化 学 組 成 を 調 べ た.花iki書 類 の 経 験 的 な 圧 力 計 と し てCa角 閃 石 のAl量
を 使 う 方 法 か あ る.こ れ を 適 用 す る と 新 期 岩(ル ン ケ リ ッ ゲ ン)が2.5-4.1kbar,古期 岩(
メ フ コ:ル)か`;.:{-G.5kh乏 しrと な る.圧 力 計 の 性 格 上,数 値 そ れ 自 身 に そ れ ほ ど 意 味 は な い が,
目 木 川 内 の 花 纐 岩 館 に 道 川 し た 例(高 橋.1989)と 比 較 す る と セ ー ル 日 ン ダ ー ネ 山 地 の 花
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歯 岩頚 の 場 を理 解 し易い.ル ンケ リッゲ ンの 岩体 が 山 陰の 花 南着 類,メ フ ェルの 岩 体 が領
家 の 花南 岩 頚 と同程 度 の圧 力 を 示す,
5.今 後 の 課 題
以 上 述 べ て き た 中 で 既 に 個 々 の 地 域 に つ い て 何 を や る べ き か を 触 れ て き た.特 に 年 代
学 的 な 仕 事 を ロ ム ナ エ ス,ア ウ ス ト カ ン バ ネ,メ フ ェ ル で 精 査 に 基 づ き 行 う べ き で あ る.
こ れ ら の 地 域 は 比 較 的 あ す か 基 地 か ら の ア プ ロ ー チ が 容 易 で あ る.さ ら に 模 式 的 な 地 域 に
つ い て 岩 石 学 的 な 研 究 を よ り 一 層 進 め る べ き で あ る.一 方 全 域 を カ バ ー す る 仕 事 と し て 各
隊 次 で 採 集 さ れ た 花 南 岩 瀬 の モ ー ド 組 成 を 求 め 記 載 岩 石 学 的 な 地 域 性 を 検 討 す る こ と も 必
要 な こ と で あ る.こ の よ う に し て 七 一 ル ロ ン ダ ー ネ 山 地 の 深 成 火 成 活 動 の 時 空 的 な 変 遷 が
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第1図 セ ー ル ロ ン ダ ー ネ 山 地 の 地 質 年 代(出 典 省 略)
Z　 :U-Pb(zircon),　S　 :U-Pb(sphenc),　B:Rb-Sr(biot、ite),　F　:Rh-Sr(feldspar),　R:Rb-S
r(wholc　 rock),　 M:　 Rb-Sr　 rock-rninerat　isochron,　 W:Rb-Sr　 whole　 rock　 isochron,　 K
:K-Ar(whole　rock).
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6Experimental study of the syenitic rocks from the Yamato and  Sir 
Mountains, East Antarctica.
Rondane
Takanobu Oba (Joetsu University of Education) and 
Kazuyuki Shiraishi (National Institute of Polar research)
   The melting relationships of five  syenites from the Yamato and 
Mountains were determined at temperature range of  650-850°  C 
pressure of 1 kbar and oxygen fugacities of the FMQ buffer.
 Sir Rondane 
under water
   The  syenites studied are samples from the Yamato Mountains (Nos. 73120904:904 
and 73120405:405) and from  Sir Rondane mountains (Nos. 85012103B:B, 85012103C:C 
and 85012101A:A). They are composed of porphyritic K-feldspar, plagioclase, 
quartz, biotite, Ca-amphibole, clinopyroxene. Though the syenites from both 
regions consist of the same mineral assemblages, the compositions of amphiboles 
from both regions are different. Ca-amphibole in the syenite (No 904) from the 
Yamato mountains is close to edenitic. On the other hand, the bluish green 
hornblende in the mafic layer (B) and the leucocratic layer (C) from the  Sir 
Rondane mountains is richteritic actinolite. In the porphyritic syenite(405) 
and the younger leucocratic syenite (A) intruding the layered syenite, the Ca-
amphibole is pargasitic hornblende. The difference of the chemical composition 
of amphibole is discussed in the light of the experimental results.
   With increasing temperature, plagioclase(albite) and quartz disappeared in 
the lower temperature range than K-feldspar, hornblende, biotite and 
clinopyroxene. The solidus temperatures of the syenites from  Sir Rondane 
Mountains are about 770°C at 1 kbar. The syenite meltings(904 and 405) begin at 
690°C and 760°C, respectively. Clinopyroxene, biotite and K-feldspar in all 
syenites are stable at 850°C. Richteritic actinolite in two layered syenites(B 
and C) becomes unstable at slightly lower temperature than solidus. It is not 
 important for a fractional crystallization. Edenitic  hornblende in porphyritic 
 syenite(904) disappears at 740°C. The composition of edenite shifts to 
 actinolite-pargasite join with increasing temperature under water pressure. The 
result suggests that edenite end member is unstable under high water pressure in 
a preliminary synthesized experiment. Pargasitic hornblende from two 
 syenites(A and 405) is stable 850°C. All rocks investigated are at least 40 
percent melted at temperatures 50°C above the solidus. The approximate K-
feldspar content of the syenite is about 30 percent. The compositions of K-
feldspar are  Ab*,,Orboand  Abs-  Orgat 800°C and 700°C, respectively. The behavior 
of K-feldspar and biotite is important to concentrate  KIO content of syenite.
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Figure 1.  Al" versus Na+K per 23  oxygens for  amphiboles in syenites 
   from  the  Yamato and the  S6r  Rondane  mountains.
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7リュ ツオ・ホル ム湾 地 域 の地 震 波 の減 衰 と震 源 特 性
赤松純平(京 大防災研究所)
は じ め に:最 近、 リソ ス フ ェ ア ー の 不 均 質 性 に起 因 す
る地 震 波 の 散 乱 減 衰 特 性 が、 テ ク トニ ッ ク な活 動 度 と
の 関連 で注 目 され て い る。 昭 和 基 地 周 辺 地 域 の リ ュ
ツオ・ホ ル ム 岩 体 は 後 期 原 生 代 の も の と され て お り、 東
南 極 盾 状 地 を 形 成 して い る。 地 表付 近 のP波 伝 播速 度
は6　 km/sで あ り、 風 化 堆 積 層 は 無 い。 基 地 周 辺 の地
震 活 動 は、 微 小 地 震 が 年10個 程 記 録 され る程 度 で、 極
端 に 低 い。 この よ う な典 型 的 な 盾 状 地 で の 地 震 観測 波
形 は グ ロー バ ル テ ク トニ ック ス の 観 点 か ら は非 常 に 興
味 深 い。28次 に 始 ま っ た テ レ メー タ観 測 網 の記 録(昭
和 基 地、 ラ ン グ ホ プ デ、 とっ つ き岬)を 用 い て、 局 地
地 震 の コー ダの 減 衰 と震 源 ス ペ ク トル の 性 質 を 調 べ た。
{礼 法:近 い地 震 の コー ダ部 分 は 媒 質 の 不 均 質 に よ
る後 方 散 乱 波 と考 え ら れ て い る。 バ ン ドパ ス 記 録 の 包
苞 塁:(1)Qcは 、3Hz以 下 は、 グ ラ ン ド ノイ ズ(脈
動)の 影 響 で、 ま た、20Hz以 上 は、 震 源 で の 励 起 が
小 さ い た め、 求 ま っ て い な い が、4-16Hzで は 周 波 数
に依 存 せ ずQc=1700で あ った。 日本 の様 な 変 動 帯
で は、Qc=100-200∫f(f:周 波 数)の 様 にf
に依 存 し、 小 さ い(減 衰 大)の に 比 べ、 リ ュツ オ・ホル
ム岩 体 の 散 乱 減 衰 の小 さい こ とを 示 し て い る。(2)各
観 測 点 の3直観 か ら求 め た 震 源 ス ペ ク トル は、 震 源 距 離
が 大 き く異 な って い る に も か か わ らず 地 震 毎 に 同 じ形
を して い る。 これ は、 堆 積層 が 無 い た め サ イ ト特 性 の
影 響 の 小 さい こ と を反 映 した もの と考 え ら れ る。(3)
fcは 、 日本 の 同 規 模 の 地 震 に 比 べ 非 常 に 低 周 波 で あ
る。 また、　 fmaxが3-10Hzに 存 在 して お り、(2)の
結 果 か ら　 f　maxが 震 源 過 程 に起 因 して い る こ とを 示 し
絡 線 に実 体 波 の 一・次 散 乱 を 仮 定 して コー ダ 減 衰1/Qcて い る。 変 動 帯 に 比 べ 特 異 な　 fcや 　 f　maxの 存 在 は・
を 求 め た(図1)。 震 源 スペ ク トル の形 状 は 断 層 モ デ
ル で 説明 さ れ、 変 位 ス ペ ク トル の低 周 波 で の レベ ル や
コー ナー 周 波 数　fcは 、 地 震 モ ー メ ン ト、 破 壊 応 力 に、
ま た、 加 速 度 ス ペ ク トル の カ ッ トオ フ 周 波 数　 f　maxは 、
そ の 成 因 に 議 論 は あ る が、 破 壊 過程 の 非 定 常 性 に 関係
づ け て 吟 味 され て い る。 震 源 ス ペ ク トル(S波)の 計
算 に は 減 衰la　 Qsが 必 要 で あ る。 近 畿 地 力 で は、 波 の
伝 播 距 離 が 同 じで あれ ば　Qs　 =　Qcの 経 験 則 が 得 られ




震 源 過 程 の 定 常 性 、 従 って リ ュ ツオ・ホ ル ム 岩 体 の均 質
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8昭 和 基 地 に お け る 無 線 テ レ メ ー タ地 震 観 測(2)
赤 松 純 平 ・市 川 信 夫(京 大 防 災 研)神 沼 克 伊(国 立 極 地 研)
第28次 隊 よ り3か 年 計 画 で 行 わ れ て い る
特 別 地 震 観 測 を、1988年2月 か ら198
9年1月 ま で 引 続 き 行 っ た。 観 測 点 は 基 地 地
震 計 室 、 と っ つ き 岬、 ラ ン グ ホ ブ デ の3地 点
(各 、3成 分、28次 設 置)と 、 東 オ ン グ ル
島 内 の3地 点(各 、 上 下 動 成 分、
で あ る。 と っ つ き 岬、 ラ ン グ ボ ブ デ はPCM
無 線 テ レ メ ー タ で、 そ の 他 の 点 か ら の 信 号 は
有 線 に て 地 学 棟 に 送 信 し、 イ ベ ン ト ト リ ガ ー
方 式 に よ り 集 中 磁 気 記 録 を 得 た。 モ ニ タ ー と
し て ラ ン グ ホ ブ デ、 と つ つ き 岬、 基 地 地 震 計
室 の 各 上 下 動 成 分 の ペ ン 記 録 を 得 た。28次
で 不 具 合 の あ っ た 旗 振 器1台 及 び 送 信 機 の 基
板 は29次 夏 オ ペ で 交 換 し、 計 画 通 り の 観 測
が 可 能 に な つ た。 東 オ ン グ ル 島 内 三 点、 基
地 地 震 計 室 観 測 点 は ほ ぼ 通 年 観 測 が 出 来 た が 、
と っ つ き 岬 は7月19日 か ら27日 ま で 、 ラ
ン グ ホ ブ デ は5月24日 か ら8月1日 ま で 欠
捌 し た。 こ の 欠 測 は と、つ つ き 岬、 ラ ン グ ホ ブ
ヂ 共 に 送 信 機 の 電 源 に 太 陽 電 池 を 利 用 し て い
る た め、 冬 期 間 の バ ッ ク ア ッ プ 用 の バ ッ テ リ
ー 交 換 が で き な か っ た た め 生 じ た も の で あ る。
と つ つ き 岬 は5月 か ら8月 ま で 毎 月 一 回 交 換
を 行 っ た が 、7月 の 交 換 時 期 に 天 候 不 順 が 重
29次 設 置)の 出 力 にDC成 分 が 重 畳 し た。
な り 出 か け ら れ ず、 ラ ン グ ボ ブ デ は 海 氷 が し
つ か り し た8月 ま で 行 け な か っ た。 年 間 を 通
し て 観 測 系 の 障 害 は 以 下 の も の が あ つ た が そ
の 時 々 に 対 策 を 講 じ て 復 旧 し た。1)3月 。
基 地 地 震 計 室 の 前 置 ア ン プ　(SYO,　 UD用)
2)9月 ～
11月 。 基 地 地 震 計 室 か ら 地 学 棟 間 の 信 号 線
に 電 源 ハ ム が ラ ン ダ ム な 時 間 間 隔 で 重 畳 し た。
3)12月 。 地 震 波 判 定 制 御 器 の 電 源 部 の
故 障。4)1月 。 基 地 地 震 計 室 か ら 地 学 棟
間 の 信 号 線 の 断 線。
1988年2月 か ら1989年1月 ま で に 約
10,000個 の 震 動 が 収 録 さ れ た。 そ の9
割 以 上 が 、 海 氷 や 大 陸 氷 床 の 破 壊 に よ る 氷 震
で あ る。 残 り の1割 弱 は お も に 遠 地 地 震 で、
基 地 周 辺 地 域 で 発 生 し て い る 局 地 地 震 が5個
収 録 さ れ て い る。 特 に、 リ ュ ツ ォ ・ ホ ル ム 湾
西 部 を 含 め り 一 セ ル ・ ラ ル セ ン 半 島 周 辺 地 域
で の 地 震 活 動 が 観 測 さ れ た こ と は、 こ の 地 域
の 地 質 構 造 と 関 連 し て 興 味 深 い(表1参 照)。
28次 で は 、 氷 河 流 動 に 起 因 す る と 推 定 さ れ
る 連 続 微 動 が あ る と 報 告 さ れ て お り、29次
で も 同 じ 様 な 連 続 微 動 が 収 録 さ れ た。
月 日 時 分
、、
マグ ニチュート 地 域
3月25日 15:16 1.6 リ ュ ツ ォ ・ ホ ル ム 湾 西 部
5月22日 02:58 2.3 リ 一 士 ル ・ ラ ル セ ン 半 島 北 西 沖
5月24日 23:03 0.2 ラ ン グ ボ ブ デ 氷 河 河 口
5月26日 23:06 一 〇 .8 ラ ン グ ホ ブ デ 氷 河 河 口
9月40 17:23 3.0 リ 一 士 ル'ラ ル セ ン 半 島 北 西 沖
表1一
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9東 南 極 の 地 磁 気 永 年 変 化 に つ い て
On　Geonagnetic　 Secular　 Variation　 in　East　 Antarctica
渋谷 和雄
(国立極地研究所)
図1は 昭和基地における1966～1987年 の全磁力永年変化 を示 している。 黒丸 は絶対測定実施時刻の
前後少な くとも6時 間のKイ ンデ ックスがL以 下の条件 に適合 した生の観測値(Aと 示す)、 実線は
Aの 二次回帰 モデル(Bと 示す)に よる変化山線 を、破線 はDGRF、　IGRFに よる理論 モデル(Cと 示す)
の変化山線 を示 している。 二 次回帰モデルは理論的根拠はないが10年 規模の地磁気永年変化を表
すのによ く用いられており、1966～1981年 に対 しての全磁力変化 は
Fニ46594-136.3T+0.87T2(S.D.=37.2nT)(1)
　　　　　　　　　T　=　calendar　 year　-　1966.0
で表 されていた。 今回、データを追加 して得 られた同様の1966～1987年 の永年変化は
F=46545-114.9T+1.68T2(S.D.=37.OnT)(2)
　　　　　　　　　　T　=　calendar　 year　-　1966.0
で示 される。(1)(2)の 比較でわか る最近5-6年 間の顕著な変化は全磁力減少傾向がゆるやかにな っ
た ことであり、 それは図1の ようにIGRF(1985)の 予測値 と実測による全磁力値がます ます離れ る傾
向 にあることで示 されている。
図2は 図1を も とに作成 されたA-B(白 丸)、A-C(黒 丸)を 示すが、 両者 とも1966～1980年 にかけ
て は振幅80-100nTの 正弦曲線的な変化を示 し、その変動様式 は見かけ上、図3に 表す半年間隔の日
別 黒点数の1ケ 月積算値(近 似的に太陽活動の強 さを表 してい ると思われ る)と 位相 を含め良い一
致 を示す ことが分かる。 ところが黒点周期 は1980年 の最大期以降も1966～1980年 と良 く似 た周期
的変化 を繰 り返すのに対 してA-Cは1981年 以降系統的な ～20nT/aの 増加傾向を続けていることが分
か る。(A-Bの 振幅 は20nT以 下で変動幅は小 さ くなっている。)
この ような汎地球磁場 モデルの予測値か ら顕著に増加傾向にズレてい く性質 は昭和基地のみな らず、
その東方300kmの マ ラジ ョージナや基地や更 に東方 のモー ソン、 ミールヌイ基地、内陸 のボス トー
ク基地、 あるいは昭和基地西方の ノポラザ レフスカや基地な どでのA-C結 果 にも現れてお り、その変
化率 もほぼ20-30nT/aで 汎東南極的な現象 と思われる。 なお、 日本の気象庁地磁気観測所(柿 岡)
における同様のA-C値 は1980年 以降 も、ほぼ一100+-4nTの 一定値を保ち、 上記 の変動傾向がIGRFモ
デルの不備から見かけ上生 じたものでない ことは明らかである。
ところでJARE-28に よりセール ・ロンダーネ、 シール岩(昭 和基地西方600kn)に おいて1987年9-12
月 にかけて地磁気絶対観測が実施 され たが、 その観測結果はIGRFモ デル とA-C=-30nTで 一致 し、
昭和基地 のように100nTも の大 きな偏差は生 じてV、ない[酒 井 他:1989]。(但 し、それ以前 ・
以後のデー タがないので傾向は分からない。)1987.500年 という同 じepochで のA-Cの 値 そのもの
は マラジe－ ジナや基地(+350nT)、 昭和基地(+100nT)、 あすか基地(-30nT)、 ノボラザレフ
ス カや基地(-170nT)と い うように西方へ向かうほ ど小 さ くなる、即わち観測磁力値はモデル磁力
値 より小 さ くなる傾 向にあるのも興味深い。
このよ うな現象がエ ンダー ビー ラン ドや ウィル クス ラン ドに特有だとして、 その汎地球 モデルか ら
の ズレを引 き起 こすような局所的磁場変化 の内部(外 部?)原 因が有 り得 るか どうかが注 目され る。
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昭 和 基 地 及 び あ す か 観 測 拠 点 に お け る









地球 を 剛体 と考 えた 場 合 の重 力 の変化 量 と弾 性体 と して考 え た場 合 の変 化 量 の関 係 を表 す δ一 フ ァ クター は、
地 球 の固 体 部分 の密 度 と剛性 率 の分 布 で決 まるLove係 数 を含 ん でい る。 従 って δ 一 フ ァク ター が観 測場 所 の 緯度
や 地下 構造 、 海 洋潮 汐 の 影響 等 に よ り地 域 特 性 を有 す るか ど うか調 べ る こ とは、 地 球 の力 学 的性 質 を考 え る上 で
重 要 な こと であ る。
地球 潮 汐 や海洋 潮 汐 の分 潮 振幅 は、 地 球 に対 す る天体 の位 置 と とも に地 表 の観 測 点 の緯度 の 関数 に な って い る
た め、 南極 大 陸 の よ うに高 緯 度 に ある観 測 点 で は低 緯度 地 域 と比 べ て小 さい。 また、 地 表 を 覆 う大 量 の氷 の 質量
も、 極 域 で の重 力潮 汐 に影 響 を与 える と考 え られ る。 この よう な特徴 を持 つ極 域 に お け る地 球潮 汐 を調 べ る目的
で、JARE-28に よ り昭和 基 地 とあす か観 測 拠点 に おい て ラ コス テG型 重 力 計 を用 い た重 力 潮 汐観 測 が行 わ れ た。
得 られ た重 力変 化 量 デー タの うち、 欠 測 や異 常 デー タの 比 較的 少 な い観 測 期間(昭 和 基地:1987年4月1日 ～
6月1El、 あす か観 測拠 点:1987年6月1日 ～11月29日)の デー タを気 温 ・気 圧 の並 行 観測 デー タ と共 に、 地 球
潮 汐 デー タ を最小 二 乗法 的 に 解析 す る プ ロ グラ ム、　BAYTAP-G　 (Vertsion　 88-4-28,　 石黒 ・田村.1985)
を用 いて解 析 を行 った。 その結 果 得 られ た 分潮 の δ一 フ ァ クター、 理 論 潮 汐 か らの位 相 のず れ、 重 力振 幅 を表1
に示 す。 日周 潮 の δ一 フ ァ ク ター は、 一 般 的 に あす か観 測 拠点 よ り昭 和 基地 の方 が大 き く(P1を 除 く)、 半 日
周 潮に つ いて は逆 の 結果(K2を 除 く)が 得 られ て い る。 また、 気 圧 に対 す る ア ドミッ タン スが 一般 に言 われ て
い る一〇.35～-0.45μgal/■bar　 (Warburton　 et　aL,　 1977)　 よ り絶 対 値 が小 さ く求 ま って い るが、 これ は 氷 ・地
殻 の も っと も ら しV、物理 定 数 をsurface　 loadに つ い て採 用 す る と説明 で き るこ とが わか る。
BAYTAP-Gに よ る観 測結 果 と比 較 す る ため、GOTIC(佐 藤 ・花 田,1984)を 用 いて 計 算 した、 海 洋
潮 汐効 果 を考 慮 した 各分 潮 の 理論 予 測値 の最 終 結 果 を表2に 示 す。GOTICの 陸率 デ ー タは、 昭和 基 地 に対 し
て は1次 、2次 、3次 の3種 類の 異 な る大 きさの メ ッシ ュデ ー タを組 み 合 わせ て用 い、 あす か観 測 拠点 に 対 して
は 海岸 か ら約100k■ 内陸 に あ るた め1次 、2次 の2種 類 の メ ッ シュ デー タのみ を組 み 合 わ せて 用 い た。 メ ッシ
ュデー タは次 数 が上 が る ほ ど微細 な 海岸 地形 を考 慮 す る こ とがで きる よ うに した。
分潮 解析 結 果 と使 用 した メ ッシ ュデー タの組 合 せ ご との 重力 潮 汐理 論 予 測値 の比 較 を 表3に 示 す。 各 分 潮 の上
段 は観 測振 幅(BAYTAP-Gに よ る解析 値)の 理論 振 幅(GOTICに よ る理論 予 測値)に 対 す る偏 差 のパ
ー セ ンテー ジを、 下 段 は観 測位 相 差(BAYTAP-Gに よ って 計算 され た理 論 潮汐 か らの位 相 の ずれ)と 理 論
位 相 差(GOTICに よ る理 論予 測値)の 差 を示 して い る。 固 体 地球 潮 汐 と海 洋 潮汐 の 影響 を考 慮 した地 球潮 汐
の位 相 差 は、 昭和 基 地、 あす か観 測拠 点 の双 方 と も観測 位 相差 と理論 位 相差 が 士数%で 一致 す る。 ま た、 振 幅の
理 論 予 測値 に対す る解 析 値 は、 あす か観 測 拠点 にお いて は ±数%で 一 致 す るが、 日周 潮 は観 測値 よ り理 論 値 が大
き く、 半 日周 潮 は その逆 とい う よ うに2グ ルー プに 分か れ、 昭 和 基地 にお い ては 一10数%か ら約 一30%と い う よ
うに全 て の分 潮 につ いて 観 測値 よ り理 論 値 の方 が 大 き くな ってい る。 これ はGOTICで 使 用 され てい る地球 モ
デ ルで は地 表 付近 の 地下 構 造 を単 純 な もの に して お り、 南極 大 陸 を覆 う厚 さ3k■ に もお よぶ 氷 を地下 構 造 の一 部
と して 考慮 して いな い ため と考 え られ る。
表1　 'BAYTAP-G'　 に よる両 基地 の分潮解析結果
《昭 和 基 地 》
南 緯69.005'東 経39.581'標 高24.00■
1987年4月1日0.0時 一1987年6月1日23.5時
《あ す か 観 測 拠 点 》
南Pt71.525'東 経24.131'標 高965.00口
1987年6月1日18.0時 一1987年11月29日23.5時




Q1 1.192士0.Ol9 3.48土0.89 4.75±0.07 1.203士0.029 2.53士1.38 4.31士0.10
01 1.172±0.003 0.61士0.16 24.39±0.07 1.190±0.006 一〇.23士0.28 22.26士0.11
K1 1.109土0.004 一〇.23土0.20 32.46士0.11 1.128士0.004 一〇.49土0.19 29.68土0.10
P1 1.156土0.013 一〇.06士0.67 11.20土0.13 1.130士0.013 0.06士0.68 9.84士0.12
N2 1.271士0.Ol1 1.25±0.48 2.35±0.02 1.249土0.020 2.99士0.90 1,81±0.03
晦 1.291±0.002 0.21士0.09 12.47±0.02 1.255土0.004 1.95士0.20 9.48土0.03
S2 1.375士0.007 一〇.20士0.31 6.17士0.03 1.338±0.009 一2.31±0.37 4.70士0.03










Phase Aロphtude Phase AロPIitude
(LAG:Negative)(μga1) (LAG:Negative)(μga1)
Q1 2.62 5.58 1.05 4.39
01 1.25 28.20 0.60 22.62
K1 一〇,06 36.65 一〇.02 30.39
P1 一〇.22 12.47 一〇.05 10.23
N2 1.73 2.89 1.81 1.80
M2 3.94 14.76 2.94 8.93
S2 0.38 8.15 0.30 4.31


















71.9 一27.7 一14.9 一2.3 一1.8
10.63一〇.55 0.86 1.35 1.48
01
52.8 一24.8 一13.5 一2.1 一1 .6





28.3 一20.0 －il.4 一2.7 一2.3





一2.38 0.67 0.16 0.07 0.11
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昭 和 基 地 付 近 の 潮 汐・潮 流
小田巻 実(海 上保安庁水路部)・ 同 党二郎(23次 隊員、現在 海上自衛隊)
1.は じめ に 第1図
南 極 海 は、 緯 度 線 に そ っ て 地 球 を 一 周 で き、
潮 汐 力 か ら 直 接 的 に 仕 事 を 受 け る の に 都 合 のM2
よ い 海 と し て 研 究 者 か ら 注 目 さ れ て い る。 本
稿 で は、 昭 和 基 地 付 近 の 潮 汐 ・潮 流 の 実 態 及
び 南 極 海 の 潮 汐 と の 関 係 を 紹 介 す る。
2.南 極 海 のM2及 びK1潮 汐
第1図a、 　 bは 、 南 極 大 陸 沿 岸 のM2とK
1潮 汐 の 分 布 を 表 し て お り、 図 中 の 番 号 は 、
「南 極 の 科 学 海 洋 」 の 図3.8及 び 表3.2に 示
さ れ た 観 測 点 の 番 号 で あ る。
M2潮 汐 で は、 緯 度 線 方 向 の 波 数 は、2で
あ る。 位 相 の 分 布 を み る と、 東 経50度 付 近 に、
位 相 が 大 き く 変 化 し 振 幅 が 極 小 と な る 無 潮 点
の 存 在 が 示 唆 さ れ る。 昭 和 基 地(20)は 、 そ の
す ぐ 西 側 に 位 置 して い る。
K1潮 汐 で は、 波 数 は1で あ り、 し か も、
平 衡 潮 汐 と の 位 相 差 が ほ と ん ど な く、 さ ら に
周 辺 の 島 々(白 丸)よ り も 振 幅 が 大 き く な っ
て い る こ と が 注 目 さ れ る 。
3.潮 流 の 観 測
1982年2月 に 第23次 隊 で、 北 の 瀬 戸 の 潮
流 を 観 測 し た(第2図 、a、b、c)。 海 氷
に 穴 を 開 け、 海 面 下5mに ベ ル ゲ ン型 流 速 計
を 設 置 し た。 海 底 に 設 置 し た 水 圧 計 は、 故 障
の た め 記 録 が 取 れ な か っ た。1日 毎 の 記 録(
第2図c)を 見 る と、10cm/s程 度 の 東 西 方
向 の 潮 流 が あ り、 は っ き り し た 半 日 周 期 が 現
れ て い た 。
4.潮 汐 と 潮 流 の 関 係
第1表 に 昭 和 基 地 の 潮 汐 ・潮 流 の 調 和 定 数
を 示 す。 な お、 福 地 ほ か(1985)に よ っ て 観 測
さ れ た オ ン グ ル 海 峡 の 潮 流 の う ち 一 部 期 間(
1982.8.28-9.11)に っ い て 計 算 し た 値 も 記 載
し た。
北 の 瀬 戸 と オ ン グ ル 海 峡 の 半 日 周 潮 流(M
2.S2)の 最 強 時 で は、 約1時 間 の 差 が あ
り、 オ ン グ ル 海 峡 で 北 向 き の 潮 流 が 最 強 と な
っ た 約1時 間 後 に 北 の 瀬 戸 で 西 向 き の が 最 強
と な る。 両 者 の 日 周 潮 流 で は 、K1潮 流 の 遅
角 に は9.5時 間 、01潮 流 は4.5時 間 の 違 い
南 極 海 のM2(a)及 びK1(b)潮 汐 の 分 布
が あ る。
昭 和 基 地 付 近 の 潮 汐 と 潮 流 を 比 較 す る と、
潮 汐 で は 、 日 周 潮 の 振 幅 が 半 日 周 潮 よ り も 若
干 大 き い だ け な の に 対 し、 北 の 瀬 戸 の 潮 流 は、
半H周 潮 の 方 が 大 き く な っ て い る。 そ の た め 、
U周 潮 が 大 き く な る 夏 冬 季 の 大 潮(第3図)
一14一
第2図
b:設 置 要 領 、
c:観 測 結 果 各段:一 日 づ っ。
ε__._一 雌_
N-十－S









で 見 る と、 潮 汐 で は 低 潮 に 日 溜 不 等 が 現 れ る
の に 対 し、 潮 流 で は 日 溜 不 等 は 顕 著 で な い 。
潮 汐 と 潮 流 の 遅 角 の 関 係 で は、 半U周 潮(M
2,S2)で 約130度 の 差 が あ る。 日 周 潮 で
は、K1潮 で ほ と ん ど 差 が な い の に 対 し、0
1潮 で は、40-50度 の 差 が あ る。 さ ら に、 昭
和 基 地 の 潮 汐 及 び オ ン グ ル 海 峡 の 潮 流 で は 、
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上、 潮 汐 ・潮 流 の 観 測 結 果 に っ い て 記 し1如
、 今 後 と も 観 測 を 進 め る と と も に、 世 界
100
洋 潮 汐 に 果 た す 南 極 海 の 役 割 を 明 ら か に
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ア ム ン ゼ ン 湾 、 リ ー セ ル ・ラ ル セ ン 山
周 辺 の 古 湖 底 堆 積 物 と 地 形
1.は じ め に
リ ー セ ル ・ラ ル セ ン 山 は ア ム ン ゼ ン 湾 に 面
す る 東 西16km南 北6k皿 の 露 岩 地 帯 で 、23次 お
よ び29次 隊 に よ っ て 氷 河 ・ 周 氷 河 地 形 を 中 心
に 地 形 の 調 査 が 行 わ れ て き た　 (YOSIIIDA　 and
mRIWAKi,　 1983,安 仁!s{・ 林,1988,牧 本 ほ か,
1989,ANIYA,1989)。こ こ で は29次 隊 に ょ っ て
リ チ ャ ー ド ソ ン 湖 東 岸 の 融 氷 河 流 路 の 谷 か ら
発 見 さ れ た 占 湖 底 堆 積 物 の 産 状 ・特 徴 を 述 べ
る と と も に 、 リ ー セ ル ・ ラ ル セ ン 山 周 辺 の 環
境 変 遷 に つ い て 検 討 し た い 。
従 来 の 報 告 を 参 考 に し て 、 本 地 域 の 地 形 の
概 要 を ま と め る と 次 の よ う な る 。 山 地 の 大 部
分 は か っ て の 大 陸 氷 床 に よ る 広 範 な 氷 食 作 用
を 受 け て い る こ と 。 少 な く
と も 標 高500mま で は 氷 床 に
覆 わ れ た こ と は 確 実 で あ る 。
擦 痕 か ら み て 氷 床 は 東 か ら
西 へ 流 動 し て い た と い え る 。
山 麓 に 広 が る 氷 成 礫 は こ う
し た 大 陸 氷 床 の{亭 滞 あ る い
は 後 退 期 に 形 成 さ れ た も の
で あ る 。 こ れ を'Tula　 drifビ
と 呼 ぶ 。 氷 床 が 後 退 し た 後 、
か な り の 時 間 を お い て 山 地
の 山 腹 に 山 岳 氷 河 が 発 達 し 、
'T
ula　 drifビ を 覆 っ て 山 麓
部 にTcrminal皿o「aincが 形
成 さ れ た 。 こ れ を"R.　 Larscn
Moralnc　 l"と 呼 ふ 。 こ の モ
レ ー ン は い く っ か の ノ1、圏 谷
林 正 久(島 根 大 学)
氷 河 の モ レ ー ン が 山 麓 で 合
体.し て い た 様 相 を 示 し て い
る 。 こ う し た 山 岳 氷 河 が 後
退 し て 後 、 山 地 の 高 所 で は
ノ1、圏 谷 氷 河 力く形b父 さ れ 、2
～3回 の 前 進/後 退 期 に モ
レ ー ン が 堆 積 し た 。 こ れ を
゜R
.Larscn　 MoralncsU　 rv－と
呼 ぶ 。 調 査 地 域 の 地 形 学 図
をf「ig.1に 示 す 。
2.リ チ ャ ー ド ソ ン 湖 東 岸 の 占 湖 底 堆 積 物
従 来 よ り 注 目 さ れ て き た リ チ ャ ー ド ソ ン 湖
東 岸 の 融 氷 河 流 路 は 、 長 さ 約1.5km、 リ チ ャ ー
ド ソ ン 湖 に つ な が っ て い る 。 深 さ 数m,幅IOOm
の 氾 濫 原 状 を な す 上 流 部 と モ レ ー ン を15～20m
切 り 込 ん でV字 峡 谷 状 を な す 中 流 部 、 三 角 州
状 を な す 河 口 部 に 区 分 で き る 。 今 回 の 調 査 で
V字 峡 谷 の 谷 壁 か ら 占 湖 底 堆 積 物 と 考 え ら れ
る 粘 ヒ 層 が 発 見 さ れ た 。 厚 さ 約lm、 　 黄 褐 色 の
シ ル ト ・粘 土 か ら な り 、 ラ ミ ナ の 発 達 し た 氷
縞 粘 土 状 を な す 。 こ れ を"Richardson　 Clay"
と 呼 ぶ 。　'Richardson　 Clay'　 は 色 調 と ラ ミ ナ
の 厚 さ か ら1二 部 層 と 下 部 層 に 分 け ら れ る 。 上
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約12枚 の ラ ミ ナ 、 下 部 層 は や や 紫 味 を
帯 び 最 大 層 厚60cm、 　lc田 に 約6枚 の ラ ミ
ナ が 認 め ら れ る 。 概 算 で 約900枚 の ラ
ミ ナ が 存 ・在 す る こ と に な り 、 ラ ミ ナ1
枚 を1年 と し て 考 え る と 、 約 千 年 か け
て 堆 積 し た も の で あ る と い え る 。
'Richardson　 Claゾ は 現 在 の リ チ
ャ
ー ド ソ ン 湖1(liよ り 約20m高 い 位 置 に あ
り 、IF}1子f内 に`よ －Tulu　 drift-`こ 柱1'ilす
る と 思 わ れ る テ ィ ル を 覆 い 、　 'R.　Larscn
Morainc　 rの モ レ ー ン 礫 に 覆 わ れ て い
る 。 露 頭 の 状 態 をFlg.　 2に 示 す 。
'Rich
ardson　 Claゾ の 鉱 物 特 性 や 生
化 学 的 な 分 析 結 果 は 、　 A.　K[YAMA　 ct　 al.
(1989)、 林 ・,i痛 く1989)に よ っ て 、 次




粘 上 層 中 に は 人ldのvianitc,pyrltcが 含 ま
れ て い る こ と か ら 、 堆 積 時 に 多 く の リ ン が 存
在 し て い た こ と 、 還 元 状 態 で あ っ た こ と 。 ま
た 、 コ ケ の 原 糸 体 の 存 在 か ら 、 若.f:の 塩 分 を
含 む 汽 水 湖 の 水 底 で 堆 積 し た こ と が 知 ら れ る 。
こ う し たfl`実 か ら 、-Richardson　Clay"　 が
堆 積 し た 時 期 の リ チ ャ ー ド ソ ン 湖 の 水 位 は 標
高50～55mに あ り 、 地 形 的 に み て 湖 は 南 西 部 で
海 と っ な が っ て お り 内 湾 と な っ て い た こ と は
確 実 で あ る 。 こ の こ と は 、 当 時 の 海 水 面 が 現
在 よ り 高 く 、 か な り 温 暖 な 気 候 で あ っ た こ と
を 示 し て い る 。
な お 、 現 在 み ら れ る 融 氷 河 流 路 は"　R.　Larscn
‖oralnc　 l－を 切 り 込 ん で お り 、 そ の 形 成 時 期
は"Richardson　Clay'　 の 堆 積 期 よ り 明 ら か に
新 し く 、 三角 州 の 前 進 は 現 在 も 続 い て い る も
の と 考 え ら れ る 。 た た し 、 源 流 部 に 現 在 み ら
れ る 水 占 は 非 常 に 小 さ い も の で あ る が 、 か っ
て は 大 陸 氷 床 と つ な が っ た か な り 大 き な 氷 体
で あ り 、 現 在 よ り 人:itの 融 解 水 を 供 給 し て い
た ら し い 。
3.リ ー セ ル ・ ラ ル セ ンtlt周 辺 の 海 岸 の 地 形
海 岸 部 は は と ん と が 岩 石 海 岸 で 堆 柄 物 は 乏
し い が 、 露 岩 地 帯 の 南 西 端 の 輻 約200mに わ た
っ て 砂 礫 海 岸 か み ら れ る 。 標 高20n前 後 に 亜
門 礫 の 点 在 す る'iL坦 な 地 形 が み ら れ 、　 marinc
pavcmcntで あ る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 隆 起 波
食 棚 と 砂 浜 が 標 高2.5mの 位 置 に み ら れ る 。 た
だ し 、U殻 片 な ど を 見 つ け る こ と は で き な か
っ た 。
4.リ ー セ ル ・ ラ ル セ ン 山 周 辺 の 環 境 変 遷
リ ー セ ル ・ ラ ル セ ン 山 周 辺 の 氷 床 変 動/環
境 変 遷 は 次 の よ う に ま と め る こ と が で き る 。
(i)か つ て 、 大 陸 氷 床 は 山 地 の 人 部 分 を 覆 い
南 北 に の ひ る 支 尾 根 の 低 所 を 乗 り 越 え て 、 東
か ら 西 へ 流 れ て い た 一"Tula　 drifビ の 形 成 。
(己)気 候 が 温 暖 に な り 、 大 陸 氷 床 が 後 退 す る
と と も に 海 進 が お こ り 、 リ チ ャ ー ド ソ ン 湖 付
近 は 小 内 湾 状 態 に な る 一"Richardson　Clay"
の 堆 積 。
(i)寒 冷 化 に よ り 海 面 は 低 下 し 、 リ チ ャ ー ド
ソ ン'胡 は 海 と 隔 絶 さ れ る 。　 tij岳 部 に 氷 河 が 発
達 し 山 麓 に'R.Larscn　 Morainc　 l'が 形 成 さ れ
る　 　"Rlchardson　 Clay"　 の 被 覆 。
(")山 岳 氷 河 は 全 体 と し て 後 退 す る が 、2～
3回 の 小 停 滞/前 進 期 が あ り 、 圏 谷 ・ モ レ ー
ン が 形 成 さ れ る　 'R.Larscn　 MorainCS　 ‖.厨",
(ワ)現 在 は 圏 谷 氷 河 の 大 半 は 消 失 し て い る 。
な お 、　 -Tula　 drift"の 表 面 に み ら れ る 径 数
mの ポ リ ゴ ン は 化 イ1化 し た も の で あ り 、 現 在
の 活 動 層 の 深 度 が 約15cmに し か す ぎ な い こ と
か ら み て 、 か な り 温 暖 な 時 期 に 形 成 さ れ た こ
と は 確 実 で あ る 。 お そ ら く"RichardsonClay
堆 積 期 に 形 成 さ れ た と 思 わ れ る 。
今 後 の 課 題 と し て リ チ ャ ー ド ソ ン 湖 の 水 質
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溶 岩 湖 と 爆 発
1岩 湖 は1972年 の12月 に 初 め て そ の 存 在
認 さ れ た。i直 径20mぐ ら い の 大 き さ で あ
が{1三々 拡 大 し、1979年 に は100x60
の 楕 円 形 と な っ た。 以 後、 こ の 状 態 が 続
,が 、1984年9月 の 活 動 後、 消 滅 し た。 し
.、1985年12月 に は 再 び 直 径30mの 溶 岩 湖
在 し て い る こ と が 確 認 さ れ、 同 じ 状 態
988年1刀 ま で 続 い た。1988年12月 、 溶 岩
[表 面 は 固 化 し て い る こ と が 確 認 さ れ た。
た　 ft'に4個 の 小 さ な 火 孔 が 並 び、 そ
5年 か ら1986年 に か け て は、
が20回 前 後、1987～1988年 は
し た。 ま た 群 発 地 震 も 年1～
年 に は 一 度 も 記 録 さ れ て い な
,1988年 度 は エ レ バ ス 山 体 内
1は 前 年 に も 増 し て、 著 し く
を 改 め て 見 直 し て み る と、
火 活 動 に 向 け、 地 震 活 動 が 徐
で き た の が 分 か る。 山 体 中
)平 均 日 別 地 震 回 数 は1982年
1984年1月 ～7月146と 増 加
1間 の 地 震 回 数 が250回 を 超 す
1渡 し た が、 こ の 群 発 地 震






































マ ク マ ー ド 火 山 岩 中 の マ ン ト ル ゼ ノ リ ス
に み ら れ る 粒 間 ガ ラ ス
新 井 田 清 信(北 大 ・理)
上 部 マ ン ト ル に 由 来 す る カ ン ラ ン 岩 質 ゼ ノ リ ス に は 、 し ば し ば 粒 間 ガ ラ ス が 観 察 さ れ 、
上 部 マ ン ト ル カ ン ラ ン 岩 の 部 分 融 解 や メ タ ゾ マ テ ィ ズ ム の 履 歴 を し め す も の と し て 注 目 さ
れ て き た(例 え ば;　 Forbes　 and　 Sヒarraer,　 1974;　 Frey　 and　 Green,　 1974;　 Irving,　 1974;
Francis,　 1976;　 ICllis,　 1976;　 MacRae,　 1979;　 Girod　 et　 a1.,　 1981;　 Jones　 et　 a1.,　 1982
;　Takahashi,　 L986;　 Kuo　 and　 Essene,　 1986;　 Francis,　 1987;　 Gamble　 and　 Kyle,　 1987;　 G
arc.ia　 and　 Presti,　 tg87)　 。　 し か し 、 こ れ ら の ゼ ノ リ ス の 粒 間 ガ ラ ス は 多 彩 な 化 学 組 成 を
し め し 、 現 在 ま で に 、 ガ ラ ス の 起 源 と な っ た 珪 酸 塩 メ ル ト の 形 成 に 関 す る 共 通 理 解 は で き
て い な い.
上 部 マ ン ト ル 由 米 の カ ン ラ ン 岩 ゼ ノ リ ス 中 に 観 察 さ れ る 珪 酸 塩 メ ル ト の 起 源 と し て 、 次
の6っ の 可 能 性 が 考 え ら れ る.
ORtGIN　 O「　6LnSS王S　 [NTnnlNEO　 IN　MnNTLE-0[B川EO　P[nlDOTIT【 　1肛NOLIT}IS
i.　Ii'icipient　 melt.g　 purtia]ly　 fused　 ill　the　upper　 mantie　 peridotites.
2　Dec"nipre.g:　 ive　mells　 of　anlphtbole　 in　the　 peridotite　 xenoliths.
3.　1njecti(,n　 melts　 of　the　host　 magma　 into　 the　peridotite　 xenoliths.
イ.　Mixtures　 of　host　 magma　 (3)　and　 interstitial　 melts　 (1　0r　2)　in　the
　 peridotite　 xenoliths.
5.　FracUollated　 melts　 by　 crystailizatjon　 of　the　trapped　 melts　 U　 to　4)　in　the
per三d(,tjte　 xenoliths.
6,　Modlfied　 melts　 by　 reaction　 or　the　trapped　 mclts　 (1　to　4)　with　 the　solid
　 wall　 of　the　peridotite　 xenotithg..
西 南 極 ロ ス 島 周 辺 に 分 布 す る マ ク マ ー ド 火 山 岩 中 の ゼ ノ リ ス に は 、 し ば し ば 粒 間 ガ ラ ス
が 観 察 さ れ る。 杭 間 ガ ラ ス の 鏡 下 の 特 徴 は 、 次 の よ う に ま と め ら れ る.
(1)外 殻(ホ ス5)に 連 続 す る ベ イ サ ナ イ ト 質 細 脈 を 含 む ゼ ノ リ ス に は 、 細 脈 周 辺 の 結
晶 粒 間 に ト ラ ッ プ さ れ た ガ ラ ス が 観 察 さ れ る。 一 般 に 、 細 脈 の ガ ラ ス と 同 様 に 褐 色 で あ る.
こ の こ と は 、 ゼ ノ リ ス 中 に 容 易 に メ ル トが 注 入 さ れ る こ と を し め す 。
(2)外 殻 に 連 続 し な い 細 脈 に 、 稀 に 無 色 ～ 淡 褐 色 の ガ ラ ス が 認 め ら れ る こ と が あ る.こ
の こ と は 、 ホ ス ト の マ グ マ と 組 成 の 異 な る メ ル ト が 脈 状 に 含 ま れ て い た こ と を し め す.
(3)ゼ ノ リ ス の 結 晶 粒 間 に は 、 ガ ラ ス の フ ィ ル ム や ク ロ ッ1・ が 観 察 さ れ る.そ の サ イ ズ
や 広 が り は さ ま ざ ま で あ る 。
(4)ゼ ノ リ ス と 勅 問 ガ ラ ス ・細 脈 ガ ラ ス と の 接 触 部 で 、 ゼ ノ リ ス の 初4三 結 晶(01,0px,c
px,SP,な ど)の 表 面 が 鱗 状 に な り、 部 分 的 な 融 解 を し め す こ と が あ る。
(5)杣 川 ガ ラ ス や 細 脈 ガ ラ ス の 中 に 、 し ば し ばol、 　 cpx、　 ptな ど の 粒 状 ～ 針 状 結 晶 が 含 ま
れ る。 こ の 場 合 、 ガ ラ ス は 初 生 メ ル ト そ の も の を 代 表 し な い.
(6)ガ ラ ス の 一・部 に 気 泡 が 観 察 さ れ る。 こ の メ ル ト は 、 上 昇 の 際 、 地 表 近 く で 発 泡 し た。
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EPMAを 用 い て 、 粒 間 ガ ラ ス の 主 成 分 化 学 組 成 を 検 討 し た(表1)。 今 回 検 討 し た6
個 の ゼ ノ リ ス 試 料 は 、 ロ ス 島Hut　 Point半 島 のTurtle　 Rockお よ びMcMurdoの2地点 で 採 集 し
た レ ル ゾ ラ イ ト お よ び ダ ナ イ トで あ る.分 析 値 は 、 ア ル カ リ シー リ カ 図(図1)の よ う に 、
3っ の 群 集 を し め す 。1っ は 、sLo2ht42～43wt・%、Na20・FI〈20が5～6"4のも の で 、 ホ ス トの
ベ イ サ ナ イ ト 質 マ グ マ の 組 成 に 近 く、　 siO2が48Yeま で 連 続 的 に 変 化 す る.も う1っ は 、
Na20+K20が5～6%と低 く、　 SiO2を55%ほ ど 含 む1群 で あ る.さ ら に 、Na20+K20(15%)に富 み 、
SiO2が55～57%の1群 が あ り、 こ れ はMcMurdo基 地 周 辺 の ネ フ ェ リ ン ト ラ カ イ トの 組 成 に 近
い.
こ の 結 果 は 、 ゼ ノ リ ス 中 の メ ル ト 生 成 が1っ の 起 源 ・形 成 プ ロ セ ス の み で 説 明 さ れ な い こ





図1ゼ ノ リ ス 中 の 粒 間 ガ ラ ス の ア ル カ リ ー シ リ カ 図.
参 考 の た め,　 McMUrdo周 辺 の 代 表 的 火 山 岩 の 化 学 組 成(Kyle　 &
Rankin,1976)を プ ロ ッ ト し た.
　 　 BA:　 basanite,　 HA:　 ncpheline　 hawaiite,　 BE:　nepheline　 benmoreite,
　 　 　 TA:　 nepheline-kacrsutite　 trachyte.
表1.、 ゼ ノ リス中の粒 間ガ ラス の 化学組 成.
Xenolithtype　 D・CPX
　 　 　 GIass　 trapped































































　 　 L　 D　 D　 CUM






































和田秀樹(静 岡大学 ・理学部)、 岡田博有(九 州大学 ・理学部)
本 研究 で は1986-87年 の 南半 球 の夏 に行な
われ た 南極 ロス 海マ クマ ー ドサ ウン ドに お け る新生
代の歴 史の解 明 を 目指すcIRos(　 ccnozoic
lnvcsしigaしions　 of　Ross　sea　)計 画(右 地 図 参 照)
で掘 削され たボ ー リン グ孔(　CIROS-1　 )　か ら得 られ
たガ ス成 分 と堆 積 物 に含 まれ る炭 酸 塩鉱 物 の 地球 化
学的研究 によ って 、堆 積 物の な かで 起 き た一一連 の地
球化学 的な 過程 を明 らか に しよ うとす るも の で ある。











1、 ボ ー リング孔 か ら得 られ たガ スの 分 析
南極の ボ ー リン グサ イ トで はボ ー リン グ孔 か ら得
られ るガ ス成 分 の分 析 の ため にガ ス ク ロマ トグ ラ フ
を搬 入 し、ガ ス の分 析 を行 なっ た 。 これ はDSDPの
グローマ ーチ ャ レン ジ ャ ー 号の 掘 削 によ っ て ロス海
の 西部か ら大 螢の 天 然 ガ スの存 在 が知 られ てい るの
で今 回も ガス の噴 出に は工 事の 安全 面 か ら特 に注H
をしてい た。 幸 い に して か 、ボ ー リン グ孔 か らのガ
ス突 出 よもち ろん 顕 著な 気 泡の放 出な ど も全 く見 ら
れな かっ たため 、 掘 削の終 了後 ビッ ト冷却 用 の塩 化
カル シウム 飽和 溶 液 を採 取 し室温 に した と きに放 出
され たガ スを測 定 し、 メ タンガ スの 存在 を確 認 した。
これ は後 に述べ るよ う に堆積 物 中の 炭素 の 同位 体 の
結果 からも メ タ ンの発 生 は推 定 され た こ とで あっ た。
同 じ試料 にっ いて 、帰 国 後東 京大 学 理学 部 地殻 化学
研究施 設の 佐野 イi同氏 との共 同研 究 で希 ガ ス の 同位
体の分 析 を行な っ た。 その結 果ヘ リウ ム 同位 体比 は、
'3Hc/`Hc=0.42x10``と な り大 気の 植 に比 較 して






2・ ボ ー リ ン グ試 料 に つ い て
【」ス 海 の 西 側 マ ク マ ー ド入 江 大 陸 棚 水 深 約200
mか ら 得 ら れ た ほ ぼ 完 全 に連 続 し た700m余 りの
コ ア 試 料 の な か に し ば し ばveinを 埋 め た り砂 岩 や
シル ト岩 の マ トリ ッ ク ス を埋 め た り、 時 に は ノ ジ ュ
ール 状 に 炭 酸 塩 物 質 が 見 つ か っ た 。 そ れ ら の 中 か ら
23個 を 選 び 、 そ れ ら に っ い て 鉱 物 学 的 お よ び 同 位
体 地 球 化 学 的 に 研 究 を し そ の 成 因 を 考 察 し 生 成 環 境
と の 関 連 を 調 査 し た 。
商状 と鉱 物 組成 炭 酸 塩 鉱物 をX練 粉 末法 によ って
鉱物 の 同定 を行な っ た。 その 結 果CalciteとArago
nitcの2種 類の 炭酸 塩 が 認め られ た。 深度264mか
ら得 られ た 巾約1cm脈 状 の産 状 を示 す炭 酸 塩 は　ara
gorliteで あ り脈 の方 向 に垂 直 に成 長 した針状 結 晶 で
あっ た。 これ 以外 にも脈 状 に産 出す る炭 酸塩 は全 て
aragoniしcの 結 晶で あ っ た。　aragoniteは これ 以 外
にも　micritic　 に細 か な隙 間 を埋 め て産 出 して い る
こ とがあ る。 そ のよ うな場 合calciしcのmicritc
に比べ る と炭 酸塩 の雑 品粒 子 が大 き く　sparry　 arag
onitcで あ る ことが 多 い。　calcite　 は一般 に細 粒 で
全てマ トリッ クス を　cement　 して 産 出 して いた 。
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aragonite　 の 化学 組 成 はEPMAに よる 分析 の結
果一一例 だけ であ る がSrを0・26%含 有 して お り典 型 的
な海水起 源 のaragonitcよ りもSrの 量 は少 な い。
calcitcは 粒子 が 小 さ くてEPMAに よる 分析 は で
きなっ かた が、X線 によ る回 折線 のず れ によ り固 溶
体を作 って い る事 がわ か る。　Mgが 置 換 して い る と仮
定 して み ると最 高8%Mgを 含 ん でい る こ とがわ かっ
た。多 くは1.7-・7%でlow～intermediaしeのmagnesian
calci　teで あ り無 機的 に海 水 か ら沈 澱 し たcalcite
と余 り差 は み られ な かっ たが 、Sr含 有 量 か らみ て
炭酸塩の 沈 澱 した 間隙 水 は海 水そ の もの で はな く淡
水の影響 が あ ると推 定 され る 。
一方、 試料 の 薄片 観 察 によ る と砂 岩 はア レナ イ ト
が多 く一 部 ワ ッケ 、 コアの 下 部 にあ た る533～58価 の
サンプル の 砂粒 子は比 較的 よ く円磨 され 淘 汰の 良 い
もので あっ た。 薄 片観 察 か らは これ らの 砂 岩 は大 陸
棚 か ら浅 海 領域 の 堆積 物 であ ろ うと 推定 さ れ た。
3・ 結果 と考察
炭 酸塩の 炭 素 と酸 素の 同位 体 比
測定結 果 は図1に 示され て い る。 全体 と して 同位
体比の特 徴 を挙 げ る と次 の様 になる.
1)深 度300m以 浅 のaragoniしcの 酸素 同位 体比 の
変化は大 き く一9.66・一 24.11%o(δ'uO　 vs　PDB)で ある
が、炭素 同位 体 比 は+4.65・・+7.04%。(δ"C　 vs　PDB)
と正の値 を示 した 。
2)深 度300m以 深 のaragoniteの6'"o値 は ほぼ 一
定で 一10.19・-10.72%oと な り、δ1℃植 も 一4.63-・
・8.75%。 で あ っ た。
3)　calciしcの δvaObllは一3.02・一 12.26%oで あ り6'3c
植は一2.3F-16.55%o(105mの 試料 だ け は －Z5%。)で
あ り酸素 同位 体 比 は産111が 近 くの　aragonitcに 比べ
て大 き く炭 素 同位 体比 は それ らに比 べ て小 さ い値 と
なって いる 。
以上の 結 果 か ら同位 体の 起 源 と環境 の 変化 につ い














































素の 同位 体 比 を 見積 もっ た".そ の結 果 上部300mの
aragoniしeが 沈澱 した水 の 同位 体 は 一20-28%。(SHO
の となっ た。 全体 と して単純 に海 水 に由来 す る水 で
はな く、 か な り180に 乏 しい水 、 たぶ ん氷 河 や現 在
の　 McMurdo周 辺 の 雪 な ど淡水 の 寄 与が かな りあっ
た と考え られ る。 特 に 深N"300mよ り浅 い所 の
aragonjしcの 結果 か ら大 陸 の氷 床 に よっ て大 量の 堆
積物 が剥 削 され た とき にで き た割れUに 添 っ て　ara
g㎝iteが 沈澱 しその 時の 間 隙水 は 南極 大陸 内 陸部 の
氷河 の解 け水 の寄 与が 多かっ たも の とおも われ る(～
70%)。 これ らの こ とは堆 積物 の 堆積 学的 な 研究 結 果
か らも支持 され る。
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ア ル テ ィ メ 一 夕 デ 一 夕 お よ び 重 力 デ ー タ か ら求 め た
日本 の 南 極 基 地 周 辺 に お け る ジ オ イ ドお よ び 亜 力 異 常
東 京 大 学 海 洋 研 究 所
は じ め に
日 本 の 南 極 基 地 局 辺 に お け る 重 力 異 常 図 と
し て は、 す で にSEASATの ア ル テ ィ メ 一 夕 デ 一
夕 と 海 」:お よ び 陸 上 重 力 デ ー タ を 使 用 し た も
の が 発 表 さ れ て い る[SEGA　 VA　 et　 aL.　 1984;
FUKUDA　 ct　 al..　 1988].　 　 し か し そ の 後、 新
た にGllOSATの ア ル テ ィ メ 一 夕 デ 一 夕 が 利 川 で
き る よ う に な り、 ま た、1.riカ デ 一 夕 に っ い て
も 新 し い デ ー タ の 追 加 や、 一 部 デ ー タ の 再 処
理 な ど に よ り、 同 地 域 に お い て 利 川`り 能 な デ
ー タ は、　 ltt的 に も 質 的 に も 向 上 し て い る。 さ
ら に、 近 年、　 NNSSやGPSな ど 衛1ilを 利
川 し た 位 置 決 め と 関 連 し て、 重 力 異 常 の み な
ら ず ジ オ イ ド高 を 決 め る こ と が 一 つ の 重 要 な
課 題 と な っ て い る。 そ こ で、 今 回、 処 理 方 法
と し てLcast　 Squarcs　 Coilocation(LSC)法を
採 川 す る こ と に よ り、 ア ル テ ィ メ 一 夕 デ 一 夕
な ら び に 車 力 デ ー タ を 同 時 に 処 理 し、1,il地 域
の 亜 力 異 常 を 決 め 直 す と 共 に、 新 た に ジ オ イ
ド 高 も 求 め た の で 報 告 す る。
福 田 洋 一 ・瀬 川 爾 朗
デ ー タ
今li11使 用 し た ア ル テ ィ メ 一 夕 デ 一 夕 は、　 GE
OSATのExact　 Rcpcat　 Mission　 (1;RM)の 内 且986
年11月411か ら1988年SJI14【 」 ま で の 約22ヵ 月
分 の デ ー タ で、 地 球 物 理 的 な 諸 補 正 な ら び に
衛 星 の 軌 道 補tl三等 を 施 し た も の で あ る。　 GEOS
ATの ア ル テ ィ メ 一 夕 デ 一 夕 は、　 Sl;ASATの そ れ
に 比 べ 、 全 般 的 に 粘 度 が 向 」二し て お り、 さ ら
に 南 極 海 の 夏 期 に お け る デ ー タ が 利 川 で き る
こ と、 衛 星 の 軌 道 がSEASATの そ れ に 極 め て 近
い こ と な ど の 理 由 で、 海 氷 の 影 響 を 受 け て い
る 恐 れ の あ るSMSATの デ ー タ は、 今 回 は 使 川
し な い こ と に し た。
一 方、!riカ デ 一 夕 と し て は、 海 上 に つ い て
国 立 極 地 研 究 所 神 沼 克 伊
こ れ ら の デ ー タ に 加 え、　 LSCに よ る 計 算 の
際 の 長 波 長 重 力 場 の レ フ ァ レ ン ス と し て 次 数 、
位 数 と も に360次 の 球 関 数 重 力 モ デ ルOSU-86F
を、 ま た、 短 波 長 の 地 形 の 影 響 に よ る 推 定 誤
差 を 小 さ く す る た め に5'x5'平 均 地 形 デ ー タ
TUG-87を そ れ ぞ れ 使 用 し た。
手 法
重 力 異 常 お よ び ジ オ イ ド 高 は、 い ず れ も 地
球 重 力 場 の 一 つ の 表 現 方 法 に 過 ぎ ず 、 重 力 乱
れ ポ テ ン シ ャ ル の 誘 導 皿 と し て 求 め る こ と が
で き る。 今 回 採 川 し たLSC法 で は、 重 力 場 の
種 々 の 観 測 重重(亜 力 デ ー タ、 ア ル テ ィ メ 一 夕
デ 一 夕 な ど)を 同 時 に 川 い、 重 力 乱 れ ポ テ ン
シ ャ ル を 介 し て 任 意 の 場 所 の 重 力 異 常、 ジ ォ
イ ド 高 と そ の 推 定 誤 差 を 求 め る こ と が で き る。
こ の た め に、　 LSC法 で は、 重 力 場 の 統 計 的 な
性 質 と し て!rl力 乱 れ ポ テ ン シ ャ ル のcovari-
ancc　 functionを 仮 定 す る 必 要 が あ る が、 今 回
は、　 Tschcrning　 and　 Rapp[1974]　 に よ っ て 提
唱 さ れ て い る 関 数 形 を 仮 定 し、 さ ら に、 レ フ
ァ レ ン ス と し てOSU-86F　 モ デ ル を 用 い、 実 際
の 重 力 デ ー タ な ら び に ア ル テ ィ メ 一 夕 デ 一 夕
に 合 う よ う に パ ラ メ ー タ を 決 め 使 川 し た。
LSC法 に よ る 重 力 場 の 推 定 手 順 を ま と め る
と、 お よ そ 次 の と お り で あ る。
1.も と の デ ー タ(亜 力、 ア ル テ ィ メ 一 夕)
か ら レ フ ァ レ ン ス 重 力 場 お よ び 地 形 の 影 響 を
除 く
2.残 差 に つ い て のcovariancc　 functionを 決
め る
3.　 LSCに よ る 重 力 場 の 推 定
4.レ フ ァ レ ン ス 重 力 場 お よ び 地 形 の 影 響 を
も と に 戻 す
LSC法 の 最 も 大 き な 利 点 は、 内 部 的 な 相 対
は、 」ARE-22.23.27お よ び28の 砕 氷 艦 「ふ じ」 誤 差 で は あ る が ・ 推 定 植 の 誤2Tf:評 価 がfiJ能 な
な ら び に1し ら せ1の 海 上 重 力 計 で 得 ら れ た 点 で あ る。 こ の こ と は・ 南 極 域 の よ う に 絶 対
デ ー タ を、 ま た、 陸1:に つ い て は、 過 去 のU的 な デ ー タ 数 が 少 な い 地 域 に お い て 、 得 ら れ
本 南 極 地 域 観 測 隊 に よ っ て 得 ら れ た デ_タ に、 た 結 果 の 信 頼 性 を 知 る 上 で 極 め て 重 要 な 点 で
一部 外 国 の デ ー タ を 加 え て 使 川 し た。 あ る。
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1一 しお よ び 老'お よ び ～20c■ 程 度、 ま た 陸 域 に っ い て は、
最 終 的 な 結 果 は・20'-50'1{・60'-80'Sの領 域10～25.galお よ び60～100c■ 程 度 で あ る。
の5'x5'ブ ロ ッ ク の 中 央 に お け る 重 力 異 常 お よ 図1の 亜 力 異 常 図 を 見 る と、 従 来 の も の に
び ジ オ イ ド 高 の 点 推 定 仙 お よ び そ の 推 定 誤 差 比 べ、 長 波 長 の パ タ_ン は そ れ ほ ど 違 わ な い
と し て 求 め た・ た だ し・ デ ー タ が 全 く 無 い か ・ も の の、 企 体 的 に、 短 波 長 の 変 化 ま で 詳 細 に
あ る い は 極 め て 少 な い 領 域 に つ い て は 計 算 を 現 わ れ て い る こ と が わ か る。 た だ、65・S以 北
行 っ て い な い。 図tは 得 ら れ た 重 力 異 常 を・ の 海 域 の 重 力 異 常 に つ い て は、 む し ろ 変 化 が
ま た 図2は ジ オ イ ド高 を 示 す。 な お・ そ れ ぞ1]1調 に な っ た よ う に も 見 え る が、 こ れ ら の 侮
れ の 推 定 誤 差 は・ 海 域 に つ い て は・ ～10■ga[域 のlft力 異 常 の 絶 対 価 は、 本 米、 そ れ ほ ど 大
??
図1.重 力 異 常(コ ン タ ー 間 隔:20。gal)
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き く な く、 見 か け 上の 変 化 が 有 為 な も の か ど
う か は 定 か で な い。 な お、 図 中、 左 上 の 線 状
の 異 常 は、　 GEOSATの 軌 道 に 沿 っ て お り、 同 デ
ー タ の 軌 道hfi正 誤 差 の 影 響 に よ る 見 か け1:の
も の と 思 わ れ る。
図2の ジ オ イ ド 高 は、 そ の 性 格 上、 基 本 的
に は レ フ ァ レ ン ス と し て 使 用 し たOSU-86Fモ
デ ル か ら の 計 算 植 に 近 い も の の、 ロ ー カ ル に
は、 モ デ ル と の 差 が 数m程 度 に 達 す る 所 も あ
り、 実 川 的 に も モ デ ル の 利 川 だ け で は 不 十 分
で あ る こ と を 示 し て い る。 陸 域 に お け る ジ ォ
イ ド高 は、 重 力 デ ー タ の 分 布 が 極 め て 不 十 分
で、 粘 度 的 に 必 ず し も 満 足 の 行 く も の で は な
い が、 南 極 域 に お い て は、 衛 星 を 利 川 し た 位
置 決 め が 日 常 的 に 利 川 さ れ る こ と を 考 え る と、
そ の 実 川 的 な 意 義 は、 き わ め て 高 い と 考 え ら
れ る。
???
図2.ジ オ イ ド 高(コ ン タ ー 間 隔:1ロ)
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第30次 南 極 地 域 観 測 に お け る
船 上 地 磁 気8成 分 測 定
野木義史(気 象研)伊 勢崎修弘(神 戸大理)船 木 質,神 沼克伊(極 地研)
は じめ に
南極 海及 び そ の周 辺海 域 の 海底 の テ ク トニ ク スを 調査 す る ため に、 第30次 南極 地 域 観測 に おい て船 上 地磁 気
3成 分 測定 を 行 った。 船 上 地磁 気3成 分 測定 は、 現 在 まで に太 平洋,日 本 海等 で 有意 義 な デ ー タを提 供 して い る
(e.g.　 lsezaki　 1986,　Sea■a　and　Isezaki　 1989)o
船 上地 磁 気3成 分 測定 で は、 従 来行 わ れ て い る プロ トン磁 力 計 に よ る全磁 力 測定 の よ うに船 か ら セ ンサ ー を曳
航 して 測定 を す る必要 が な く、 船 上 にセ ンサー を 設 置す るだ けで測 定 で き、 な お かつ 地磁 気3成 分 のデ ー タが 得
られ るので、 非常 に容 易 に か つ多 くの情 報量 を 提 供す るこ とが で き る。 こ の よ うに船 上地 磁 気3成 分 測定 は、 南
極 海 及 び その周 辺 の 自然 環境 が 厳 しい様 な と こ ろで も簡単 に測 定で き る点 で 有利 で あ る。
今 回 の観 測 は、 しらせ で の初 め て の試 みで あ る とと もに、 南極 海 及 び その 周辺 の 海域 で 行 う最初 の 試 みで あ る。
今 回 は、 プ ロ トン磁力 計 との同 時観 測 も行 った。 しか し、 プ ロ トン磁 力計 に よ る観 測 は様 々 な トラ ブル に よ り、
合 計 約4日 間程 の観 測 しか で きなか った。
今 回 の講 演 では、 広 範 囲 にわ た るお お まか な 解析 結 果 につ い て示 す。 図1に 今 回観 測 を 行 った測 線 を示 す。 ま
た、 船 体 磁場 を除去 す る係 数 を 求め るため に行 っ た8の 字 走航 の地点 を黒 丸 で示 す。
船上 地 磁 気3成 分測 定 の概 要
以下 に船 上 地 磁気3成 分 測 定 の概 要 を示 す。 フ ラ ク ッス ・ゲ ー ト型 の 地磁 気3成 分 セ ンサ ー を ブ リッ ジの上 の
甲板 に設 置 し、 セ ンサ ー ・ケ ー ブル を第1観 測 室 に 引 き込 み コ ン トロー ラにつ な ぎ シ グナル をサ ン プ リン グす る。
コ ン トロー ラ内 部で は、 地 磁気 の シグナ ル を ア ン プに通 しAD変 換 を 行 う。 そ して、1秒 サ ン プ リン グで デー タ
を取 り込 み、 コン トロー ラ内 のバ ッフ ァに ため 込 む。 この時 同 時 に船 よ りジ ャイ ロ及 び ヴ ァ・一テ イカル ・ジ ャイ
ロ の情 報 を1秒 サ ンプ リン グで取 り込 みAD変 換 し、 地 磁気 の シグナ ル 同様 に バ ッフ ァ内に 取 り込 む。 ま た、1
分 間 に1度NNSSの 位 置 の デー タを取 り込 み バ ッフ ァ内 にた め込 む。 コ ン トロー ラ内部 の バ ッフ ァは、 最 大1
0分 間 の デー タをた め込 む こ とが で き る。 コ ン トロー ラ内部 に ため 込 まれ たデ ー タは、1分 に1度 パ ー ソナ ル ・
コ ン ピ ュー タに送 られ、 パ ー ソナ ル ・コン ピ ュー タで 処理 され15秒 平 均 値 と して フ ロ ッ ピー ・デ ィス クに 記録
され、 同時 に プ リン ター に 出力 され る。
プ ロ トン磁 力 計 に よ る全磁 力 との比 較
地磁 気3成 分 測定 に 関 しては、 直 接 その デ ー タに対 して 評価 す るこ とが で きな い が、 ここ で は プロ トン磁 力計
で 得 られ た 全磁 力値 との 比較 及 び よ く調 査 の 行 われ て い る フ ィ リピン海 で の結 果 を基 に検証 す る。
プ ロ トン磁力 計 に よ って得 られ た全磁 力 の 記録 と、 船 上 地 磁気3成 分 測 定 に よ って得 られ た記 録 の比 較 を図2
に 示 す。 そ れ ぞれX,Y,Z,Tc.Tpは 、　IGRF85を 基準 に して得 られ た、 北 成 分,東 成 分,鉛 直成 分,　XYZ3成 分 か ら得
られ た全 磁 力,プ ロ トンか ら得 られ た 全磁 力 の 磁気 異常 を示 す。 これ は、 フ ィ リピン海 の北 緯20'東 経132'
か ら南南 西 に向 か う測 線 の プ ロフ ァイ ルで あ る。 図2よ り、X,Y,Z3成 分 か ら得 られ た全磁 力 異 常 の プ ロ フ ァイ ル
と プ ロ トン磁力 計 か ら得 られ た プ ロ フ ァイル は、 よ く一 致 してい る。 また、 図2の プ ロ フ ァイル で は、Y成 分 の 異
常 が ほ とん どな く、X成 分.Z成 分 に磁 気異 常 が大 き く見 られ、 な お かつX成 分 とZ成 分 の ピー クの 位相 が ほ ぼ90'
ず れ て いる。 この結 果 は、 地 磁気 縞 模様 の走 向 が 東 西走 向 に近 い こ とを 示 して い る。 これ ま での 全磁 力 異常 の 調
査 の結 果 か ら、 この 測線 付 近 の フ ィ リピ ン海 の地 磁 気縞 模様 の 走 向が ほ ぼ東 西 で あ る ことが 知 られ て お り、 地 磁
気3成 分 測定 が正 常 に お こな われ て い るこ とを示 してい る。
観 測結 果
図3に 日本 か らオー ス トラ リア まで の、 図4に オー ス トラ リア以 南 の、 図5に オー ス トラ リア以 西及 び ケ ー プ
タ ウ ンと南極 間の それ ぞ れ の測線 の鉛 直成 分 の 磁気 異常 の プ ロフ ァイ ルを 示す。
図3の 測線 で は、 西 側 の測 線 で先 に述 べ た フ ィ リピン海 の磁 気 異常 が 見 られ る。 また、 南 緯10'か らプ リマ
ン トルに か けて ±500nTの 大 きな磁 気 異常 が見 られ る。 東 側 の測 線 で は、 複雑 な海睡 地 形 及 び海 山 を反 映 し
た 磁気 異 常 が見 られ る。
図4の 測線 で は、 西側 の測線 でほ ぼ東 西走 向 の地 磁気 縞模 様 を反 映 した きれ い な磁 気異 常 が 見 られ る。 東 側 の
測線 では、 西 側 の測線 で見 られ る様 な磁 気 異常 の プ ロフ ァイル は見 られ な い。 また、 南緯63'に 沿 った東 西 の
測線 で は、 地 磁気 北成 分 に±500nTを 超 え る大 きな磁気 異 常 が見 られ る。
図5の 測線 で は、2本 の東西 測 線 で東 経70'か ら90'に か けて ケ ル ゲ レ ン海 台 に伴 った 土500nTの 大
きな磁 気 異常 が見 られ る。 この結 果 は、 白嶺 丸 によ る この あた りの調 査結 果 と調 和 的 で あ る(Mizukoshi　 et.al.
1986)。 ま た、 南極 とケー プ タウ ン間 の プ ロフ ァイ ルか らは、 東西 両 測線 と も南緯52'の 海 嶺か ら対称 に 短波 長
で振 幅 の小 さい磁 気 異常 が 見 られ る。 しか し、 西 側 の測線 では 南緯60'以 南及 び 南緯46'以 北 で、 東 側 の測
線 で は南緯55'以 南及 び 南緯50'以 北 で 磁 気 異常 の波 長 が長 くな り振 幅 が大 き くな って い る。 この 波 長の
変化 の 原因 と しては、 海 底 拡大 の 速度 の 変化 に よ るもの で あ る可能 性 が あ る。
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お わ りに
日本 か らオー ス トラ リア まで のに 関 して は、 今 後 これ まで この付 近 で 得 られ て い る全 磁力 異 常 等 の デー タを考
慮 して解析 して い く必 要 が ある。 オー ス トラ リア以 南 の南緯63'に 沿 った東 西 測線 及 び東 側 の 測線 は、 極 域 の
観 測 で あ るこ とを考 慮 に いれ て地 磁 気 日変化 及 び磁 気嵐 の影 響 を考 え なが ら解 析 して い く必 要 が あ る。 また、 南
極 とケー プタ ウ ンの 間 の測 線 は、 今 後年 代 の同 定 等 を行 って考 察 を深 めて い く必 要が ある。
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船 上 地 磁 気3成 分 測 定 を 行 っ た 測線
●8の 字 走 航 を行 っ た地 点　　　 Z　COMP.
図1　 JARE30　 船上 地 磁 気400D
3成 分 観 測 測 線
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図3日 本 と オー ス トラ リア 間 の
測 線 の 地 磁 気 鉛 直 成 分 の 磁 気 一,。,。






図2プ ロ トン磁 力 計 に よ る全 磁 力 異 常 と船 上 地 磁 気
3成 分 で得 ら れ た磁 気異 常 の 比 較。X.Y.Zは それ ぞ れ
IGRF85を 基 準 に して 得 ら れ た 北 成 分,東 成 分,鉛 直
成 分 の 磁 気 異 常。　TcはXYZ3成 分 か らIGRF85を 基 準 に
して 得 られ た磁 気 異 常、　Tpは プ ロ トン磁 力 計 に よ り
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中尾征三 ・円谷裕二 ・清水祥四郎 ・山口和雄 ・森島宏(以 上石油公団石油開発技術センタ
ー)・ 三宅啓司(石 油公団技術部)・ 沢野雄一(石 油公団総務部)
石油公団は,昭 和55年 度のベ リングスハ ウ
ゼン海を皮 切りに,南 極大陸周辺に発達す る
堆積盆の海洋地質調査 を実施 している.堆 積
盆 と海盆あるいは海域名 との間の対応が複雑
で不明確な場合 もあ るが,と もか くも第1図
に示すように,9年 間で大陸周辺を一覧 した
わけである.今 回の シンポ ジウムでは,そ の
うち最近(昭 和63年 度)の 調査結果の概略を
報告す る.
1.調 査 の仕様 と実績
(1)航 法:人 工 衛 星航 法装 置(NNSS)に よる
測位 デ ー タを基 準 に,船 速,船 首方 位 及 び
海流 デ ー タを加 味 した推 測 航 法
(2)重 力探 査:ラ コステ ・ロ ンバ ー グ社 製SL
-2型 船上 重 力計 に よ る.パ ペ ーテ 港(9787
00.399mgaD及 びバ ルパ ライ ソ港(979621.
469mgal)の 重 力1直を基 準 と した.
(3)磁 気探 査:ジ オ メ トリクス社 製G-866型
海 上磁 力 計 によ る.リ フ ト補 正 が不 十分 な
ため,誤 差 は最 大　5　mgal　 程 度.
(4)海 底 地形 及 び表 層堆 積 層探 査:レ イ セオ
ン社 製12kHzPDR　 及 び3,　5　kHz　SBP　に よ る.
(5)反 射 法地 震探 査:震 源 はサ イス ミック ・
シス テム社 製H400-02型 ウ ォータ ーガ ン2
台,受 振器 はサ イス ミッ ク ・エ ンジニ ア リ
ング社製 冷 水用 ミニ ス トリーマ ・ケ ー ブル
(25m,24チ ャネ ル).発 露点 間 隔約50m,
受銀 点間 隔25m,発 露 間隔20秒,対 地船 速4,
8kt,探 鉱 器 は,テ キサ ス ・イ ンス ツル メ ン
ト社製DFS-V型24チ ャネル ・デ ジタル 探鉱
器.測 線 延長約2200km.
(6)屈 折 法地 震探 査:震 源 は反 射 法地 震探 査
に同 じ.沖 電気 ㈱製C-01型 投下 用 ソ ノブイ
及 び同社 製SZ　 lO38型 ソノ ブイ用 受信 器 を
使用.観 測点 数9点.
(7)海 底 地 質試 料採 取 二朱 固 結堆 積物 は重力
式 柱状 採泥 器(イ ンナ ーチ ュー ブ外 径約12
cm,　バ レル長 ～8m可 変)で,露 岩 は円筒 式
ドレ ッジで 採取 した.採 取 点 数 は未 固結 堆
積 物8点,露 岩2点.
(8)地 殻 熱流 量 測定:日 本 油脂 ㈱製GS型 海 底
熱流 量 計測 装 置を使 用.海 底 温度 計(日 油
技研 工業 ㈱ 製NTS-11型)6個 を重 力式 柱 状






(1)調査海域は,サ ウスシェ トラン ド諸島を
挟んでブランスフイール ド海峡側とサ ウス
シェ トラ ン ド海溝側に大別され る.海 峡側
の水深は約500～2,000m,海 溝側では,大
陸棚上の約500mか ら海溝部の最大5,000mと








られる.大 陸斜面か ら海溝部 にかけて数段
の階段地形がみ られ,そ の最下部は大洋底
か らの付加堆積物で形成 されたものと思わ
れ る.海 溝の断面 は陸側が急で大洋側が緩
やかな非対象V字 形で,海 溝底 には,大 洋
底側か ら陸側 に傾斜 した厚い堆積層の上位
に不整合で水平な堆積層が載 っている.海
溝底の全堆積層厚は,約1,6秒 である.海
溝か ら離れた大洋底平坦部 には,短 波長で
起伏の激 しいブロック状の基盤形状がみ ら
れる.
(3)柱状採泥の際のバ レル長 は,SBP記 録を
参考に して決めた.ロ ウ島南東の海盆底の
GC908で は,546cmの 未固結堆積物を採取
した.ド レッジによる露岩採取2地 点の う
ち,や はりロウ島南東の大陸斜面(D902)
で は基盤岩(露 岩)に 由来す ると思われ る












































































































セ ール ロンダーネ 山地西部の氷河地形
森脇 喜 一(極 地研)・ 平川 一臣(都 立大)
ニル スラルセ ン山塊 とビーデ レー山塊 で最大厚100mに 達す る厚 いモ レーンが発 見され た。その地形 的位 置か ら、
溢流氷河あるい は山塊 を乗 り越 えた水流で運 ばれ堆積 したもの とみ られ る。 どのよ うな状況下で堆積 したのかは判 ら
ないが、海抜1700-2000mの 範囲 に位 置 してお り、ある時代の氷床 レベル と特 徴ある環境 に対応 して形成 されたもので
あろ う(図1～5)。 これ らはかな りの風化 を受けてお り(塩 類集積層 の発達、一・部は赤色化)、 堆 積後再び氷河作
川 を受ける ことな く、 長期 間空気 下に曝された ことを示 してい る。
オ ッ トーボル ヒグレビンク山塊 の平坦山頂 には5-6m厚 のモ レーンがあって(図1、2)、 これ には トー ナ ライ ト
礫が 多数含まれ ることから、 南方か らの水流でもた らされ たことがわ かった。 タンガ ー レンの薄 い氷成堆積物(図1、
2)に は トーナ ライ ト、ホル ンブ レン ドの礫が認め られない ことから、 ビキン グヘ グダに氷床 から独立 した氷帽 があ
って、そこか ら拡 散した水流 があったとみられ る。
ビーデ レ一山 とビキングヘ グダの間の ドライバ レー谷底は、薄 い氷成堆 積物で覆われ るが、 これ も著 しく風化 し
てお り、 ドレイバ レー氷 食の時代 はiOO万 年のオ ーダーの古さ に達す るもの とみ られ る。
ローカル氷河および それ が形成 した氷 食谷は、ニルス ラルセ ン山塊、 ビ ーデ レー山塊北斜面、 ビキングヘ グダ南
斜lld、 タンガ ーレン東部北斜 面に認 められ る。 それ らの うちニル スラル セン山塊のそれは明 らか にかっての氷床 か ら
取 り残されたものであ るが、ほ かは氷床最拡大 期にも独立的 に存在 した水 帖の名残 とみ られ る。 これ らのロ ーカル氷







無 ・.＼ご蕊 壕 ・.・'》、s綴 ・_. 一一、 4
・s' 1渋'L、 層
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氷成堆積物 を載せない緩斜 面や リッジは多い。そ こに
は凍結破砕作川や塩 類風化 によ る砕屑原 が広がってお り、
風衝斜凶iでは比 高数10cm～lmの トアが形成 されている。砕
屑原 の断面 には塩類 集積層 が形成されて いるところがあっ
sg。。 て氷か ら開放 され た後、風 化作用 を受け た時間が長期 に及
ぶ ことを示 してい る。
現 氷床 、氷河 に面す る山地 斜面に、氷床表 面との比 高
lOOm以 ドの高さで ラテラルモ レーンとみ られ る堆積物 が比
較的長い距離 にわ たって追跡 される(図3)。 これ もある
1f'ee　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時代 の氷床 レベル を示すもの である。 セール ロンダ一
回5と':-7"L－ 醜 硝 吻 肋 〃e/・・Mtsblhlp　　 ネ山地東部のバード氷7・∫醜 の淵 岩のサンプル(氷 床と
(LZユnZ>'三 遷 灸)・ の比 高:3m)を 分析 したNishiiz.um ら(1989)の 年代 測定 で
36000±10000{1三 前の レンジで氷床 か ら解放 されてのll与間 を経 ているとい う結果 が得 られ た。す なわち、 ウィスコン
シン氷期に相 当する時代 にも氷床 レベル は現 在 に比べてそれほ ど高 くはな く、比 高】00m以 ドのモ レーンは若 くてもウ
ィスコン シン氷191111'i'i、お そらくよ り古い時代のものであ ろう。 因みに、よ り高位の斜 面は氷か ら開放 されて100万




平 川 一 臣(都 立 大)・ 森脇 喜一(極 地 研)
HIRAKAWA　 ct　al.　 (1988)　 はJARE-28の 野 外 調 査 に よ っ て 氷 河 最 拡 大 時 の 古 地 理 を 復 元 し
た。JARE-30で は 新 た に 」E要な 事 実 を認 め た の で 報 告 す る 。調 査 が 一卜分 で な か っ たLunckc
ryggcn小 起 伏 山 頂 部 の 氷 河 地 形 に っ い て も 述 べ る 。
(1)新 知 見
一1 .　Bratしnipenc薬 指(1600m+as1.:下図*印)の 最 南 端 平 坦 面上 に お け る
Sycniしcモ レ ー ン:こ の 事 実 に よ り、　Braしtnjpcneの 中 指 か ら小 指 に か け て にひ ろ く 発 達
す る 平坦 面 は氷 河 最 拡 大 時 に は 氷 床 に 覆 わ れ た こ と が 確 実 で あ る 。
-2 .　Brattnipcnc主1峰 一ド、 人 差 し指 っ け根 付近 の カ ー ル 状 地 形 鞍 部 に お け るSycniしc
モ レ ー ン:こ の'1`実 に よ り、　Braし しniPcnc親 指 お よ び 中 指 の 付 け根 付 近 か ら ア ウ トレ ッ ト
氷 河 の 影 響 を受 け た 。
-3 .　Romnacsの 調 査 は ま だ 不1'分 で あ る が 、観 察 し た か ぎ り、 山 頂 部 に は モ レ ー ン は
ま っ た くみ とめ られ な い 。
(2)氷 床 一氷 河縦 断 プ ロ フ ァ イ ル
以1二 のrli実 に も と ず い て 、'ド 図 の よ うに 修 正 す る 。
セ ール ロ ン ダ ー ネ 山 地 南 部 の 人'1':は氷 床 に覆 わ れ た こ と 、 ア イ ス フォ ール の 位 置 が お よ
そ10km北 に あ っ た こ と 、 に つ い て は修 正 す る必 要 が な い 。 ア イ ス フ ォ ール よ り北 で は氷 床
は さ ら に 数 十 一100mち か く 高 か っ た 。 す な わ ち 、 現 在 の 氷 床 よ り350m高 か っ た こ と に な
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セ ル ロ ン ダ ー ネ 山 地 の ト ア 地 形
一規 模 と成 因 に っ い て 一
・ド川 一 臣(都 立 大)・ 森 脇 喜 一(極 地 研)
セ ール ロ ン ダ ーネ 山 地 に は 様 々な 規 模 の トア が 発 達 す る 。 そ の 分 布 の 特 徴 と規 模 お よ び 現 在 の 地
形 プ ロ セ ス に も と ず い て 、 ト ア を 分 類 し成 因 を 推 定(想 像)し た。
1.規 模:つ ぎ の よ う に3グ ル ー プ に 分 け られ る 。
(A)高 さ100m+以 上;　 Birgcrbergersen,　 Tarne,Lunckcryggcn　 天 指 し岩,　Wicdcroc力 二
の 爪 な ど
(B)50m以 ド;　Braし しnipcnc人 差 し指,　Lunckeryggcn北 端,0し しoborchgrevinck　 な ど
(C)<lm以 ドー3m;た と え ば 、　Braししnipenc主 峰 の 北 西OUI斜 面
2.分 布位 置 の地 形 的 特 徴
(A)グ ル ー プ:氷 河 最 拡 大 時 に氷 床 な い し ロ ー カル な ア イ ス キ ャ ッ プ に 覆 わ れ た 山 塊 の
縁 辺(多 く は北 縁 部)で 、 か っ ア ウ ト レ ッ ト氷 河 に 近 い主 稜 線 。
(B)グ ル ー プ:U守 谷 壁 の リ ッ ジで 、 過 去 に ロ ー カル 氷 河 の 影 響 を受 け た と こ ろ 。
(C)グ ル ープ:各 山地 の 斜lhi、 と く に風 衝 斜 面 に分 布 す る傾 向 が あ る 。
3.成 因
(A)グ ル ー プ:ア ウ ト レ ッ ト氷 河 に よ る 侵 食 。 と く にBirgcrbcrgcrscn　 やLunchcryggcn
を 護 っ た 氷床 北 縁 の ア イ ス フ ォ ール 部 とBirdbrccn　 やJenningsbrccn　 が 合 流 す る 所;証 拠 のi
1っ と し て 天 指 し岩 と そ の 付 近 の 地 形 を あ げ る 。
(B)グ ル ー プ:ロ ーカ ル な カ ール 氷 河 な い しは アイ ス キ ャ ップ に よ る 侵 食 。
(C)グ ル ー プ:適 当なliumaの 節 理 が 発 達 し、 か つ 塩 類 風 化 物 質 を 運 び 得 る風 の 営 力 が 効 果 的 に
働 く こ と
4.成 因 を 想 像 した 根 拠
(1)野 外 で の 観 察 な らび に 実 験 か ら セ ール ロ ン ダ ー ネ 山地 に お い て 支 配 的 な 風 化 は 塩 類 に よ る
こ とが 明 らか で あ る が 、 そ れ の よ っ て 数 卜m以 上 の トァ は形 成 さ れ 得 な い こ と 。
(2)約200ノ 」年 前 ら しい 氷 河 最 拡 大 時 に氷 床 に覆 わ れ た 地 域 の 解 放 後 の 侵 食 量 は少 な く、Cグ




平 川 一一臣(都 立 大)・ 森 脇 喜 一(極 地 研)
Nils　 LarscnfjcUc,　 WicdcrocfjcUc　 お よ びMef　jel1に お い て ア イ ス コ アマ ウ ン ド ら しい 小 丘 地
形 を観 察 し た の でf察 的 に 報 告 す る 。
1.形 態
1)高 さ5-7m、 底 部 の 直 径10-20mて い ど が 大 「1'・で(小 さ い も の は 高 さ2-3m)、 円 錐 形 をlkS,.
し、 モ レー ン の 安 息 角 斜 面 か ら成 る。
2)デ ッ ドア イ ス 起 源 のdebris-covcrcd　 conc　 と1・ilじ地 形 で あ る 。
3)　 Mct'　jcllで は 、 最 大 傾 斜 方 向 に ガ リ ー 状 の 陥 没(融 氷 に よ る?)地 形 を と も な う。
2.分 布 の 特 徴
1)い ず れ も 各 山 地 の 谷 に入 りこ む 広 いモ レ ー ン 上
2)μ くい 湾 入 状 モ レー ン 原 の 奥 部 に位 置す る こ と が 多 く、 しか も 近 くに 日射 を受 け や す い 山
地 斜 面 が 広 い
3.推 定 さ れ る成 因
1)凋 氷 河 成:フ ロ ス トブ リ ス タ ー起 源;モ レー ン 上 で は 、 夏 に顕 著 な 融 雪 氷 が 起 き る こ と
が あ り、 そ の 水 が永 久 凍 上 面上 を 流 れ 下っ て 、　ll的 凍 結 扉 と の 間 に ア イ ス コ ア を 作 っ た
1`∫能 性 が あ る 。
永 久 凍 上 の 条 件 か ら み て 、 オ ー プ ン シ ス テ ム ビ ン ゴ の 可能 性 は な い だ ろ う。
2)氷 河 成:デ ッ ドア イ ス に よ る 地 形 そ の も の
た だ し、 氷 河 成 で 説 明 し に くい 現 象:a).な ぜ 分 布 が上 の よ う な位 置 に限 ら れ るの か 、
b).　 Nils　 LarSCnfjclle　 で み られ る よ う に、 消 滅 跡 に は わ ず か に リム 状 の 地 形 が残 る が
ほ と ん ど地 形 を 作 らな い 。 な ぜ 、 ケ トル ホ ール を作 ら な い の か?
4.そ の 他
こ れ ら の ア イス コ ァ マ ウ ン ドは モ レ ー ン と の 関 係 か ら10L104年 オ ー ダ ー にオ)た っ て 存 在 して




セ ー ル ロ ン ダ ー ネ 山 地 に お け る 現 在 の
地 形 変 化 に っ い て(第3報)
松 岡慧 知(筑 波大)・ 森脇 喜 一(極 地 研)・ 平 川 一臣(都 立 大)
林 正 久(島 根 大)・ 安 仁 屋 政武(筑 波大)
JARE-26か ら28に か けて,セ ー ルロ ンタ ーネ 山地 中央部
に6カ 所の地 形実験 地を設 置 した.JARE-30ま で の4年 間
に得 られ た測定結 果 にっ いて報 告 する.
1.凍 上 お よひ 斜 面変形
凍上 は,飛 雪 の供 給 によ り地表が 湿 潤で,か っ融解 深
度が10cmを 超 える27-3実 験 地の み で生 じる(表1>.27
-1で は融解 深度が 浅 い ため に,ま た27-2で は乾 燥が 著 し
い ため に,地 面 はほ とん ど凍上 しない.
凍 上 の起 こ る場 所 では斜 面物 質 も移動 してい る.27-3
の東 向 き斜 面の地 表 は,2年 間 で最 大4cm程 度 下方 に移
動 した(図1:A～C),移 動 限 界深度 は最 大 活動層 厚
に近 い.い っほ う,27-3の 中で も,飛 雪 の供給 の 少な い
北 向 き斜面 の一部 で は,乾 燥の ため 斜 面変形 は小 さい
(E,F).
27-3で は 年間の 積 算凍上 量は1.8cm(87-88)で あっ た.
フ ロ ス トク リープ た けで物 質移 動か 起 こる と仮定 す ると,
地 表面 での 年間物 質 移動量 は,傾 斜10'の 斜面で は0.3cm,
20'の 斜面で は0.7craと 計算 され る.し か し,実 測 値(図
1,表1)は 計 算値 よ りも多 少大 きいの で,こ の斜面 で
は ジ ェ リフ ラ クシ ョンも働 い てい ると推 定 され る,
・岩 田 修 二(三 重 大)・
2.風 化
岩壁 にペ ンキ を塗 り,風 化 によ る剥離 を調べ たか,タ
フォニ の穴 の底て 多 少の剥離 か み られ たほか は,節 理密
度 の 大 きい部 分で さ えほ とん ど剥が れ ていな い.ま た,
塩 溶液 を 含 ませ た軟 岩(大 谷 石)試 料 を放置 した ところ,
Na2SO4,　 NaC1を 含む試料か 顕 著な 破砕 を生 じた.
4.ア イ ス ウェ ッジの 成長
28-i実 験地　(Brattnipene)　 の多 角形構 造土 の 境界 部を
は さん で杭 を打 ち,ア イ スウ ェ ッジの 成長 量を 測定 した




















JARE-28で,27-2,27-3pi4N験地 に 高 さ1m,厚 さ1cm
の2種 類 の 板(ア ス ベ ス ト,塩 化 ビ ニ ル)を 立 て た.こ
の う ち,27-3の ア ス ベ ス ト板 の 風 上 側 に 著 し い 風 食 が 生
じ た,風 食 量 は 地 表 か ら30-40cmて 最 大 と な り,2年 間
で1cmを 超 え た,
図127-3実 験 地 に お ける 斜 面の 変 形(ス トレイ ン
ブ ロー フ'法に よ る)
A～Cは 東 向 きの 湿 潤地,Dは 北 向 きの 湿潤
地,E,Fは 北 向 きの乾 燥 地,
表1セ ー ルロ ンダー ネ 山地 地 形 実験 地 に お け る地 温 ・凍 上 ・斜 面 変 形の 測 定結 果
実験地 斜面方位 活 動 層 の 年 間最 大 活 動
水分 状態 層厚(cm)
u最 大 凍 上量
(mm)
凍 上 回 数
(yr-i)


























S　 seal　 B　 Brattnipene　 *測 定 点 は1カ 所 の み
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シ ー ル 岩 に お け る 地 磁 気 基 準 点 の 設 置
Installation　of　 Geomagnetic　 Control　 Station　 at　 the　 Seal　 Rock,　 East　 Antarctlca
O酒井量基 渋谷和雄 鮎川勝
(国 立極地研究所)
あすか基地周辺の地球磁場 の基本量を知 るため、基地西方2.2kmの シール岩に基準台を設置 し、地磁
気絶対観測を行 った。
(準 備)
基準台は非磁性 の石膏 を主材料 とし、 内部に銅筋を配 した。 基準台の上部には磁気儀の脚に合わ
せたV溝 を彫 りこんだ大理石板を埋め込み、 観測時の磁気儀 の設置、調整に要す る時間の短縮を計
った。 あすか基地周辺の最低気温(1987年)は 、-48.7'C、 平均風速、最大瞬間風速は各々12.8
m/s、45.2m/sで あったが基準台を"ふ とん"で 保護す るだけで通年の観測になんら支障を生 じなか
った。T－ マークはロムネーエス山の測地基準点に作成 したマークボールを固定 し使用 した。
基準台 とT－マー クを結ぶ線 の真北からの角度 を求めるため、4月3日 シール岩基準点(25-01)と
基準台の2点 において三角測量を実施 した。 但 し、 シール岩基準点とロムネーエス山基準点を結
ぶ線の真北 となす角度 は、JARE-27(米 渓)の 測量デー タを用V、た。
(測 定)
GSI型 二等磁気儀、 プロ トン磁力計G-866を 用 いて4月 下旬より測定を開始 した。 磁気儀はヘ リコプ
ターによる手持ち運搬 を行 い、振動 ・衝撃による調整ズレが生 じないよう十分配慮 した。4-7月 期
は不慣れな点と低温による磁気儀あるいは磁気 アンプの接点不良、 プロ トン磁力計の調整不良 など
のため満足すべ きデータが得 られなかったが、9月 以降は日照時間の増加とともに順調な観測が実
施できた。
(結 果と考察)
測定結果を表1に 示す。 又、各測定 日におけるIGRF(1985)モ デル予測値からの実測値の偏差を表2
に示す。 偏角の0-Cは 平均約一28"(観 測のほ うが小さい西向 きの偏角を与える)、 伏角の0-Cは 平
均9"(観 測のほうが絶対値の小さい伏角を与 える)、 全磁力値のO-Cは 一31nT(観 測のほうが小 さ
















































































阿部 博、石原正男(建 設省 国土地理院)
1,は じめ に
南 極 地 域 に お け る 地 図 作 成 の た め の 基 準 点
測 量 は、 従 来 天 文 測 量 に よ っ て 位 置 決 定 が な
さ れ て き た。 そ の 後、 宇 宙 技 術 の 進 歩 に よ り
人 工 衛 星 を 利 用 し たNNSS(米 国 海 軍 航 行
衛 星 シ ス テ ム)に よ る 人 工 衛 星 観 測 が 用 い ら
れ 、 第30次 に お い て も 同 方 式 に よ り基 準 点
測 量 を 実 施 し た 。
NNSS方 式 は 、 従 来 の 天 文 測 量 に お け る
30m程 度 の 位 置 誤 差 を 、 一 気 に 数mま で 向
上 さ せ た。 同 方 式 に つ い て は、 第9回 南 極 地
学 シ ン ボ シ ウ ム に お い て 報 告 が な さ れ て い る
(飯 村 、 石 原 、1989)。
し か し、 同 精 度 を 得 る た め に は 、 数 日 間 の
観 測 か 必 要 で あ り、 極 地 に お け る 行 動 日数 及
び 範 囲 等 に、 制 限 を 与 え て き た。
現 在 で は 、 更 に 宇 宙 技 術 が 進 み、NNSS
方 式 の 欠 点 が 改 良 さ れ たGPS(汎 地 球 測 位
シ ス テ ム)と い わ れ る 測 位 シ ス テ ム が 開 発 さ
れ 、 国 土 地 理 院 で は す で に1987年 よ りG
PSを 導 入 し、 実 験 観 測 を 実 施 し て い る。
南 極 に お け る 作 業 地 域 も 広 範 囲 と な り、 さ
ら に 一 層 の 機 動 性 及 ひ 高 精 度 が 要 求 さ れ て き
た 。 今 後 は 、GPSを 用 い た 広 範 囲 の 高 精 度
測 地 網 を 構 成 し、 大 縮 尺 の 地 形 図 の 作 成 や 地
殻 変 動 を 検 出 す る た め に も、 極 地 に お い て 使
用 が 可 能 て あ る か 、 諸 条 件 に つ い て 調 査 す る
必 要 か あ る。
第30次 観 測 て は 、GPS実 験 観 測 を 実 施




3.実 験 方 法
す で にNNSS方 式 に よ り 位 置 決 定 が な さ
れ て い る 観 測 点 を 用 い 、 衛 星 の 飛 来 予 報 よ り
観 測 時 間 及 ひ 使 用 す る 衛 星 を 決 定 し た。 電 源
の 確 保 は、 雪li,1[の バ ッ テ リ ー を 利 用 し た。
GPS受 信 装 置 は 、 ト リ ン ブ ル4000S
Xを 使 用 し、 測 位 条 件 と して は 絶 対 測 位 の2
次 元 測 位 で 行 い 、 結 果 は 直 接 プ リ ン タ に 出 力
し た。
4.観 湿りξ吉果
衛 星 受 信 状 況 は 良 好 で 、 約6時 間 お き に3
衛 星 を 受 信 で き 、 観 測 時 間 に あ る程 度 の 自 由
度 が も て る。 観 測 装 置 の 作 動 状 況 に お い て も
す べ て 正 常 に 作 動 し、 ア ン テ ナ 及 び 受 信 ケ ー
ブ ル な ど、 野 外 で 使 用 す る 装 置 に 保 温 す る こ
と な く、-10℃ 下 で 使 用 し て も 支 障 が な か
っ た。 受 信 機 及 び 出 力 装 置 は 、 雪 上 車 内 で 室
温 一5～5℃ 内 の 状 態 で も 稼 働 し た。
精 度 に つ い て は、 観 測 時 間 が30分 程 度 と
短 時 間 で あ っ た が、NNSS方 式 で 求 め た位
置 と の 差 は、 ベ ク ト ル で 約16mの 結 果 が 得
ら れ た。
5.考 察
今 回 の 実 験 観 測 に よ り、 極 地 に お い てGP
Sが 使 用 可 能 で あ り、 精 度 的 に も 絶 対 測 位 方
式 で は 、 公 称 精 度100mに も か か わ ら ず、
ま た 、 観 測 時 間 が30分 と い う 短 時 間 で 良 好
な 結 果 が 得 ら れ た こ と は、GPSの 有 効 性 を
刀くず も の で あ る。2次 元 測 位 で 行 っ た た め 、
精 度 的 に 誤 差 は あ る が 、 本 来 の3次 元 測 位 で
実 施 す れ ば 、 更 に 良 い 結 果 が 得 ら れ る と思 わ
れ る。
ま た 、 今 回 は 絶 対 測 位 方 式 で 実 施 し た が、
干 渉 測 位 方 式 を 採 用 す れ ば 、10-7で 位 置 決
定 が で き、 そ の 用 途 は 他 方 面 に も 広 く応 用 す
る こ と が で き る。
今 後 は 、GPSの 使 用 に よ り、 一 層 の 極 地
に お け る機 動 性 と、 高 精 度 の 地 形 図 を 提 供 す
る こ と が 期 待 さ れ る。
一41一
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南 極 水 系 の 総 合 解 析(1)
O角 田 晋 也(東 京 大 学) 綿 祓 邦 彦(東 京 大 学)
南 極 の オ ア シ ス に は 様 々 な 湖 が あ る 。 こ れ ら の 水 の 溶 存 化 学 成 分 の 統 合 的 な 解
釈 を 目 指 し て 主 成 分 分 析(Principal　 Co国ponent　 Analysis)を行 っ た 。 対 象 と し て
McMurdo　 Oasis,Syowa　O sis,Vestfold　 Oasisの 湖 、 河 川 、 氷 河 融 水 を 用 い 、 化 学
成 分 と し て は 、Na'.K㌦ 岡g2',Ca2',Cl-,SO42一 を 用 い た 。
Na',K',Mg2+、Ca2',SO、2一 の 各 濃 度 をC1一 の 濃 度 で 割 り 算 し た も の を 各 々 平 均0,
標 準 偏 差1に 標 準 化 し て 主 成 分 分 析 し た 。(図1)(表1)第 一 主 成 分 の 寄 与 率
は66Xと 大 き く 、 第 一 主 成 分 軸 の 向 き(固 有 ベ ク ト ル の 向 き)は 、 他 の イ オ ン に 対
し てC1一 の 濃 度 の 比 率 が 小 さ い ほ ど 、 第 一 主 成 分 の 値(Z1)が 大 き く な る 向 き で
あ る 。 っ ま りC仁 の 濃 度 の 比 率 が 水 の 特 徴 を 最 も よ く 表 し て い る 。 氷 河 融 水 はZ1
へ
が 大 き く(C1一 の 濃 度 の 比 率 が 小 さ く)、 海 水 はZ1が 小 さ い(C1一 の 濃 度 の 比 率
が 大 き い)。'こ の こ と は 濃 縮 係 数 を 用 い た 議 論 が 適 切 で あ る こ と を 裏 付 け て い る 。
な お 、 濃 縮 係 数 は 、Mを あ る イ オ ン の 濃 度 と す る と き 、(M/Cl湖 水)/(M/Cl海 水)と
定 義 さ れ る 。
Syowa　 Oasis,Vestfold　Oasisの 湖 は 第 一 主 成 分 も 第 二 主 成 分(Z2)も 海 水 に
近 い の で 海 水 起 源 で あ る と い え る 。 し か しMcMurdo　 Oasisの 湖 はZ1-Z2平面 上
で 座 標 が 海 水 と は か け 離 れ て い る の で 簡 単 に は 起 源 が 何 で あ る か 説 明 で き な い 。
McMurdo　 Oasisで は 、 降 雪 量 よ り 蒸 発 量 が 多 い の で 、 塩 の 起 源 と し て 降 雪 は 無 視
で き る 。 海 水 を 蒸 発 さ せ な が ら0'C以 下 に 低 温 濃 縮 す る と 、-8.2'CでNa2SO4・10H2
0が 析 出 し、-22.9'CでNaCl・2H20が 析 出 し 、-36'CでKMgCl3,MgCl2112H20が析 出 す
る が 、 最 後 ま でCa2'は 析 出 し な い 。 そ こ でCa`'を 保 存 量 と 考 え て 、Ca2"以 外 の イ
オ ン が ど れ だ け 系 か ら 取 り 除 か れ た か 計 算 し た 。 こ の 取 り 除 か れ た イ オ ン をLost
Ionと 呼 ぶ こ と に す る 。 こ こ で は 考 え て い る 起 源 以 外 か ら は イ オ ン の 供 給 は な い
と す る 。 す な わ ちLost　 lonの 量 は 負 に な ら な い 。(Ca2'が 保 存 さ れ る と い う 前 提
の も と で は 、　 Lost　 lonの 量 が 負 に な る と い う こ と は 、 考 え 落 と し た 起 源 が あ る と
い う こ と に な る 。)こ こ で 次 の3通 り の 場 合 に 分 け て 考 え る 。
第 一 に 、 海 水 の み が 起 源 の 場 合 は 海 水 よ り 濃 い は ず で あ る 。 海 水 がk倍 に 濃 縮 さ
れ て サ ン プ ル の 濃 度 に な っ た 、 す な わ ち
k*{Ca2◇ 、。、|・[Ca2+s、m。le]






と し て 計 算 で き る 。
hfork,Northfork　 No.4,1ake　 Vandaと 、 そ の 地 下 水 、
水 、　 Balha皿Lakeは 、 海 水 起 源 と し て 説 明 で き る 。(表2)
第 二 に 、
の と き も 海 水 の み が 起 源 の 場 合 と 同 様 に 計 算 で き る 。
ownsworth湖 の 水 の 値 を 用 い た 。 こ の と き はK◆ 、
k*【K.r]一{K.sem。le]ニO
k*{M92.r】 一【Mg2.sam。lelニ0
(こ こ で 添 え 字tは 氷 河 離 水 を 意 味 す る)
が 成 り 立 つ も の は 氷 河 融 水 の み が 起 源 で あ る と 考 え る 。
ま で は 誤 差 範 囲 と す る 。 す る とBonney湖 の 東 か ら の 流 入 水 と 、
cierか ら の 融 水 と 、　 Onyx川 と 、Bu11湖 の 水 は 、
(1.1)
た だ し 現 存 の 濃 度 の3割 ま で は 誤 差 範 囲 と す る 。 す る とSout
Don　 Juan　 Pondと 、 そ の 地 下
氷 河 融 水 の み が 起 源 の 場 合 は 海 水 程 度 よ り 薄 い 場 合 の み を 考 え る 。 こ
氷 河 散 水 と し て1972年 のBr
Mg2+も 保 存 さ れ る 。 す な わ ち
(2.1)
(2.2)
た だ し 現 存 の 濃 度 の4割
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Wright　 Lower　 Gla
Brownsworth湖 の タ イ プ の 水 が 起 源
一43一
で あ る と し て 説 明 で き る 。(表3)
第 三 に 、 海 水 と 氷 河 融 水 両 方 が 起 源 の 場 合 は 海 水 程 度 よ り 薄 い 場 合 の み を 考 え
る 。 こ の と きK'、Mg2'も 保 存 さ れ る 。 海 水 がa倍 に 濃 縮 し た も の と 、 氷 河 離 水 がb
倍 に 濃 縮 し た も の がp:1-pの 割 合 で 混 合 し た と 考 え る と 次 の 式 が 成 り 立 つ 。 。
a*P*【Ca2.soal+b*(1-P)*【Ca2.r]=ICa2.sem。1.】
a*P*IMg2.see】+b*(1-P)*[Mg2.t】 ニ 【M92◎samPle】
式(3.1)と(3.2)よ りa*pとb*(1-p)が 求 め ら れ る 。K◆ も 保 存 さ れ る の で 、
a*p*【K.see】+b*(1-p)*【K+t工 ーIK.5am。1e)=0
が 成 り 立 つ も の は 海 水 と 氷 河 融 水 両 方 が 起 源 で あ る と 考 え る 。 こ こ
Rsを 定 義 す る 。
Rs={a*p]/{b*(1-p)]
海 水 は 氷 河 融 水 の200倍 以 上 の 濃 度 が あ る の で 、
寄 与 が 無 視 で き な い が 、
氷 河 離 水 と し て1972年 のBrownsworth湖 の 水 の 値 を 用 い た 。
sworth湖 の 水 の 海 水 寄 与 率 が10の 一4乗 の オ ー ダ ー に な る の で 、 こ
値 を 、 誤 差 の 範 囲 と 考 え る こ と が で き る 。(表4)よ り 、
ondは 海 水 と 氷 河 散 水 の 両 方 が 起 源 で あ る と し て 説 明 で き る 。
海 水 の 寄 与 が 大 き い 。
以 上 の 計 算 よ り 、
の み が 起 源 、　 Bull　 Lake,Onyx　Riverは 氷 河 融 水 の み が 起 源 、




で 海 水 寄 与 率
(3.4)
海 水 寄 与 率 が10の 一2乗 で は 海 水 の
10の 一4乗 程 度 よ り 小 さ け れ ば 海 水 の 寄 与 は 無 視 で き る 。
す る と1981年 のBrown
の0.0003と い う
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Lake　 Joice,CanoPus　P
Canopus　 Pondの 方 が
Lake　 Vanda,Balham　Lake,South　 Fork,North　 Fork　 No4は 海 水
















































第1主 成 分 第2主 成 分 第3主 成 分 第4主 成 分 第5主 成 分















me'水 がk倍 に 濃「福 し た と 仮 定 す る.　 milliva1=millimo1!1事charge
… 爆殺 であると考蕩 遍翻 ら除去言。諮 品 品 鵠 計肌 た'




















































陸 水 がa倍 に 濃 縮 し た と 仮 定 す る mi11'1va1=millimo1/18charge
Cuは1斤 出 し な い と仮 定 し て 折 出 した イ オ ン の ∫aを見積 っ た.K.卜19も保 存 さ れ る と 仮 定 す る が 、現 存 の 濃 度 の 4削 迄を 誤差 範囲 と し た.
陸 水 二い1`cBrown8Horth72!12/26 Lost Ion!凧illiva1
SITE　 .　 NOTE a Na K 卜1ぱ C1 SO4
Donncy　 inflow　 from　 ea8し10.5 0,649 O,028 O,009 0,750 0,746
Illelt　 冒ater 1.0 0,047 0,003 0,000 一〇.OO3 0,111
from　 Wright　 Lo5der　 Glacier
nro阿ns冒orしh72!12!26 1.O 0,OOO 0,000 0,000 0,000 0,000
nrownsworth81・!01/06 1.2 0,070 一〇,004 一〇,033 0,032 0,058
σπ1こivcr
from　 L瓜ke　 Drown8冒orしh 1.3 O,109 0,OO2 0,004 O,016 0,119
near　 the　 トleserve　 Glacier1.6 0,124 一〇,OO1 一〇.016 0,060 O,101
at　 Vando　 Weir 2.2 0,180 一〇.002 一〇.OO3 0,120 O,128
水 深
Vund瓜5.8m 30.0 2,153 一〇.023 0,362 一1.100 3,583
n1111 7.6 O,878 0,007 O,049 O.何1 0,772
表 今
・一.「'一 一ー- 一7一 幽一 ・一 一 .一.・..一 言.噌9-」.一,7..,.一...一,一 一. 「7¶ 一...一 「一一幽 一 「一髄一 一 一 一一7
海 水 がa倍 に濃 縮 し た も の と 陸 水 がb倍u、に 濃 縮 し た も の がp:1-pの 割 合 で 混 合 した
と 仮 定 す る. ,
OuとMぱ は1斤 出4し な い と仮 定 し て1片 山し た イ オ ン の 鼠 を 兄 頂 っ た.
海 水 寄 与 準 二a‡p!(b‡(1-p)) milliva1=mi11'1mo1!1*chnrge
陸 水=LukC Browns冒orth72!12/26 Lo8t Ion　 (milliva1}.`
SITE NOTE 海 水 ・寄与 串a.P b*{1-P)K Nu C1 SO4
Canopu8　 Pond 0.OO292・10.00390、1.33 O,004 O,496 1.07・ 一 〇.4
Ihl11 一〇.000066 一〇.OOO5117.69 0,003 O,656 O,176 0.7
Onyx　 River
near　 Du11Pass O.000063 0.0001101.76 一〇,002 0,188 0,140 0.1
from BrOHn8冒orth 一〇,000029 一〇.0000381.31 0,OO2 0,093 一〇.003 0.1
near　 theMeserve 0.000105 0・0001651.57 0,OOO 0,196 0,145 0.1
Glacier
.尉e1「 一〇.000034 一〇.0001153.39 0,000 0,207 0,093 0.2
."G1「 Oゆ00000 O.0000002.62 一〇,OO2 0,222 O,136 0.2
水 深
Joyce 5m 一〇.000032 一〇.OOO1063.34 一〇.020 一〇,187 一〇.527 一 〇.0
Joyce 13m 0.000196 0.0054828.0 一〇,105 一4.21 一2.49『 一1.6
Joyce 20m 0.OOO453 0.0498110 0,069 一1.64 4.10「 一2.7
Joyce 25m 0.000425 0.0486114 O,077 一3.65 3.62 一3.8
Joyce 30m 0.000440 0.0525119 0,171 一1.39' 4.42 一4.1
Joyce 33m 0.OOO721 0.0826114 0,174 10.6 19.4' 一4.5
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南 極 水 系 の 総 合 解 析(2)
O角 田 晋 也(東 京 大 学) 綿 板 邦 彦(東 京 大 学)
南 極 に お け る オ ア シ ス の 地 域 毎 の 特 徴 を 調 べ る た め に 、 ま ずSyowa　 OasisとMcM
urdo　 Oasisに 分 け て 、 「 南 極 水 系 の 総 合 解 析(1)」と 同 様 に 主 成 分 分 析(Princ
ipa1　 Component　 Analysis)を 行 っ た 。
Syowa　 Oasisの 湖 沼 に っ い て 主 成 分 分 析 し た 結 果 、 い ち じ く 池 の 表 面 、 東 ハ ム ナ
池 、 神 の 池 の 底 層 水 、 日 の 出 岬No.1が 外 れ 値 と な っ た 。 こ の こ と か ら こ れ ら の 池
が 、　 Syowa　 Oasisの 他 の 池 に 比 べ て 、 特 殊 で あ る こ と が わ か る 。 そ こ で こ れ ら の 池
を 除 外 し て も う 一 度 主 成 分 分 析 し た 。(表1)を み る と 、INa'】/【Cl-】 の 平 均 値
は0.855と 標 準 海 水 に 非 常 に 近 く、 こ れ ら の 塩 水 が 海 水 起 源 で あ る こ と を 裏 付 け て
い る 。 第1主 成 分 の 固 有 ベ ク ト ル の 各 成 分 を み る と 、 【Na'1/[Cl-1のみ 負 で し か
も 絶 対 値 が 小 さ い 。 こ れ はNa◇ もC仁 も 海 水 が 起 源 で あ る こ と を 裏 付 け て い る 。 標
準 海 水 をZ1-Z2平 面 に 射 影 す る と(図1-1)、Z1=-LO4,Z2ニ ー0.11と な り 、
塩 水 の 起 源 が 海 水 で あ る こ と を 裏 付 け て い る 。K+,Mg2',Ca2',SO、2一に 対 す るCl'の
比 が 小 さ く な る ほ ど 、[Na'1/[Cl-】 の 値 に 関 わ ら ず 、 第1主 成 分(Z1)の 値 が
大 き く な る の で 、 海 水 はZ1の 値 が 小 さ く 、 氷 河 融 水 はZ1の 値 が 大 き い(図1
-1)。 ま たCl－ の 濃 度 が 大 き い も の は、Z1の 値 が 一1の 付 近 に 集 中 す る 傾 向 が あ
る(図1-2)。 っ ま りZ1の 値 の 大 小 は 融 雪 水 の 寄 与 の 大 小 を 表 し て い る 。 第
2主 成 分 の 固 有 ベ ク ト ル の 各 成 分 を み る と(表1)、INa'】/【Cl-】 の み 極 端 に 大
き い 。 っ ま りZ2の 値 は ほ と ん ど{Na'1/[C1'】に 等 し く 、{Na'1/{C1-】 が 大 き い
ほ どZ2の 値 が 大 き い 。 こ こ でa・ 【Na',e、Lb={Cl-,e,1とお き 、　 NaC1が 単 位 体 積 の
海 水 か らx(■ol)だ け 析 出 し た(x〈0の と き は －x(mo1)だ け 系 の 外 か らNaC1が と け 込
ん だ)と す る と 、{Na←1/【C1'1は 、(y=【Na'1/【C1'】 と お い て 、)
y=(a-x)/(b-x)
=1+(b-a)/(x-b)(1.1)
こ こ でa〈bな の で 式(1.1)の グ ラ フ は(図1-3)の 双 曲 線 に な り 、x〈bで 単
調 減 少 と な る 。(な お 、 海 水 が 蒸 発 し て 濃 縮 し た 場 合 も 、 淡 水 が 海 水 に 混 入 し て
希 釈 さ れ た 場 合 も 、 式(1.1)と 同 じ 形 の 式 が 導 け る 。)っ ま り 一 般 的 に は 海
水 はNa'の 方 がC1一 よ り も 濃 度 が 小 さ い か ら 、　 NaClが 析 出 す る と[Na+】/{Cl'1が小
さ く な り 、 系 の 外 か らNaC1が と け 込 む と{Na'1/{C1-]が大 き く な っ て1に 近 づ く 。
NaC1が 析 出 し た た め に[Na+1/{C1-]が小 さ く な っ て い る も の はZ2の 値 が.小 さ い
(グ ラ フ で は 下 方 に あ る)。 ま た 海 水 に 系 の 外 か らNaClが と け 込 ん だ も の は 【Na'
1/[C1-】 が 大 き く な っ て 、Z2の 値 が 大 き い 。
McMurdo　 Oasisの 湖 沼 に っ い て 主 成 分 分 析 し た 結 果(図2)をみ る と 、　 McMurdo
Oasisの 他 の 湖 沼 と 比 べ て 、　 Labyrinthの 池 の 水 がNa',K',Hgご ←,Ca2+tCl-,SO42一の
濃 度 の 比 率 に 関 し て 非 常 に 多 様 で あ る こ と が わ か る 。 第1主 成 分(Z1)の 固 有
ベ ク ト ル の 各 成 分 を み る と(表2)、 す べ て 正 で あ る が 、[SO42-1/【C1-]の み 値
が0.662と 大 き い 。 硫 酸 塩 が 析 出 す る とZ1の 値 が 小 さ く な り(グ ラ フ で は 左 方 に
ゆ き)、 硫 酸 塩 が と け 込 む とZ1の 値 が 大 き く な る 。-Z1の 値 の 大 小 は 低 温 下
で の 濃 縮 の 初 期 の 段 階 す な わ ち 硫 酸 塩 の 析 出 の 大 小 を 表 し て い る 。 実 際 、 高 塩 分
の 水 はZ1の 値 が 小 さ い 。 第2主 成 分 の 固 有 ベ ク ト ル の 各 成 分 を み る と(表2)、
【Mg2◇]/【Cl-1の 値 が0.685、 【K']/{Cl-]の 値 が 一〇.556と 絶 対 値 が 大 き い 。 ま た 低
温 下 でMg2'が 析 出 す る ほ ど 充 分 に 濃 縮 さ れ る と 【Mg2◇1/{C1-]の値 が 小 さ く な る の
でZ2の 値 も 小 さ く な る 。　 Labyrinthの 池 の 水 は 、　 McHurdo　 Oasisの 他 の 湖 沼 に 比
べ てZ2の 値 が 大 き い こ と が グ ラ フ よ り は っ き り わ か る 。 し た が っ てLabyrinthの
水 はMg2+が 析 出 す る ほ ど に は 充 分 に 低 温 濃 縮 が 進 ん で い な い と い え る 。
図2よ りLabyrinthは 独 立 し た 地 域 で あ る と み な せ る の で 、　 Labyrinthの 池 の み
に っ い て 主 成 分 分 析 を 行 っ た 。 第1主 成 分 の 固'有 ベ ク ト ル の 各 成 分 を み る と(表
一46一
3)、 【Mg2']/{C1-1だけ ほ と ん ど0と な り 、 他 は だ い た い 同 じ 値 に な っ た 。 こ れ
は[Na'】/【C1-|,{K'】/[C1-],{Ca2'|/[Cl'】,[SO42-1/[C1-】 の 値 が 大 き い ほ
ど 、[Mg2'】/{Cl']の 値 に 関 わ り な く 、 第1主 成 分Z1の 値 が 大 き く な る こ と を 示
し て い る 。 な お 氷 河 か ら の 散 水 はCl－ の 比 率 が 小 さ い の でZ1の 値 が 大 き い 。(図
3-2)はZ1の 値 が 大 き い 水 は 低 濃 度 で あ る こ と を 示 し て い る 。 す な わ ち 第1
主 成 分Z1の 値 が 小 さ い ほ ど(っ ま り 塩 分 濃 度 が 大 き い ほ ど)Na',K',Ca2+tSO42一が
析 出 す る な り し て 系 か ら 除 か れ る こ と を 示 し て い る 。 第2主 成 分 の 固 有 ベ ク ト ル
は{M92']/【C1']の み 大 き い 。 こ れ は 、{Mg2'】/{Cl-]が 大 き い ほ ど 、 他 の[Ca2'】
/{Cl'】 等 の 値 に 関 わ ら ず 、 第2主 成 分Z2の 値 が 大 き い こ と 、 す な わ ちZ2の 値
の 大 小 が ハ ラ イ ト と い う 形 で のC1'の 析 出 量 の 大 小 を 表 し て い る 。　 Labyrinthに お
い て はMg2◇ とCl－ は 高 い 相 関 が あ る の だ が 、 元 の デ ー タ を 分 散 が1に な る よ う に
標 準 化 し た の で 、 僅 か な 差 が 顕 著 に 現 れ た 。(図3-2)よ り 、 濃 度 の 大 き い 水
.は 濃 度 比 が 一 定 の 範 囲 、 っ ま りZ1=-1,Z2=0のf寸 近 に 集 中 す る こ と が 読
み 取 れ る 。 標 準 海 水 の デ ー タ を こ のZ1-Z2平 面 上 に 正 射 影 し て み る と 、 座 標
はZ1=-L27,Z2・ ・-2.27と な り 、Z1の 値 は ラ ビ リ ン ス に お け る 高 塩 分 の 水 に 近 い が、
Z2の 値 は ラ ビ リ ン ス の 水 よ り 下 方 に 位 置 す る 。 こ の こ と はLabyrinthの 水 が 海 水
起 源 で は な い こ と を 示 し て い る 。 風 選 塩 は 、 海 水 よ り 団9ビ'1/{C1']の 値 が 大 き い
の で 、Z2の 値 も 海 水 よ り 大 き い が 、　 Labyrinthの 水 の[Mg2'1/【Cl-jの値 が 海 水
の{Mg2']/{Cl-]の 値 の3倍 も あ る の は 風 送 塩 で は 説 明 で き な い 。 地 質 学 的 に
Mg2+の 起 源 を 解 明 す る 必 要 が あ る 。 氷 河 粘 土 の 化 学 組 成 を 調 べ る の が 一 つ の 方 法















1罵 鑑?霊 、;':1』}11:1聾 、8:ll§.1:lil2:lll幽
cumulativeproportion62.68582.56193.1479?.934.100.000
eigenvector






























































































rateX 5'f;49'324';70'3 i2∵068 i'130σ'
700'''''"100';OOO'層P.rφporUon 5.1∵493 76∵195 88∵263
eigenvector
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○ 松 本 源喜(東 大 教 褻),綿 抜 邦 彦(東 大 教 養),鳥 居 鉄 也(千 葉 工 大)
'【は じ め に 】 ヒ ド[コ キ シ 酸 は バ ク テ リ
ア か ら 維 管 束 植 物 に い た る 多 種 類 の 生 物 に
分 布 す る が.近 年 ま で 藻 類 に は 存 在 し な い
と 考 え ら れ て き た.ヒ ド ロ キ シ 酸 に は,2
- ,3-,ω 一,(ω ・ 1)一 ヒ ド ロ キ シ 酸 や
ジ ー,ト リ ヒ ド ロ キ シ 酸 な ど 多 数 の 異 性 体
が 知 ら れ て お り,地 球 化 学 に お け る バ イ オ
マ ー カ ー と し て 重 要 と 考 え ら れ る,南 極 は
生 物 の 生 存 に 対 し 極 め て 過 酷 な 環 境 で,南
極 半 島 の 北 部 を 除 き 維 管 束 植 物 は 分 布 し な
い.南 極 に お け る ヒ ド ロ キ シ 酸 の 研 究 は 極
め て 限 ら れ て お り,　 Nlatsumoto　 et　 al.(198
8,1989)に よ る,マ ク マ ー ド ド ラ イ バ レ ー
の 湖 沼 水 お よ び 堆 頂 物 中 に 存 在 す る,こ れ
ら の 特 徴 の 報 告 が あ る の み で あ る.今 回 は
同 地 域 の 土 壌 中 の ヒ ド ロ キ シ 酸 の 特 徴 を 明
か に し,堆 積 物 の そ れ と 比 較 す る と と も に,
地 球 化 学 的 意 義 を 討 論 す る.
【材 料 と 方 法 】 土 壌 試 料 は1!〕82・・86の フ
ィ ー ル ド シ ー ズ ン に.マ ク マ ー ド ド ラ イ バ
レ ー の ド ン フ ァ ン 池 東 部 お よ び ポ ニ ー 湖 湖
岸 で 採 取 し,-20℃ で 保 存 し た も の を 使 用
し た.土 壌 試 料 は0.5H　 KOII/MeOllで ケ ン 化(
80℃,2h)後,酢 酸 エ チ ル で 抽 出 し た.シ
リ カ ゲ ル ソ1ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ り
ヒ ド ロ キ シ 酸 を 分 離 後,ト リ メ チ ル シ リ ル
エ ー テ ル メ チ ル エ ス テ ル 誘 導 体 と し,　 Sh卜
mad2u　 QP1000　 GC-MSで 測 定 し た　 　 (　Matsu-
moto　 1い1Gl　Nat三し:　hi　ma,　 199・4;　 ll　Et　t:　umo　l,o　cr　L
a1.,1988).
【結 果 と 考 察 】 ポ ニ ー 湖 西 岸 の 土 壌 試
料 か ら い ら れ た,3一 ヒ ド ロ キ シ 酸 の マ ス
ク ロ マ ト グ ラ ム(m/zl75)を 　 Fig.　 1　に
示 す.炭 素 鎖 がC8か らC24に 達 す る 一 連
の 直 鎖3一 ヒ ド ロ キ シ 酸 が 偶 数 炭 素 優 位 で,
イ ソ ー お よ び ア ン チ イ ソ ー3一 ヒ ド ロ キ シ
酸 と と も(こ 検 出 さ れ て い る.分 析 し た 土 壌
試 料 中 に は3一 ヒ ド ロ キ シ 酸 の 他 に,一 連
の2-,ω 一 お よ び(ω 一1)一 ヒ ド[コ キ シ 酸
が 同 定 さ れ た.主 な2一 ヒ ド ロ キ シ 酸 は
Cご1.C22,C23,C24,C25お よ びC26
な ど の 長 鎖 成 分(≧C20)で,偶 数 炭 素 優
位 の 試 料 が 多 か っ た.そ れ に 対 し,主 な3
一 ヒ ド ロ キ シ 酸 はC12 ,C14.C16お よ び
C18な ど の 短 鎖 成 分 か ら 構 成 さ れ,す べ て
の 試 料 で 偶 数 炭 素 優 位 で あ っ た.ω 一 ヒ ド
ロ キ シ 酸 はC12,C13,C14お よ びC15な
ど の 短 鎖 化 合 物 が 主 成 分 で,偶 数/奇 数 炭
素 比 は1に 近 か っ た.(ω 一1)一 ヒ ド ロ キ シ
酸 はC2GやC2uな ど,偶 数 の 長 銀 化 合 物 が
主 成 分 で あ っ た.2-,3一 お よ び(ω 一1)
一 ヒ ド ロ キ シ 酸 は 湖 沼 堆 預 物 に も 存 在 す る
が,ω 一 ヒ ド ロ キ シ 酸 は 検 出 さ れ ず,起 源
の 相 違 に よ る も の と 推 定 さ れ る,土 壌 中 の
ヒ ド ロ キ シ 酸 は,バ ク テ リ ア,シ ア ノ バ ク
テ リ ア お よ び 微 細 藻 類 な ど の 微 生 物 成 分 に
由 来 す る も の の 他 に,脂 肪 酸 の 酸 化 な ど の
影 響 が あ る も の と 考 え ら れ る.




加 藤 喜 久雄(名 大 ・水 圏研)、 福 田 正 己(北 大 ・低 温 研)
1987年 の11～12月 に かけ て、南 極
半 島付 近の マ ラ ンビオ 島(64°14'S、
56°38'W)に お いで 永久 凍土 の調査 を
行 な った。 この調査 の概 要 につ いて は昨 年の
本 シ ンポ ジ ウム に お いて報 告 した(福 田)。
今 回 は、そ の時 に 見出 された 氷撰(ice-wedge
)の 氷体 に つ いて安 定 同位体 特性 と化 学特 性
を明 らかに した ところ 、 これ らの特性 が北 極
域o)ice-wedge　 ice　bodyに はな い大 変特異 な
も ので あ るこ とが判 明 した。 これ らの大変 特
異 な安定 同位 体特 性 と化 学特性 を検討 す る こ
とを通 して 、 このicc-wedge　 icc　bodyの 生 成
過程 の解 明 を試 み る。
マ ラ ンビオ島 は数100mを こえ る厚 さの
永 久凍 土が 分布 す る連続 的 永 久凍土 地域 で あ
る。マ ラ ン ビオ島 に隣 接 す る ジェ ームズ 島 お
よびセ ロ ネバ ド島 は いずれ も厚 い氷 帽 に覆 わ
れ て いるが 、 マラ ンビオ島 に は氷河 は現 存 し
て いな い。
マ ラ ンビオ 島で は、 永久 凍 土の形成 に伴 っ
た特 異な地 形 であ る ツ ン ドラ構 造土 が 発達 し
て いる。 高度200mO)台 地面 で のツ ン ドラ
構 造 土の下 には 、古 第三紀 系 の基盤 岩 であ る
泥 岩 に細 長 く切 り込 んだ氷'襖 が見 出 された 。
図1に 示 す よ うに、氷 撰 の上端 面 の幅 は20
～30cmと 狭 い。氷 喫 の下 限 を確認 す るた
め ロ ックブ ロー カ ーを使 っ て掘 削 した ところ
地表 か ら180crnに 達 していた 。
氷 襖 の構造 を北 極域 の もの と比 較す る と、
幅が 狭 く、縦 方 向の 構造 が明 瞭で な い。 この
こ とは 、 このice-wedge　 ice　bodyが 、強 い冷
却 によ る凍土 の収 縮 によ り割 れ 目が発 生 し、
そ こへ融 解水 が満 た す こ とで 太 って い く北極
域 のice-wedge　 icc　bodyと は異な った 生成 過
程 を経 てで きた 可能性 を示 して いる。 また 、
北極 域 の氷梗 は 、 シル トや粘 土 の永久 凍土 中
に 生成 して お り、基 盤岩 中 に まで切 り込 んで
いるも の は見出 だ され て いな い。 さ らに 、マ
ラ ンビオ の氷櫻 の下 部 では塩 類 の析 出が確 認
された が 、北極 域 の氷模 で は まった く観察 さ
れ ていな い こ とで あ る。
図1氷 模の形態 と氷温
図1に 示 したice-wedge　 ice　body、　および
地 表の凹 地 に見 出 された厚 さ65cmの 氷体
と新 雪 を採取 し、現地 で融 解 した水 試料 にっ
いて酸 素安 定同位 体 比の測 定 と主要 イオ ンの
分 析 を行な った 。そ れ らの結果 を表1と2に
示 した 。
表1か ら、　ice-wedge　 ice　bodyの 上部 と下
部 では酸 素安 定同 位体 組成(δi80)も 各 イ
オ ンの 濃度 も大 き く異 な って いる こ とが分か
る。 この氷襖 の下 部 では塩 類 の析 出が確 認 さ
れ て いるが 、各 イオ ン濃度 の みでな く δlao
値 の著 しい増 大 は この こと を反映 した もの で
あ り、 か っての低 温 乾燥下 で の液体 あ る いは
固 体の 水 の濃縮 が行 なわれ た こ とを示 して い
る。 これ らの こ とは 、前述 した北極 域 のice-
wedge　 ice　bodyの 生成 過程 とは まった く異 な
るこ とを意 味 してお り、 この 氷襖 自身 の生成
過 程 も北極 域の もの とは異な る可能 性 を暗示
一50一












































































































































して いる といえ よ う。
表2に 示 した 、地表 の凹 地 に見 出だ された
厚 さ65c　 rnの 六 体 にお ける δ川○ と各 イオ
ン濃度 の垂 直分布 も 、低温 乾燥 下 での液体 あ
るい は固体 の水 の濃縮 の初期 過程 に関す る情
報 を供給 して くれ よ う。水 の濃 縮が進 行 す る
につれ 、表1のice-wcdge　 icc　bodyの 上 音ll、
下 部の順 に水 の 化学組 成 が変 化 した もの と考
え られ る。
以上 の ような低 温 乾燥 下で の液 体あ る いは
固 体の 水の濃 縮過 程 に関 す る情 報 は、昨 年 の
本 シ ンポ ジウム で発表 した(加 藤)、 ドライ
バ レー地 域 の塩湖 の水 の生 成過 程 の解 明に も
大 いに 有川 であ ろ う。
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Sφr　 Rondane西 部 地 域 の 古 地 磁 気





1は じ め に
JARE　 30夏 隊 で 行 っ た 古 地 磁 気 学 用 試 料 採 集 と そ の 結 果 の 一 部 を 紹 介 す る 。 調 査 はSσr
Rondane　 Mts.　 の 西 半 分(Gjelbreen　 -　Nils　 Larsenfjellet　の 間)の 主 要 な　Nunakakを 対 象 に
行 っ た 。 採 集 さ れ た 岩 石 は 、　 gneiss類,　 granite,　 pegraatite,　 dolerite,　 Syenite,
diorite,　 tonalite　 等 で あ る 。 試 料 は 、37地 点 か ら コ ア ー 試 料809個,サン ド サ ン プ ル507個
採 集 し た 。 現 在 こ れ ら の 試 料 の 切 断 を 終 え 、 磁 気 的 性 質 を 測 定 中 で あ る 。
2　 Pingvinane　 の　granite
Pingvinane　 に 分 布 す る　granite　 の8地 点 か ら 得 ち れ た 試 料 の う ち 、 西 端 の　Nunatak(site
4)か ら得 ち れ た60個 の 試 料 のNRMは 比 較 的 が 強 く(10,6Am2/kg)、ス ピ ナ ー 磁 気 計 で 測
定 可 能 で あ っ た 。 しか し他 の 地 点 の 試 料 のNRMは 、10-8Am2/kg以 下 で　SQUID磁 力 計 に よ
る 測 定 が 必 要 で あ り 、 ま だ 測 定 を 開 始 し て い な い 。
site　 4'の 試 料 のNRMは 交 流 消 磁 に 対 し比 較 的 安 定 で 、10mTで 消 磁 し た 場 合 、 適 正 な 磁
化 方 位 を 得 る こ と で き た 。　 NRMの 平 均 的 な 方 位 は 伏 角(1)=68.3° 偏 角(D)=315.3°
αg5=4.1° で あ る 。 こ の 値 か ら 得 られ るVGPの 位 置 は 南 緯37.4° 西 経10.5° で あ る 。 こ
のVGPの 位 置 は 、 東 南 極 の 古 生 代 初 期(Cambro-一 一〇rdovician　 Period)　 のVGPの 位 置 よ り高
緯 度 で 西 方 に 位 置 し て い る 。 こ の 地 域 のGRANITEのAr40/Ar39年 代 が440-450Ma
(Ordovisian中 ～ 後 期)と 前 者 の も の よ り新 し い こ と を 考 え る と 、 ゴ ン ド ワ ナ の 見 か け の 極 移
動 曲 線(APWP)と 矛 盾 し な い 。
3　 Lunckeryggen　 の　Syenite
Lunckeryggenの 　Syenite　 は 極 め て 強 いNRM(10-5Am2/kg)を持 つ 。 交 流 消 磁 に 対 す る
挙 動 は 、 複 雑 で 同 一 地 域 の 試 料 で あ る に も か か わ ら ず 、 安 定 な も の と 不 安 定 な も の が 混 在 す る 。
こ れ は 極 め て 大 き なVRMが 付 加 さ れ て お り 、 試 料 に よ っ て はVRMを 完 全 に 消 磁 す る(30mT
以 上)前 に 、 安 定 性 分 が 破 壊 さ れ て し ま う た め と 考 え ら れ る 。 試 料 中 の 磁 性 鉱 物 は 、高 温 酸 化
し たmagnetiteが 顕 微 鏡 に よ り 、 ま た　irreversible　 で あ る がmagnetite　 の　Curie点 が 熱 一
磁 化 曲 線 か ら 得 ら れ て い る 。
NRMの 方 向 は 交 流 消 磁 す る 前 バ ラ バ ラ で あ る が 、 消 磁 す る こ と に よ り 負(下 向)の 高 伏 角 の
磁 化 成 分 が 卓 越 す る 。 例 を 上 げ れ ば 、 図1に 示 す よ う に 、25mTの 交 流 消 磁 で 比 較 的NRM方
向 の ま と ま る 試 料 で も 、 消 磁 す る 前 は バ ラ バ ラ で あ る 。 こ の12個 の 試 料 か ら 得 られ るNRMの
平 均 値 は 、1・77.7°D・201.8° で αg5・3.9° で あ る 。 ま た 得 ら れ るVGPの 位 置 は 南 緯
80.6° 西 経269.3° で 、 今 ま で 東 南 極 か ら 報 告 さ れ たVGPと し て は 新 し い も の で あ る 。
Lunckeryggen　 の　granite　 か ら 、　 Ca　200　 ma　 (Triassic～Jurassic;　 高 橋 他1988)の 年
代 が 得 ら れ て い る 。　 Syenite　 か ら 得 ら れ るVGPの 位 置 と ゴ ン ド ワ ナ のAPWPと を比 較 す
れ ば 、 こ の 岩 石 は　Carboniferous～Permian　Period　 に 安 定 な 磁 化 を 獲 得 し た こ と に な り 、
granite　 の 年 代 測 定 の 結 果 と 一 致 しな い 。 こ の 不 一 致 か ら 、　Syeniteがgraniteよ り古 い と い う
考 え ら れ る が 、 そ の 前 にSyenite岩 石 磁 気 学 的 な 検 討 と 、 年 代 測 定 さ れ たgraniteの 磁 化 測 定
が 必 要 で あ る 。
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ブ リッツ湾お よびケル ゲル ン海台にお ける
ODP119次 航海の成果
酒Jl:英 男,　 Barbara　 Keating,　 ODP　 Leg119　 shipboard　 party
(富 山 大 学 ・理 学 部)(Ha"aii　 UniverSiしy)
1987年12月 か ら88年2月 に か け て 、ODP第11910myまで の 非 常 に 良 好 な 古 地 磁 気 層 序 が 得 ら
次 航 海 は 、南 インド 洋 の ケルゲ ルン海 台 の 北 部2地 点、 れ 生 層 序 と 充 分 な 対 比 が な さ れ た。 こ の2財 ト
南 部4地 点 お よ び 、南 極 海 ブ リッツ湾 で の5地 点 の
合 計11地 点 で 掘 削 を 行 っ た(図1).航 海 の 主 な
目 的 は 、1.図1の 様 に 南 緯49'-67'に お け る 緯
度 トランセクトか ら、 古 海 洋 の 変 遷 を 辿 る、
2.東 南 極 の 大 陸 棚 に 位 置 す る ブ リッツ湾 の 堆 積
物 か ら、 東 南 極 に お け る 氷 床 の 開 始 と 変 動 を
探 る こ と に あ っ た。
ヶルゲ ルン海 台
海 台 北 部 の 掘 削 点(Siしe736,737)は、 現 在
の 南 極 収 束 域 に あ た る。 南 部 のSiしe738と
744の2地 点 の 堆 積 物 で は、 漸 漸 世 の 終 わ り に
初 め て 氷 砕 岩 屑 土(IRD)の 出 現 が 認 め ら れ た。
そ の 他 の 地 点 も 含 め て 後 期 中 新 世 の 堆 積 物 で、
IRDは 増 加 し て お り 、北 部 の 掘 削 点 の 結 果 か ら
み る と 、前 期 鮮 新 世(ca.4.5Ma)に か け て、 南
極 収 束 域 が 現 在 位 置 の 付 近 ま で 北 上 し て い た
こ と が 示 唆 さ れ た。
南 部 のSite738で は 、浅 海 で 噴 出 し た と 考 え
ら れ る 基 盤 玄 武 岩 類 が 水 深2742mか ら 掘 削 さ
れ た。 年 代 は 白 亜 紀(>90mY)と 見 積 ら れ た が 、
現 在 ま で に2742m沈 降 し た こ と は 、非 震 性 海 嶺
の 沈 降 曲 線(Sclaしereta1.,1975)に良 く 合
う。 上 位 の 堆 積 物 か ら、 ケルゲ ルン海 台 の 沈 降 に
伴 う 古 環 境 の 変 動 が 調 べ ら れ て い る。
Siしe738の 厚 さ15cmの 石 灰 質 の 結 状 粘 土 岩
中 に 、白 亜 紀 一第 三 紀 境 界(K-T　 boundary)が 認
め ら れ た。 イリジ ウム量 の 極 大(Schmidt　 et　 a1.)
は 、ナンノ化 石 か ら 示 唆 さ れ る 境 界 よ り10cm程 下
位 に 位 置 し た。 帯 磁 率 と 磁 化 強 度 も、 イリジ ウム
の 集 中 領 域 で 極 大 値 を 示 し、　 K・T　 boundaryに
お け るVorm　 &　Banajee(1987)の 結 果 と 矛 盾 は
な か っ た。
海 台 北 部 お よ びSiしe738の 堆 積 物 は 、掘 削 時
に 乱 さ れ、 更 に 残 留 磁 化 が 弱 い も の が 多 く、
古 地 磁 気 屈 序 を た て る こ と は 難 し か っ た。
Sites744-746では 有 意 義 な 古 地 磁 気 層 序 が 得
ら れ た。 特 に、 海 台 の 南 東 縁 のSites745、746
(水 深 約4100m)か ら 得 ら れ た 堆 積 物 で は、
の 堆 積 物 の 構 成 鉱 物、 微 化 石、 帯 磁 率 の 分 析
か ら は、 氷 期 一 間 氷 期 に 伴 う 周 期 変 動 が 顕 著
に 認 め ら れ た。
Site737-744ま で の 掘 削 時 に は、 テー ンマー クの
タグ ボ ートが 同 行 し て 氷 山 の 監 視 を 行 っ た が、
Siしes745,746で は タグ ボ トーは お ら ず 、氷 山 の 接
近 で 掘 削 が 中 止 さ れ 、 予 定 の 半 分 の 深 度 ま で
し か 掘 削 さ れ な か っ た こ と は、 惜 し ま れ た。
図1Leg119に お け る 掘 削 地 点
雌
ブ リッツ湾 は 、ランバ ート氷 河 に か ん 養 さ れ て い る
アメリー 氷 床 の 開 口 部 に あ た る。 東 南 極 の 氷 河 の
5分 の1を 流 出 す る、 ランハ㌔ ト氷 河 の 影 響 下 の ブ
リッツ湾 で あ る の で 、そ の 堆 積 物 は 東 南 極 に お け
る 氷 床 の 歴 史 を 探 る の に 非 常 に 適 し て い る。
掘 削 は、 南 極 大 陸 か ら10-170kmま で の 大 陸 棚
上 の5地 点 で 行 わ れ た(図2)。
大 陸 側 のSite740で は 、音 響 基 盤 上 の 最 も 古
い 層 準 と し て、 非 海 成 の 赤 色 堆 積 物 が 得 ら れ
た。 こ の 地 層 は、 温 暖 ・季 節 的 な 降 雨 の 気 候
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で 堆 積 し た と 考 え ら れ る。 当 初、 南 極 大 陸 の 変 動 は、 帯 磁 率 の 測 定 で も 認 め ら れ た。 時 代
ランバ トー地 溝 帯 アメリー 層 群(二 畳 紀 か ら 中 生 代)決 定 が 最 も 良 く な さ れ た の は、Site742で 、
と の 対 比 が 考 え ら れ て い た が、　 B.R.Turner　 下 位144mの 層 は、 生 層 序、 磁 気 層 序 の 対 比 か
(ニユー カ7XJ)大 学)等 に よ る 岩 石 学 ・地 球 化 学 ・ らanomalies15-18(37.24-42.73Myr)の堆 積 層
堆 積 学 か ら の 研 究 で は、 む し ろ インド 大 陸 の 東 と 推 定 さ れ た。
部 のMahanadi　 grabenに つ な が る 可 能 性 が 高 い。 氷 床 荷 重 や 氷 河 侵 食 の 履 歴、 生 層 序、 堆 積
非 海 成 で あ る 為 に、 生 層 序 に よ る 年 代 推 定 は 物 中 の ハイアタスを 総 合 的 に 解 釈 し、 ブ リッツ湾 に お
成 さ れ て い な い が 、TurnerはMahanadi　 graben　 　け る 氷 床 の 発 達 が 以 下 の 様 に 考 え ら れ た。
の 三 畳 紀Mahadera　 Formaしionに 相 当 す る と 推　　ODP　 'Legl13等 で、 西 南 極 か ら 得 ら れ た 年 代 よ
察 し て い る。 こ の 赤 色 堆 積 物 の 古 地 磁 気 測 定 り 約6Myr早 い42.5Myrに は 、既 に 巨 大 な 氷 床 が
で は、 浅 い 伏 角 の 残 留 磁 化 方 位 が 得 ら れ た。 ブ リッツ湾 に 存 在 し て お り 、先 端 は、 現 在 の 氷 床
東 南 極 か ら の 中 生 代 の 古 地 磁 気 極 は 余 り 報 告 か ら140km離 れ たSite739の 地 点 ま で、 進 行 し
さ れ て い な い が、 ゴ ンド ワナ大 陸 の 他 の ブ ロックか て い た。 ま た ロス海 で 見 つ か っ て い た 漸 新 世 の
ら の 極 移 動 曲 線 か ら 見 る と 、得 ら れ た プ リツツ湾 氷 河 は 局 地 的 で は な く、 南 極 横 断 山 脈 を 越 え
の 古 緯 度 は ジ ュラ紀 頃 の も の と 調 和 的 で あ る。 た 大 規 模 な も の で あ っ た こ と が 裏 付 け ら れ た。
Siしe741で は 、湖 の 様 な 環 境 で 堆 積 し た 結 状 の そ の 後 、 氷 床 は 進 退 を 繰 り 返 し て い た が、
粘 土 層 が 認 め ら れ た。 第 四 紀 ま で の 殆 ど の 期 間 に 大 陸 棚 に 接 地 し て
大 陸 棚 のSiしes739、742、743で は、 氷 河 性 堆 い た こ と、 第 四 紀 の 極 大 期 に は、 現 在 の 氷 床
積 物 が 掘 削 さ れ た。 氷 床 の 進 化 を 調 べ る 手 段 の 先 端 か ら170km離 れ た 大 陸 棚 の 縁(Site743)
と し て、 物 性 測 定 に よ り 堆 積 物 中 の 氷 床 加 重 ま で、 氷 床 が 張 り 出 し て い た こ と が 明 ら か に
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図2　 Prydz湾 に お け る 掘 削 結 果
　 　　 　 1,1ate;　 m,middie;　 e,early
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Kerguelen海 台 の 一書 地 磁 気
(ODP　 LEG120の 成 果)
井 口 博 夫(神 戸 大 理),　 F.　 Heider(Hunich大 地 物)
ODP　 LEG　 120はKerguelen島(49'S)と
Prydz　 Bay(南 極)(67'S)の間 南 大 洋 の 完 全
な 縦 断 面 を 得 る た め に 計 画 さ れ た 二 つ の 航
海 の2番 目 の 航 海 で あ る.　 Kerguelen海台 の
基 盤 の 性 質 と 年 代,海 台 の 生 い 立 ち と 構 造
発 達 史 お よ びLate　 Cretaceousから
.　Holeceneに か け て の こ の 海 域 で の 海 洋 環 境
の 歴 史 を 知 る こ と が 二 つ の 航 海 の 目 的 で あ
っ た.
Kerguelen海 台 は 地 球 上 で 最 も 大 き な 海
台 の 一 つ で,南 中 央 イ ン ド 洋 に 位 置 す る.
北 東 は　 Australlan-Antarctic　Basin,　 南 は
Princess　 Elizabrth　 Trough,　 南 西 は
African--Antarctic　Basin,　 そ し て 北 西 は
Crozet　 Basinで 境 さ れ る,46'Sから6ぺSま
で の 間 に,北 西 一 南 東 方 向 に 幅200-600km
長 さ2300kmに わ た っ て 延 び て い て.周 囲 の
海 盆 に 比 べ2000-4000m浅 い.こ の 海 台 は 大
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仁ソ11　 0DP　 Leg　 lig　 a!ld　 120　 sites　 are
shown　 inthls　 bathymetric　Chart.
Northern　 Kerguelrn　 Plateau　 (Kerguelen-
Heard　 Plateau)は46'Sから54'Sに 位 置 し,
水 深 は1000mよ り 浅 い.南 側 の　 Southern
Kerguelen　 Plateauは57'Sから64'Sに 位 置U,
水 深 は1500-2000m程 度 で あ る.
ODPLEG　 120で はJOIDES　 Resolution
に よ り1988年2月 か ら4月 に か け て.　 Kergue
len海 台 の5地 点 で 掘 削 し た.　 Northern
Kerguelrn　 PlateauとSouthern　Kerguelen
Plateauの 境 界 部 で1地 点(Site?47),
Southen　 Kerguelen　 PlateauのBanzare
Bankで1地 点(Site　 749),Raggatt　Basinで3
地 点(Sites748,750,and751)で あ る.
(図1)
5地 点 中,Sites747.748及 び750の3地
点 か ら は 厚 い 堆 積 物 を ほ ぼ 連 続 的 に 回 収 し
た,　 APC(advanced　piston　 corer)お よ び
XCB(extended　core　 barre1)で ほ ぼ 連 続 的 に
得 ら れ た 堆 積 物 柱 状 試 料 は 縦 に 半 切 し た 後,
pass-through　cryogenic　 magneto回eter}こよ
り10ま た は15co間 隔 で 自 然 残 留 磁 化 お よ び
9　 mTの 交 流 消 磁 後 の 磁 化 を 測 定 し た(図2).
1ま た,1.5mに っ き 約2個 づ っ 切 り 出 し た 立
方 体 試 料 は40mTま で 段 階 的 に 交 流 消 磁 を 施
し な が ら 磁 化 を 測 定 し た.
結 果 は 以 下 の よ う に ま と め ら れ る.
(1)ほ と ん ど の 堆 積 物 試 料 は 磁 気 層 序 学
に 適 し た 安 定 な 磁 化 を 持 っ て い る.
(2)半 切 コ ア の 連 続 測 定 と 立 方 体 試 料 の
測 定 結 果 は ほ ぼ 一 致 す る.
(3)Site747か ら はPleistoceneか ら
middle　 Oligoceneまで の,Site748か ら は,
Pleistoceneか らmiddle　 Eocene及 びupper
Cretaceousの 長 い 正 磁 極 期 の,ま たSite
751か ら はNeogeneの約 半 分 の,期 間 に わ た
る ほ ぼ 連 続 し た 正 逆 の 古 地 磁 気 記 録 を 得 た.
(4)こ れ ら3地 点 の 磁 気 層 位 と 微 化 石 の
研 究 結 果 と を ま と め る こ と に よ り.　 Pleist
oceneか ら01igoceneまで の 南 半 球 高 緯 度 地
一55一
域 のBio-magnetostratigraphyの 確 立 に 大 き
く 貢 献 す る こ と が 期 待 さ れ る.
???? ???
? ??????? ?
D・cll・tl。・　 1・dhdl。・　 　 綜 設 問




























ま たSite748の 伏 角 は や や 小 さ い け れ ど も,
Site747,749ほ ど 大 き な 差 は な い.
現 在 の 伏 角 と 異 な る 伏 角 の 値 を 示 す747,
749の 磁 化 が 初 生 磁 化 で,Site748.750の磁
化 が 二 次 磁 化 で あ る と 考 え る と,
Kerguelen海 台 は 今 の 位 置 よ り 北,っ ま り 赤
道 に 近 い と こ ろ に あ っ た と 考 え ら る.
結 果 は 以 下 の よ う に ま と め ら れ る.
(1)ほ と ん ど の 堆 積 物 試 料 は 磁 気 層 序 学
に 適 し た 磁 化 を 持 っ て い る.厚 い 堆 積 物 を
ほ ぼ 連 続 的 に 回 収 し たSite747,748.750
の3地 点 か ら 得 た 古 地 磁 気 学 と 微 化 石 の 研 究
結 果 と を ま と め る こ と に よ り,　 Pleistoc
en8か ら01igoceneま で の こ の 海 域 で のBio-・
magnetostratigraphyの確 立 に 大 き く 貢 献 す
る こ と が 期 待 さ れ る.(2)Site747と750
の 玄 武 岩 の 磁 化 の 伏 角 は 現 在 の 位 置 で 期 待
さ れ る 双 極 子 磁 場 の 伏 角 よ り も 有 意 に 小 さ
く,よ り 赤 道 よ り(北 方)に 位 置 し て い た
こ と,さ ら に 南 極 大 陸 と の 間 に 相 対 的 な 運
動 が な い こ と を 示 唆 し て い る.
図2　 An　 example　of　 paleomagnetic
results　 from　 Hole　 748B　 with　 pass-
through回agneto田e,t　 e.J　 af1主_er　 AF
demaglletization　 at　 gmT・
Site751を 除 く4地 点 か ら 採 取 し た 玄 武
岩 試 料 か ら26個 の 測 定 用 試 料 を 切 り 出 し.
ス ピ ナ ー 磁 力 計 に よ り 磁 化 を 測 定 し た.22
個 の 試 料 に っ い て 交 流 消 磁 を,4個 の 試 料 に
っ い て 熱 消 磁 を 施 し た.
バ サ ル トの 磁 化 は 総 じ て 安 定 で,交 流
消 磁 に 対 し て も 熱 消 磁 に 対 し て も 磁 化 方 向
は 変 化 し な い.そ ろ そ れ の 試 料 の 段 階 消 磁
中 に 得 た 磁 化 方 向 を 直 線 で 近 似 し 試 料 ご と
の 磁 化 方 向 を 求 め,サ イ ト ご と に 平 均 し た.
水 平 方 向 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン が な い の で
伏 角 の 値 の み を 算 術 平 均 し た.Site747,
?49の 伏 角 が 現 在 の 伏 角 に 比 べ て20p)ら2





吉 出 勝(大 坂 市大 ・理)
1989年2月 一3月 に か け て 、 約40日
間 ア フ リ カ 東 部 一 南 部 で 地 学 野 外 調 査 等 を 行
っ た(図1)。 ア フ リ カ 大 陸 に は 広 く 始 生 代
ク ラ ト ン と 、 そ れ ら の 間 の 始 生 代 ～ 最 初 期 古
生 代 の 変 動 帯 が 分 布 し 、 先 カ ン プ リ ア 代 研 究
の 宝 庫 で あ る 。 と く に ア フ リ カ 東 部 は 南 極 昭
和 基 地 周 辺 地 域 と 同 じ く モ ザ ン ビ ー ク 帯 に 属
し 、 日 本 の 南 極 地 学 研 究 者 と っ て 興 味 あ る 研
究 対 象 で あ る(例 え ば　 Yoshida　 and　 Kizaki,
1982,　 in　 Antarctic　 Earth　 Sciences,　 Aust-
ralian　 Academy　 of　 Science)。 　　 ま た 、 ア フ
リ カ 南 部 は 始 生 代 ク ラ ト ン ー 変 動 帯 が よ く 発
達 し 、 世 界 の 模 式 地 と な っ て い る 。 東 二 南 ア
フ リ カ の 研 究 は 先 カ ン プ リ ア 代 ゴ ン ド ワ ナ 研
究 の 中 心 的 課 題 で あ り 、 将 来 に 本 格 的 な 調 査
研 究 を 行 う 必 要 が あ る 。 今 回 は ナ イ ロ ビ で 行
わ れ たIGCP236の 第 四 回 国 際 シ ポ ジ ウ
ム 参 加 の 機 会 に 、 予 察 的 な 調 査 を 行 っ た も の
で あ る 。
ケ ニ ヤ で は 約2週 間 に わ た っ て 西 か ら 東 ヘ
タ ン ザ ニ ア ク ラ ト ン ー モ ザ ン ビ ー ク 帯 一
リ フ ト帯 一 ゴ ン ド ワ ナ 堆 積 岩 類 の 横 断 調 査
を 行 っ た 。 マ ラ ウ イ で は 北 西 部 の ウ ベ ン デ ィ
ア ン ー イ ル ミ デ ー モ ザ ン ビ キ ア ン の3
変 動 帯 の 重 複 地 域 を 訪 れ た 。 南 ア フ リ カ ー
ボ ツ ワ ナ で は 、 南 か ら 北 ヘ カ ー プ ヴ ァ ー ル
ク ラ ト ン ー リ ン ポ ポ 帯 一 ロ ー デ シ ア ク ラ
ト ン の 横 断 調 査 を 行 っ た 。
野 外 調 査 は 、 将 来 の 予 察 的 な 構 造 岩 石 学 的
研 究 と 古 地 磁 気 学 的 研 究 の た め の 定 方 位 標 本
図1.ア フ リカ南部の 先カ ンプ リア界(諏 訪 ・矢入1979に 加筆)
1剛 塊,2リ ンポポーリベ リア 造山(27±2{E年)を うけ た 地域(リ ンボポ 造山帯,
Lim)・3エ ブルニ ア造山(20±2{9年)を うけた 地域(Ubendian-Ruzizian造 山帯,
U-R;　 Kibali-Toro-Buganda造 山帯,　Ki-To-Bu;　 Mayumbian造 山帯,Ma),4




65に 相 当する年 代の堆 積岩層,7汎 ア フ リカ造山(6±2惚 年)を うけた地 域(Mo・
zambiquc造 山帯,　Mo;　Zambczi造 山帯,　Zam;　Damara造 山帯,　Dam;　 Lufilian造
山帯,　Luf;　WeSI　 Congo}ian造 山帯.WC),87に 相 当する年代 のrehff岩 屑(Buko・
ban層 群,　Buk,　Kntanga層 群,Kat)　 太実線は踏 査ノレー ト.
の採 集 が 中心 で あ った。 各 国 の 研究 機 関 で は
文 献 収 集 と共 同 研究 の打 ち合 わせ を 行 った。
露 頭 条 件 、交 通 、宿 泊 、 治 安 状態 等 は全 体 と
して 特 に 問題 はな く、 また 、 将来 の共 同 研究
に適 当 な対 応 機 関/研 究 者 も確定 す る こ とが




ス リラン カ産 泥質 グラニ ュラ イ トに見 られる メル トか らの結 晶化組 織
廣井美 邦(千 葉大 ・理)
ス リ ラ ン カ は、 大 陸 地 殻 の 形 状 や 古 地 磁 気 学 的 な デ ー タ、 地 質、 変 成 作 用 の 年 代 と 特
徴 な ど か ら.か つ.て 、 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 に は ま り 込 む よ う に 位 置 し て い た 可 能 性 が 高
い。 南 極 研 究 に お け る ス リ ラ ン カ 研 究 の 重 要 性 は、 次 の よ う な 点 に あ る。
① プ リ ン ス ・オ ラ フ 海 岸 か ら リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 周 辺 に か け て の 地 域 に 露 出 す る 岩 石
は、 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 岩 体 と 呼 ば れ る 一 つ の 地 質 体 を 構 成 し て い る。 リ ュ ツ ォ ・ ホ ル
ム 岩 体 の 地 質 学 的 ・岩 石 学 的 な 研 究 の 結 果 に も と つ い た、 そ の 形 成 の テ ク ト ニ ッ ク モ
デ ル を ス リ ラ ン カ で 検 証 し、 ゴ ン ド ワ ナ 大 陸 の 形 成 テ ク トニ ッ ク ス へ と 拡 張 す る。
② 南 極 に お け る 岩 石 の 露 出 は、 雪 氷 の た め に、 大 変 限 られ て い る。 こ の た め、 野 外 観
察 が 十 分 に は 行 い 得 な い。 ま た、 露 出 し て い る 岩 石 は さ ま ざ ま な 程 度 に 風 化 し て お り、
新 鮮 な 岩 石 で な い と よ く わ か ら な い こ と が 見 逃 さ れ て き た 可 能 性 が あ る。 し た が っ て、
ス リ ラ ン カ に あ る 無 数 の 石 切 り 場 で の、 新 鮮 な 岩 石 の 観 察 事 実 に は、 南 極 研 究 に フ ィ
ー ド バ ッ ク さ れ る べ き も の が 多 い。
⑧ 南 イ ン ド と ス`リ ラ ン カ は チ ヤ'ル ノ ッ カ イ ト な ど の 高 度 広 域 変 成 岩 の 典 型 的 な 露 出 地
域 と し て 知 ら れ て い る。 こ の た め、 イ ギ リ ス、 西 ド イ ツ、 ア メ リ カ、 オ ー ス ト ラ リ ア
等 の 国 々 か ら 多 く の 研 究 者 が 調 査 に 訪 れ、 大 陸 地 殻 深 部 で の 岩 石 の 状 態 変 化 や 化 学 的
分 化、 地 殻 と マ ン トル の 相 互 作 用 な ど の 諸 現 象 と 地 殻 そ の も の の 成 因 に つ い て の 最 新
の 議 論 に 資 し て い る。 リ ュ ツ ォ ・ ホ ル ム 岩 体 の 調 査 に 基 づ く 独 特 の 視 点 か ら の 調 査 は、
そ の よ う な 研 究 に 新 し い 視 点 や デ ー タ を 与 え る こ と に な る。
ス リ ラ ン カ に 分 布 す る 高 度(.角 閃 岩 相 一 グ ラ ニ ュ ラ イ ト相)変 成 岩 は、 岩 相、 構 造、
変 成 相 と 見 か け 上 の 変 成 相 系 列 の 違 い な ど か ら、 ハ イ ラ ン ド ・ シ リ ー ズ、 サ ウ ス ウ ェ ス
タ ー ン ・グ ル ー プ 及 び ピ ジ ャ ヤ ン ・ コ ン プ レ ッ ク ス の3つ の 地 質 体 に 区 分 さ れ て い る(
第1図)。 ビ ジ ヤ ヤ ン ・ コ ン プ レ ッ ク ス は 角 閃 岩 相 の 花 嵐 岩 質 岩 を 主 と し て い る。 サ ウ
ス ウ ェ ス タ ー ン ・ グ ル ー プ と ハ イ ラ ン ド ・ シ リ ー ズ の 岩 石 の 大 半 は グ ラ ニ ュ ラ イ ト相 に
属 し て い る が、 サ ウ ス ウ ェ ス タ ー ン'・ グ ル ー プ に は 董 青 石 に 富 む ミグ マ タ イ トが 多 産 す
る。 一 方、 ハ イ ラ ン ド ・ シ リ ー ズ に は 含 水 鉱 物 を ほ と ん ど 含 ま な い 珪 線 石 一 ザ ク ロ 石 巻
(khondalitc)　 が 産 出 す る。 最 近、 こ れ ら の 泥 質 岩 起 源 の 変 成 岩 か ら残 品 状 の 藍 晶 石 や
十 字 石 な ど が 見 い だ さ れ(Hiroieta1.,1987)(第1、2図 参 照)、 両 者 に 共 通 し た
累 進 変 成 作 用　 (prograde　 meしamorphism)　 時 の 温 度 一 圧 力 経 路 が 明 ら か に さ れ た(第3
図)。 そ れ は、 リ ュ ツ ォ ・ ホ ル ム 岩 体 に も 共 通 す る 重 要 な 特 徴 で あ る。
ス リ ラ ン カ の 高 度 変 成 岩 に 見 ら れ る も っ と も 特 異 な 現 象 は、 局 所 的 な チ ヤ ル ノ ッ カ イ
ト化(arrcsしcd　 developmenし 　of　 charnockites)　 で あ る。 こ の 現 象 を 説 明 す る た め に、
CARBONIC　 }fETAMORPHISM　 と 呼 ば れ る、 二 酸 化 炭 素 を 主 と す る 流 体 の 注 入 説 が 提 唱 さ れ て
い る。 こ の 場 合、 岩 石 は 固 体 の 状 態 の ま ま で、 流 体 相 の 局 所 的 な 組 成 変 化 に よ っ て、 局
所 的 に 脱 水 反 応 が 起 こ っ た と さ れ て い る。 し か し 一 方 で、 局 所 的 な チ ャ ル ノ ッ カ イ ト化
と 同 時 か そ の 前 後 に ミ グ マ タ イ ト 化 も 進 行 し た 様 子 が 野 外 で 観 察 さ れ、 メ ル トの 存 在(
形 成)を 示 唆 し て い る。 岩 石 を 十 分 に 高 温 化 す れ ば 溶 融 し 始 め る の は 当 然 で あ る が、 天
然 の 高 度 変 成 岩 に お い て、 メ ル トか ら 結 晶 化 し た 部 分 と 固 相 の 再 結 晶 で で き た 部 分 と を
区 別 す る の は 容 易 で は な い。
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こ の 講 演 で は、 ま ず、 野 外 で 見 ら れ た さ ま ざ ま な 岩 石((ザ ク ロ 石 一)黒 雲 母 一 角 閃 石
片 麻 岩、(珪 線 石 一 ザ ク ロ 石 一)董 青 石 一 黒 雲 母 片 麻 岩 な ど)で の 多 様 な 局 所 的 チ ヤ ル ノ
,ッ カ イ ト化 現 象 を 紹 介 す る。 次 に、 チ ャ ル ノ ッ カ イ ト化 と 前 後 し、て お こ っ た と 考 え ら れ
る ミ グ マ タ イ ト化 を 紹 介 す る。 特 に、 比 較 的 情 報 量 の 多 い 泥 質 岩 に お い て、 メ ル ト が 存
在 し た こ と を 示 唆 す る 野 外 で の 構 造 と 鏡 下 で の 鉱 物 組 織 を 報 告 す る。
、、 ? ?? ??? ? ?。 「?「 ?「? ??????? ?? ??「
?? ???????、 ????、 ??????? ? ? 、??
?
???? ? ??「 ? ? ???? 「 〕
?? ???。 ???? ? ??? ????「 ?? ? ????? ??? ???
【 ?
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ス リ ラ ン カ 島 南 部 地 域 の 古 地 磁 気
船木 賓(極 地研)吉 田 勝(大 阪市立大学)
ス リラ ンカ 島 の 地 質 の主 要 な 部 分 は 、 島の 中 央 部 に 分 布す る グ ラニ ュ ラ イ ト相 の変 成岩 を主 とす る
HIGHLAND　 GROUPと そ れ を取 り囲 む 角 セ ン岩 相 の 深 成 変成 岩 を主 体 に す るVIJAYAN　 GROUP　 よ り成 る 。これ らの
変 成岩 はGRANITEやDOLERITEに よ り貫 入 され て い る。変 成 年 代 は 不 明 な点 が 多 いが 、片 麻岩類 は いずれ も先
カ ン プ リ ア時 代 、貫 入岩 で はTONIGALA　 GRANITEか ら550ma、 　GALLODAI　 DOLERITEか ら143-152■aの 年 代が得 ら
れ て い る 。
我 々は ス リラ ン カ か ら 、主 に 地 質 の研 究 の た め に 、採 集 され た 岩 石 の古 地 磁 気 学 的研究 を行 って きた 。こ
れ らの 試 料 は 、 ほ とん どの 場 合1露 頭1試 料 だ った ため 、ス リ ラ ンカ の岩 石 の もつ 卓越す る磁化 方位 を知 る
こ と しか で きな か っ た 。 それ で もその 結 果 は 、南 極 のLUTZOW　 HOLM　 BAYに ス リラ ンカが接 続 して いた とい う、
現在 も っ と も信 頼 され て い る可 能 性 を支 持 す る もの で あ った 。
1988年 、前 回 の 予察 的 結 果 を もと に 、新 た に　TONIGARA　 GRANITE、 　PINK　 GRANITE、 　GALLODAI　 DOLERITEそ れ
にGNEISSやMIGMATITEか ら試 料 を 採集 し、古 地 磁気 学 的 研 究 を行 っ た 。 その 結 果　TONIGALA　 GRANITE、 　PINK
GRANITE、 　GNEISSそ れ に　GALLODAI　 DOLERITE　 か ら 、30～35mTの 交流 消 磁 をす る こ と によ り、安定 なNRMを 得
る こ とが で きた 。 しか しGNEISS及 びMIGMATITEか ら は意 味 あ る 磁 化 方位 を得 るこ とはで きなか った 。安定
なNRMの 方 位 と得 られ るVGPの 値 は表1の とお りで あ る 。
上 記 のGRANITE及 びDOLERITEに つ いて は 熱 消 磁 、熱 磁 化 曲 線 それ に磁 気 履 歴 特性 も測定 した 。その結 果 い
ず れ の 試 料 に お いて もMAGNETITEあ る いは そ の 近 傍のCURIE点 、　BLOCKING温 度 が得 られ た。た だ し
GALLODAI　 DOLERITEに お い て は 、加 熱 後CURIE点 の 減 少 が 認 め られ た 。岩 石 磁 気学 的な実 験結果 を総 合的 に判
断 す る と、 これ らの 岩 石 の もつ 磁 化 は 信 頼 で き る と考 え られ る 。
ス リ ラン カ をLUTZOW　 HOLM　BAYで 南 極 大 陸 と接 合 す るた め には 、ス リ ラ ンカ を 南緯10° 、東経27° を極 と
して 半 時 計周 りに101° 回 転 させ る必 要 が あ る 。 この 回 転 に 従 い 、ス リ ラン カ か ら得 られたVGPを 回転 させ る
と 、図1に 示 す よ うに 、　TONIGARA　 GRANITE(A)は 南 極 大 陸 の 古生 代 初 期 のVGPと 、 また ジュ ラ紀 の
GALLODAI　 DOLERITE(C)は 東南 極 の ジ ュ ラ紀 のVGPの 位 置 とほ ぼ一 致 す る。 しか しPINK　GRANITEのVGP(B)と 対
応 す る と思bれ る もの は 、東 南 極 大 陸 か ら報 告 され て い な い 。 この 様 に ス リ ラン カ とLUTZOW　 HOLM　BAYが 接
続 して い た と い う仮 説 は 古地 磁 気 学 的 に 支持 で き る 。
表1































LAT.　 LON:　 緯 度 、 経 度
pLAT.　 pLON:　 回 転 後 の 緯 度 、 経 度
図1.ス リ ラ ンカ か ら得 られ たVGPを
南 極 大 陸 に 回転 させ る。
A-C:ス リラ ン カ 、D-F:南 極
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東 南 極 、 ブ リ ッ ツ 湾 周 辺 の 変 成 岩 類
本 吉 洋 一(極 地 研)　 ・　D.E.　 Thost・ 　B.J.　 Hensen(ニ ュ ー サ ウ ス ウ ェ ー ル ズ 大 学)
1.は じ め に
東 南 極 ブ リ ッ ツ 湾　(　Prydz　 Bay)周 辺 に は 、
原 生 代 後 期(約1180Ma)に 変 成 を 受 け た グ ラ
ニ ュ ラ イ ト相 の 岩 石 が 広 く 分 布 し て お り 、 北
東 側 と南 東 側 に は 、 始 生 代 の ベ ス トフ ォ ー ル
ド ヒ ル ズ ブ ロ ッ ク 、 南 プ リ ン ス チ ャ ー ル ズ 山
脈 が そ れ ぞ れ 隣 接 す る(図1)。
演 者 ら は.1987/88シ ー ズ ン に オ ー ス ト ラ
リ ア 南 極 観 測 隊 に 参 加 し 、 ブ リ ッ ツ 湾 の ラ ー
セ マ ン ヒ ル ズ(　 Larscロann　 Hills)と ボ リ ン ジェ
ン 諸 島(Bolingen　 lstands)を 調 査 す る 機 会
を 得 た 。 今 回 、 こ の 地 域 の 主 要 岩 相0)岩 石 記
載 を 中 心 に 発 表 し 、 特 に 、P-T経 路 の 観 点
か ら.東 南 極 の 原 生 界 地 質 体 の 特 徴 に つ い て
若 干 の 考 察 を 試 み る 。
H.岩 石 記 載
本 地 域 に 分 布 す る 主 要 岩 相 の 記 載 岩 石 学 的
特 徴 を 以 下 に 述 べ る 。
① 泥 質 ・砂 質 岩 類:本 地 域 で も っ と も 広 く 分
布 し 、 層 状 構 造 力`顕 著 で あ る が 、 一 方 で ミ グ
マ タ イ トの 発 達 も 著 し い.ザ ク ロ 石、 珪 線 石、
堕 青 石 、 黒 雲 母 力`普 通 に 観 察 さ れ る.鏡 下 で
は 、 ザ ク ロ 石 が 蓮 冑 石 に よ っ て 置 換 さ れ て い
る 産 状 が た び た び 見 ら れ る 。 珪 線 石 と カ リ 長
石 の 組 合 せ が 普 通 に 認 め ら れ る.
② 塩 基 性 ・中 性 岩 類:泥 質 ・ 砂 質 岩 頚 中 の ブ
ロ ッ ク あ る い は 不 連 載 な 層 と し て 産 す る 。 斜
方 輝 石 が 普 通 に 観 察 さ れ 、 黒 雲 母 や 角 閃 石 と
し ば し ば 共 生 す る.ザ ク ロ 石 の 出 現 は ま れ で
あ る が.そ の 場 合 、 斜 方 輝 石 十 斜 長 石+磁 鉄
鉱 あ る い は ス ピ ネ ルo)シ ン プ レ ク タ イ トに よっ
て 取 り 囲 ま れ て い る 。
③ 超 塩 基 性 岩:直 径 数 メ ー トル 大 の ボ ッ ド 、
レ ン ズ と し て 産 す る 。 カ ン ラ ン 石.斜 方 輝 石、
ス ピ ネ ル 、 角 閃 石 、 斜 長 石 、 不 透 明 鉱 物 が 主
な 構 成 鉱 物 で あ る.カ ン ラ ン 石 と 斜 長 石 が 直
接 し て い る 産 状 力`特 徴 的 で あ る 。
図1.ブ リ ッ ツ 湾 周 辺o)地 質 概 略
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④ 珪 灰 質 岩:最 大 数 メ ー トル 大 の ボ ッ ド 、 レ
ン ズ と し て 産 す る 。 鉱 物 組 合 せ に 基 づ き い く
つ か の タ イ プ に 分 け ら れ る が 、 珪 灰 石 を 含 む
岩 石 中 に は 、 ザ ク ロ 石 、 単 斜 輝 石 、 斜 長 石 、
方 解 石 、 石 英 、 柱 石.ス フ ェ ー ン な ど が 見 ら
れ る 。 後 退 変 成 作 用 の 産 物 と し て 、 ト レ モ ラ
イ ト 、 エ ビ ドー ト な ど が 存 在 す る 。
m.変 成 条 件 お よ びP-T経 路
塩 基 性 変 成 岩 中 に 斜 方 輝 石 が 普 通 に 存 在 す
る こ と か ら 、 変 成 条 件 が グ ラ ニ ュ ラ イ ト相 に
達 し て い た こ と は 明 ら か で あ る.
ま た.塩 基 性 変 成 岩 ψ に ザ ク ロ 石 が ま れ に
し か 見 ら れ な い こ と.超 塩 基 性 岩 中 に カ ン ラ
ン 石 と 斜 長 石 ρ)馴 合 せ カ`見 ら わ,る こ と か ら、
変 成 条 件 と し て は 、 低 圧 グ ラ ニ ュ ラ イ ト相 に
紺 当 す る 。
各 種 地 質 温 度 計 ・圧 力 計 を 用 い る と.大 体
750±50℃ 、5±lkbarと い う 値 力`得 ら れ る.
一・方 、 変 成 作 川 の1)-T経 路 に 関 し て は 、
① 泥 質 岩 中 の ザ ク ロ 石 を 置 換 す る 堕 青 石 、
② 塩 基 性 岩 中 の ザ ク ロ 石 を 取 り 囲 む 斜 方 輝 石
+斜 長 石+磁 鉄 鉱 あ る い は ス ピ ネ ル の シ ン プ
レ ク タ イ ト 、 に よ っ て 示 さ れ る よ う に 、 変 成
作 用 の あ る 時 期 に 」1:力降 下 力`あ っ た と 推 定 さ
れ る.現 在 ま で の と こ ろ.リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム
岩 体 に 見 ら れ る よ う な 準 安 定 な ラ ン 品 石 、1'
字 石 の 産 出 は 見 出 さ れ て い な い.
最 近 、Harley(1989)は 、 ブ リ ッ ツ 湾 の ラ ウ
エ ル グ ル ー プ(RatＬer　 Group)か ら、 石 英 を 含
む 岩 石 中 で 、 珪 線 石 と 共 存 す る パ イ ロ ー プ に
富 む ザ ク ロ 石(XM.57-59)、 ま た 、 ミ グ マ タ
イ トの パ レ オ ゾ ー ム 中 で 、 ザ ク ロ 石(XM.
70-72)+斜 方 輝 石(X."80、9.5vtxAlzOu)
+珪 線 石+カ リ 長 石 の 組 合 せ を 報 告 し て お り、
そ れ ぞ れ 、8.5-10kbar,900-1000℃.10-13
kbar,1000-1050℃ と い う 変 成 条 件 を 見 積 っ て
い る 。 こ れ ら は 、 始 生 界 の ナ ピ ア 岩 体 に 匹 敵
す る 条 件 で あ る 。 さ ら に 彼 は 、XM"65の ザ ク
ロ 石 を 置 換 す る サ フ ィ リ ン 十 斜 方 輝 石+董 青
石o)共 生 、X..70の ザ ク ロ 石 を 置 換 す る サ フィ
リ ン+斜 方 輝 石+珪 線 石 の 共 生 を 報 告 し て お
り 、 ノじ 々10-1{lkbar、>900℃の 条 件 下 に あ っ
た 岩 石 が 、 い く つ か の ス テ ー ジ を 経 て 、 よ り
低 温 ・低 圧 の 条 件 下で 再 結 晶 し た 可 能 性 を 述
べ て い る 。 も し 、 こ の 見 解 が 正 し い と す る な
ら 、 こ の よ う な 変 成 履 歴 は 、 ナ ピ ア 岩 体 に 代
表 さ れ る 始 生 界 の 地 殻 の11}変 動 を 意 味 し て い
る の か も し れ な い.少 な く と も 、 リ ュ ツ ォ ・
ホ ル ム 岩 体 の も の と は 全 く 性 格 を 異 に し て お
り 、 東 南 極 大 陸 の 原 生 界 地 質 体 の 形 成 に は 、
そ れ ぞ れ 異 な っ た テ ク トニ ク ス が 関 与 し て い
た と 考 え る べ き で あ る 。
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大 隅 石(Os)は 、Kを 含 むMg-Fe-Al-silicate
で 、5地 域 の グ ラ ニ ュ ラ イ ト相 変 成 岩 中 で の 産
出 が 知 ら れ て い る。 そ の う ち ナ ピ ア 岩 体 は 広 域
変 成 岩 に お け る 唯 一 の 産 出 例 で 、　 Ellis　 et　 sl.
(1980)とGrew(1982)に よ り 精 細 な 研 究 が な
さ れ て い る。 ナ ピ ア 岩 体 で はOsの 分 解 生 成 物 と
思 わ れ る　 symplectiteをふ く め る と、 そ の 分 布
は70x70k.の 広 範 囲 に わ た る。　 Primary







こ こ で 注 目 さ れ る の はOsがSap+Qと 共 生 関 係 に
あ る こ と で 、　 peak　 ■etaiorphic　 conditionは 、
8-10Kb、900-980℃(Ellis,1980)、8-9Kb、
>750℃(Grew1982)と 推 定 さ れ て い る。
」 ????」 ?
本 吉 洋 一
(極 地研)
osを 含 むKMAs、 　 KFMAs系 のP-T　 gridは 、　 Ellis
eta1.(1980)とGrew(1982)1こよ り 提 唱 さ れ
て い る が、 両 者 の 間 に 大 き な 相 違 点 が あ り、 実
験 研 究 者 が 少 な い 事 と 合 わ せ、 泥 質 グ ラ ニ ュ ラ
イ トの 高 温 部 に お け るOsを 含 む　 mineral
reactionと 鉱 物 相 の 安 定 関 係 は 不 明 な 点 が 多 い。
ナ ピ ア 岩 体 のprogressive　 P-T　 pathは 、 推 定 困
難 でE日isetal.(1980)とGrew(1982)の 間
の 相 違 点 も、　 Osの 安 定 領 域 をSap十Qよ り 高 温 側
に お くか 否 か に よ っ て い る。
発 表 者 ↓ま、　 Labrador、 　 Grenville　 Province
のAnorthositic　 intrusionの 接 触 変 成 作 用 に よ
り 生 成 し たOsを 含 む グ ラ ニ ュ ラ イ トの 産 状 か ら、
下 図 の 様 なKMAs系 のP-T　 gridを 作 成 し た。 貫 入
岩 体 と の 位 置 関 係 と 鉱 物 組 合 せ の 間 の 規 則 的 関
係 か ら、　 Osの 安 定 領 域 はSap+Qよ り 低 温 側 に 位
置 す る と 結 論 さ れ る。　 Sap+Qは 最 も 高 温 な グ ラ
ニ ュ ラ イ ト相 変 成 作 用 の 指 示 鉱 物 組 合 せ と 考 え
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地 学 シ ン ポ ジ ウム プ ロ シー デ ィン グ スの 発 行 に つ い て
例 年 と同 様 に 当 シ ン ポ ジ ウム の プ ロ シー デ ィン グ ス を 発 行 し ます の
で、 下 記 に よ り論 文 の 投 稿 を お願 い 致 し ます。
1.投 稿 締 切 日 1990年2月28日(水)
次 回 シ ン ポ ジ ウ ム時 に 合 わ せ て 発 行 す る た め に
期 日 は厳 守 して 下 さい。
2.投 稿 要 領:
論 文 は刷 り上 が り10ペ ー ジ以 内 と しま す。 こ の場 合、 原 稿
は タイ プ用 紙 ダ ブル ス ペ ー ス で15枚 以 内 とな り ます。 図、 表
が 増 え た分、 原 稿 は 少 な くし て 下 さい。 図 は2枚 で1ペ ー ジ程
度 で す。 プ ロ シー デ ィ ン グス の 性 格 上、 発 表 論 文 は短 くて も結
構 で す か ら投 稿 して 下 さい。 短 報 と して 扱 う場 合 も あ り ます。
投 稿 され な い 場 合 で も英 文 ア ブ ス トラ ク トは提 出 して下 さい。
この場 合 図 表 は避 け て下 さい。
3.そ の 他:
シ ン ポ ジ ウ ムの プ ロ グ ラム を プ ロ シ ー デ ィ ン グ ス の末 尾 に 掲
載 致 し ます の で、 シ ン ポ ジ ウ ム で 発 表 され る方 は、 プ ロ シー デ
ィ ン グ スへ の 投 稿 の あ る な し に 関 わ ら ず英 文 題 目 とロ ー マ字 表
記 著 者 名 を別 紙 申 し込 み 書 に よ り地 学 プ ロ シー デ ィン グ ス編 集
幹 事 ま で お知 らせ 下 さい。
4.投 稿 先:
〒173東 京 都 板 橋 区 加 賀1--9-10




国 立 極 地 研 究 所
東 京 都 板 橋 区加 賀1-9-10
電 話(03)962-4711

